


[image: ]



















（仮）花嫁のやんごとなき事情




～離婚の前に身代わり解消!?～











著者　夕鷺かのう

イラスト　山下ナナオ















電子版　ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



プロローグ

１章　（仮）旦那さまを好きになりまして

２章　膝枕逆襲

３章　毒龍と毒花

４章　仕事をクビになりました

５章　素顔を知っても

６章　これで終わりと思いきや

エピローグ

赤神の悪鬼と金色の王

あとがき











[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










[image: ]




　最近、殿でん下かと奥方さまが、急接近した気がする──と、彼らに仕つかえる侍じ女じよのラナは思う。

　殿下とは、言わずと知れた黒こく龍りゆう公こう、すなわちエルラント帝国第三皇おう子じクロヴィス殿でん下かのことで、奥方さまとは、立冬サウインに彼が迎えた妻、シレイネ＝アリステル＝ユナイア姫だ。

　今までは、寄るな触さわるな離り婚こんしろの三点張りだったシレイネ姫が（ラナに言わせれば可か愛わいらしい照れ隠しの一いつ環かんだ）、この新婚旅行中は、そういうことがとみに減ったのだ。

「奥方さま、殿下と何かありました？」

　逗とう留りゆう先のティカル高原を出しゆつ立たつする日の朝、ラナは思い切って尋たずねてみた。




「べっ別にそんな……ちょっと殺されかけて爆ばく破はして、お墓に行って添そい寝ねしたくらいで、大したことなんてちっともございませんのよ！」

　いったいどういう状況ですかと気にはなったが、顔を真っ赤に染めて「だから何もなかったんですの！」と言い張る奥方さまに、それ以上は訊きけなかった。
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　──突然ですが、皇おう子じさまを好きになりました。

（うわあああっり得ない!!）

　いつわりの新婚旅行にともなう紆う余よ曲きよく折せつの果てに、自分の心に気づいたフェルが、真っ先にしたのは悶もん絶ぜつだった。

　ユナイア王室秘ひ蔵ぞうの王女、シレイネ姫──の身代わりとして隣りん国ごくに嫁とついだ、孤こ児じ院いん育ち・値切り上等・貧びん乏ぼう暇ひまなしと三拍子揃そろった小娘が。

　正しよう真しん正しよう銘めいの皇子さま、エルラント帝国のクロヴィス殿でん下かのことを。

　好き、なのだそうだ。

　さも他ひ人と事ごとのように言って衝しよう撃げきを和やわらげようとしてみる。無む駄だだった。

（なんで!?　なんでなんで!?　だって、あんなにあんなに嫌いだったじゃない！）

　おまけにフェルは、病弱なお姫さまに名前を返すため、クロウと円えん満まん離り婚こんしてこいという使命を背せ負おっている。

　このお役目に『好き』という気持ちが有ゆう益えきかといえば、下町育ちらしく直ちよく截さいに言うところの『くその役にも立たない』。

　要するに雑ざつ念ねんである。そんなものを持ったままでは、この先、円えん滑かつな業務の遂すい行こうにどんな差さし障さわりがあるか知れたものじゃない。

（不ふ毛もうだ……！）

　どれぐらい不毛かといえば、大雨の日にどぶに落ちた小こ銭ぜにを一晩かけて捜すことの不毛さを一フモーとすると、二百五十フモーくらいだろうか。

　よって、ひとしきり悩み、緋ひ色いろを帯びた銀ぎん髪ぱつを搔かきむしり、うんうん唸うなったあと、自覚したその日のうちに、フェルは堅かたく拳こぶしを握りしめて決意していた。




（いよっしゃー、忘れるぞー！）




　生産性のなさは、フェルが最も嫌うところである。

（ふっ。……ばっかじゃない。雑念にかまけてる暇はないのよわたしは。離婚の期限は、立夏ベルテイナの前日、ワルプルギスの夜なの。あと、四カ月もないくらいなんだから）

　こちらは職人なのだ。

　やってやろうじゃないの、とフェルは思う。お仕事で嫁いできた以上、二百五十フモーな『好き』など、一瞬で忘れてやろうではないか。

（セタンタ陛へい下かの言葉を思い出せ）

　フェルの雇こ用よう主ぬしである、シレイネ姫の兄にして、ユナイア現国王セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアは、フェルの手を握りしめてこんなことをのたまった。

　──〝ユナイア王家直系唯ゆい一いつの姫君として、気品あり、優ゆう雅がで、姿は美しく、根性悪で高たか飛び車しやで高こう慢まんちきで煮ても焼いても蒸むしても揚あげても喰くえない史上最強の毒どく嫁よめとして、あの毒どく龍りゆうを懲こらしめてきてくれるか！〟

　そうだった。

　目指すは、『毒龍公』すらドン引く毒嫁。冷えきった夫婦として、クロウが、嫌いや気けがさすくらいの妻になってみせるのだ。

（ええい正気に戻れわたし！　なんていうんだっけ、病やまいは気から？　まあなんでもいいや。あんな毒男が好きだなんて、いつものお仕事脳をもってすれば、忘れるなんてわけないんだから！　とりあえず、旅が終わるまでを自分の期限にしよう）

　黒こく龍りゆう城じように帰る頃には、また、クロウのことを大嫌いな自分に戻ってしまえ。

　大丈夫へいき問題ない！　と頷うなずいたフェルだが、理性とは往おう々おうにして感情と仲なか違たがいするものである。

　要するに、事態はそうそう甘あまくはなかったのだ。
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（……まずは、旦だん那なさまを好きじゃなくなるところから始めよう）

　冷静になったフェルが「クロウをもう一度嫌いに戻る」ために最初に目もく論ろんだのは、「彼の嫌いやなところを数え上げる」作戦だ。

　なにせ彼とは、新婚初夜から首に刃は物ものを突きつけられた間あいだ柄がらである。嫌なところなんて、枚まい挙きよにいとまがない、はずだ。

　同行する侍じ女じよが、馭ぎよ者しや台だいで馭者と話しているため、現在フェルは、問題の旦那さまと、差し向かいで馬車に揺られていた。

　新婚旅行という名目のもと、ひそかにエルラント全土を騒さわがせる『呪じゆ毒どく』を調査するため向かったティカル高原で、事件の黒くろ幕まくに繫つながる人物を捕とらえることに成功したフェルとクロウは、居城に戻る途中なのである。

（……旦那さまの嫌なところ……）

　フェルから視線を逸そらし、馬車の窓掛けを指先で少し取りのけ、彼は外を眺ながめている。

　その姿をじいっと見つめ、フェルはクロウの嫌なところを一いつ生しよう懸けん命めい考えた。

（まず、格かつ好こうが変わってる、とか）

　クルヴァッハ辺へん境きように暮らす少数民族に配はい慮りよして、彼は一般的なエルラント貴族と違い、黒髪を長く伸ばして編んでいる。

　よく鍛きたえられた、すらりとした身体からだを包む黒い衣装。頰ほお杖づえをつく腕をたどった先には、形のいい、長い指。

　ぼうっと見とれかけ、フェルは内心でぶるぶる頭かぶりを振った。

（め、目つきが悪い！　鋭するどくて怖こわい！）

　研とぎ澄まされた刃やいばを思わせる整った横顔に、凍こおりついた北の海を閉じ込めた青い瞳ひとみ。

　冷たい印象を与えるその面おも差ざしが、たまに驚くほどの優しさを浮かべる瞬間を、フェルは何度か目にしている。

　ちくしょう認める。見てくれはかっこいい。

（だからなんだっての。……人間見た目じゃないでしょうよ。中身は性しよう悪わるで、毒どく舌ぜつで、とにかく最悪なんだから）

　なにせ、故こ国こくでは毒龍公と恐れられる男だ。

　若い娘むすめの生き血を搾しぼった風ふ呂ろに毎晩浸つかっているだとか、口から毒どく炎えんを吐はくだとか、身体が真っ黒な鱗うろこに覆おおわれているなんて噂うわさもある。

　血もなければ涙もない、智ち将しようを超えた魔ま将しよう、エルラントの毒龍公──

（みんな、勝手なこと言っちゃって）

　考えているうち、フェルはだんだん腹が立ってきた。

（血も涙もないわけなんてないでしょ。だって彼は、弟さんの生きた証あかしとして、ずっとこのクルヴァッハ公爵領を守り続けてきた人なんだよ）

　箱はこ庭にわを守る龍。

　クロウのことをよく知る人は、しばしば彼をそう評する。

　それは、この箱庭クルヴアツハが──三年前、呪毒に冒おかされ、殺してくれと泣きながら自ら命を絶ったクロウの同どう母ぼ弟てい、パーシヴァルの愛した土地だからなのだと。

　パーシヴァル──パールが眠る南東部の最辺境、ティカル。

　クロウは、誰より大切な弟を守り切れなかったことを自らの罪ざい科かとし、ずっと自じ責せきの念ねんを抱いたまま生きてきたのだと、フェルはこのティカルの旅で知った。

（冷たいだけなわけあるもんか。本当は、あたたかい、優しい人。悲しい人）

　意地悪なことも、毒を吐くこともある。

　彼の冷れい酷こくな一面や、かいま見る激げき情じように身が竦すくむことがないわけじゃない。

　でも、それを含めて彼だ。

　だから、ほら。

　自分は。全部丸ごと、やっぱり彼が──




（って違うでしょうが──!!）




　ごっ。

　フェルは勢いきおいよく、馬車の窓枠に頭をぶつけた。

（わたしはアホか！　嫌いなところ列れつ挙きよしていくはずが、好きなところを再確認してちゃ意味がないでしょ!?　だいたいこの旅、行きだって彼と同じ馬車に揺られてたじゃない！）

　どうして今さら、二人っきりだなとか、そういうことが気になるのだろう。

「!?　シレイネどうした？」

　突然の妻の奇き行こうに、クロウが驚いて声をかけてくる。赤くなった額ひたいをゆっくり持ち上げ、フェルはうふふ、と笑った。

「なんでもありませんわ。ちょっと羽は虫むしがいたものだから」

「手で叩たたけよ」

　妥だ当とうすぎる突っ込みは無む視しした。

（くそう……嫌いなところ列挙作戦、は失敗？）

　というか、よく考えれば、すぐ近くで彼の顔を見ると、なんだかもう、いろいろ駄目だ。

「……おかしな奴やつだな。疲れているのか？」

「いいえ。どうってことございません。あなたの柄がらでもないでしょうに、ご心配には及びませんわ」

　赤らめた頰を隠すように、つんとそっぽを向いたフェルは、クロウが少し苦笑する気配を感じる。

（あー、また嚙かみついちゃった。いや、それがわたしの仕事なんだけど……何か皮ひ肉にくを言われるかな？）

　甘あまんじて受ける覚かく悟ごで、ちらりとそちらを見やると、彼はフェルの瞳を覗のぞき込んできた。

　間近にある、一いつ対ついの青。

「お前に無理はさせたくない。休みたければ、言っていいんだ。シレイネ」

「う……」

　見るんじゃなかった。フェルはびしっと石化する。

　そこは絶対、「お前は本当に可か愛わいくないな」とか言われると思ったら、ああもうなんで。

　らしくもないくせに。いきなり、優しく、しないでほしい。

（だ、誰か鍬くわを持てーッ！）

　フェルは真っ白になったまま、脳内農民たちに呼びかけた。このままでは頭が満開お花畑になる。

（いや、まだいける……。わたしはまだ戦える！）

　フェルは自らに言い聞かせ、必死に闘とう志しを奮ふるい立たせる。

（しっかりしろ。現実を見るのよ。『普通に優しい旦那さま』なんてシロモノ、白はく昼ちゆう夢むか妄もう想そうの産物でしかあり得ないじゃない！　あ、そっか。ちょっと疲れてるんだ、わたし。それじゃ宿に着いて休んだら、きっとどうってことないわ！）

　やっぱり結論から言うと──残念ながら、そんなことはなかった。
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　奇き岩がんまみれのティカル高原を抜けたフェルたちがたどり着いたのは、クルヴァッハ首都キカラに至る街道にある宿しゆく場ば町まち、ユトである。

　さまざまな花を名産とし、砂さ漠ばくの大だい商しよう路ろ『天てん蚕さんの道』に通じることでも知られるこの街は、東西の商人たちの落としていく財と文化に大きな恩おん恵けいを受けている。

　真っ白な石いし畳だたみ、ゆでたまごのような白はく亜あの壁。雪の色で統一されたユトの町並みに映はえる街路の紅あかい椿つばきが、不思議な空気感を作り出していた。

『病弱』な花嫁の体調に配はい慮りよして、この街では二泊することに決まった。ちなみにクルヴァッハ領主、それも第三皇子の利用ともなれば、当然最高の宿が借り上げられる。

「旅？　野宿基本ばっちこい！」なフェルとしては、一泊いくらか綿めん密みつに計算したいところだが、問題はそれだけではない。

（なぜ嫁にかまう、旦那さま!?）

　──馬車の中で妙みように優しかった旦那さまは、宿に着いてからもやっぱり優しかった。

　というより、距離が基本的に近いのだ。

　馬車を降りるときは、「足元、気をつけろ」なんて囁ささやいて、手を貸してくれる。

　それだけで済めばいいのだが、並んで歩くと、ごく自然に、腰に手を回して引き寄せられる。

　髪を梳すいたり、頰に手を添えて、あまつさえ親指で唇をなぞってきたりなどするのだ。フェルのほうは大混乱である。

（何あれ。誰あれ。わけ分かんない。意味分かんない……！）

　宿に入ってからというもの、もはや『落ち着いて、気にしなければいい』ができる限界値を軽やかに超えてきた旦那さまに、さっそく脳みそが沸ふつ点てんを迎えたフェルは、必死に彼を撒まいてきたのだった。

（わたしの知ってる旦那さまは、もっとこう、嗜し虐ぎやく的てきな嘲ちよう笑しようが似合って、三度の飯めしより毒が好きで、口を開けば皮ひ肉にくばかりで）

　それは確かにそうなのだが、よく考えれば、距離そのものは初めから近かった気がしなくもない。抱き上げられたり、抱きしめられたり、膝ひざを貸したり。

（わたしが疲れていると、さりげなくいたわってくれるのも、最初からだった……気がする）

　──ただ、フェルが考えようとしてこなかっただけで。

（わたしが変なの？　待って、普通ってどうだった？　ああもう、どんな顔して旦那さまと話してたか、思い出せない！）

　頭がぐっちゃぐちゃだ。

　ほうほうのていで宿の自室に逃げ込んだときには、フェルは半泣きだった。

（ラナに……相談するわけにもいかないし）

　身代わりの辛つらいところだ。高価なドレスで着飾った自分の姿を見下ろして、フェルはため息をつく。

　侍女のラナが見立ててくれたドレスは、深い藍あい色いろのタフタ地の下に彩いろどり鮮あざやかなシフォンを何枚も重ね、上の布をところどころ繊せん細さいな花の模様に抜いた斬ざん新しんな意い匠しようで、まるで聖堂のステンドグラスのようだ。

　フェルの緋色がかった銀の髪に映えるように衣装を選んだというラナは、出来栄えに満足そうに頷うなずくと、「殿でん下かもお気に召めすと思います！」と謎の太たい鼓こ判ばんをくれた。「だからなんだ」と思いつつ、妙にどきどきしたのは、気の迷いというものだ。

　どうしよう。旦那さまの顔を見ないで過ごそうにも、またつかまって、ちょっかいでもかけられたら──

（どうしようも何もない。いつもどおりよ、いつもどおり。今度こそ、さらっと流して、平常心で過ごすのよ）

　うん、と拳を握りしめたところで、「奥方さま」と声がかかる。

　気づけばすぐ後ろに、フェルにとっていちばん信頼できる侍女であるラナが立っている。彼女は、きっちり結った黒髪を綿めんのキャップに押し込み、ぱりっと整えてあるお仕着せを身に着けて、いつもは少しきつい印象を与える琥こ珀はく色いろの目を、きらきら輝かせていた。

「あらラナ、ちょうどよかったですわ。お散歩に付き合ってくださらないかしら。宿の中を見て回りたくて……」

「ごめんなさい奥方さま。あたしはものすごーく、お付き合いしたいのですけれど、先約です」

「え、ラナに？」

　この街に知り合いでもいたんだろうか、と目をしばたたくフェルに、ラナはにっこりと笑みを深めた。

「いいえ、奥方さまに。殿下から、二人きりで大事なお話があるそうですよ！」

　わたしは無い。

　とっさにフェルは思った。

「ごめんなさいちょっと頭痛が痛いようなお腹なかに腹痛的な何かがあるみたいな」

　慌あわてて即そく答とうしかけたフェルに、ラナはきょとんとしている。

「お断りされますか？　まあ、あんまり楽しい雰ふん囲い気きでもなさそうでしたし。なんでも、ティカルで新たに見つかったものがあるから、奥方さまに来るようにって……真面目なお話みたいでしたけど、なんだったんでしょう？」

（それは……）

　──どうも、断れそうにない。




　約四し半はん刻こくののち。

　結局フェルは、クロウの待つ、宿の特別室の前に立っていた。

　読んでいた書類から顔を上げ──彼は涙ぐましいことに、旅先にまで仕事を持ち込んでいたらしい──開かれた扉とびらから、クロウがこちらを見ている。

　彼はフェルと目が合うと、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「さっきは調子が悪そうだったが。……頭で虫を潰したい衝しよう動どうは治おさまったのか？」

「うふふ。頭で虫？　白昼夢でもご覧になっていたの、旦那さまったら」

　フェルは努つとめてにこにこと微笑んだ。

　そして、クロウに手招きされるまま、特別室に入る。

　ちなみに、彼の座るビロード張りの長椅子は、きっかり二人分の長さしかない。フェルが座れば、必ひつ然ぜん的てきにぴったりと旦那さまに寄より添そう羽は目めになる。

（平常心平常心へいじょうしん。目の前にいるのは、三つ編みの生えたかかし、三つ編みの生えたかかし、はい復ふく唱しよう）

　脳内で呪のろいのようにぶつぶつ呟きながら、フェルはかつかつと踵かかとを鳴らし、優雅な足取りで長椅子に歩み寄る。

　そして、促うながされるまま、フリルのドレスの端はしをつまみ、彼の隣に腰を下ろした。




　そう、彼からぎりぎりまで距離を空あけた──椅子の手すりに。

「……」

「…………」

　すなわち、貴族らしく行ぎよう儀ぎよく椅子に座る旦那さまと、上半身ひとつぶん高い位置で雄お々おしく手すりに尻しりを載のせた嫁の図ができ上がった。




「あのなシレイネ。……何か気に食わないことがあるならはっきり言え？」

「おほほ。気に食わないだなんて旦那さま、あなたこそ。何か不思議がございまして？」

「では、なぜ隣に座らない」

「座ってるじゃありませんの」

「俺が言う隣とは、手すりではなく椅子本体だ」

「にょほほほ嫌ですわ旦那さま。夫が椅子に、妻は手すりに。最近ちまたではこの座り方が流は行やっておりますのよ。名づけて〝妻たちの反はん逆ぎやく〟──って、きゃあ!?」

　とっさに素すで「ギョー」とか「どひゅー」などという奇き声せいを発しなかった自分を、フェルは心の底から褒ほめたい気分だった。

　なにせ、腕を強く摑つかまれ、手すりから引きずり下ろされたのだ。

（わ、っぷ）

　衝撃はこない。

　代わりに、何か力強くあたたかなものに抱き留とめられた。

　それが旦那さまの胸だと分かり、フェルはたちまち脳のう天てんから湯気を噴ふく。

（ぎゃはーっ！）

「流行り？　辺境を旅行している奴やつが、ちまたの流行りなど知っているわけがあるか。それに、よそがどうだろうが知ったことじゃない。……隣というのは、こういうことだ」

　耳のあたりの髪を梳すき上げられ、フェルは固まる。

　彼の香りがする。

　彼のぬくもりがすぐそばにある。

（だから何よ、野宿のとき枕代わりにした丸太だって似たような大きさだったじゃない！）

「な、な、何か、大事な話があるっておっしゃったそうじゃありませんの。冗談を言ってないで、すぐ離れて、は、放してくださいませ」

「ああ」

　フェルの主張に、彼は意外とすんなり手を放してくれた。

「つい先ほどのことだ。ティカルに残した黒龍兵から、早馬で届いた──呪毒になる、燐りん光こうを帯びた夕ゆう輝き晶しようの標本が、崩れたイルの聖せい域いきから出た」

「……え？」

（全部、温泉と土ど砂しやで流されたと思ってたけど）

　彼は、長椅子の前に置かれたテーブルの上から白木の箱を取り上げると、静かに蓋ふたを外す。

　薄暗い室内に、ぼんやりと赤い光が浮かび上がる。

　底知れない輝きを放つ夕暮れ色の石に、フェルの目は魅み入いられたように吸い寄せられた。

「詳しい分ぶん析せきはこれからだが。入手したことを知らせておこうと思ってな。……シレイネ？」

「この、石」

　フェルは、惹ひき込まれるようにそれを見る。

　赤い液体に溶かされた呪毒が発する光には、特に何とも思わなかったのに。

（聖域に隠されていたものも見たけど……わたし、この石。この光……前に、どこかで）

「シレイネ。どうしたんだ」

「いいえ、何も……」

　心ここにあらずな返事をしながら、フェルは考え込む。夕輝晶は、もともとは茜あかね色いろと紺こんのあわいを宿す希き少しような宝石だ。時価によってはダイヤモンドより高額で取引されるものだという。

　目にするとすれば、思いつく限り一カ所しかない。

（シレイネさまのところだ）

　身代わりを務めるユナイア王女シレイネは、フェルに格別目をかけていた。

　六年前、道みち端ばたに倒れたフェルを偶然見つけて保護し、死にかけた孤児院の仲間を救ってくれたシレイネは、なぜか自分をいたく気に入り、よく話し相手にと王宮に召し出いだしていたのだ。

（高価なものを見る機会っていえば、そのときだけど……でも、なんだか、あのお部屋に夕輝晶があったかどうか思い出そうとすると、頭がぼんやりするんだよね。それに、見たのも、赤い光……だっけ……？）

　でも、クルヴァッハ特産の夜や光こう石せきとも明らかに違う、内側から輝く不思議なこの石を、どこかで見たように思うのだ。

　呪毒としてではなく、もっと、何か。

（どこで見たんだろう……）

　──〝誰にも内ない緒しよよ。あなたにだけ教えてあげる、かわいいフェル〟

　わたくしの、秘密を。

　月光のしたたる庭。

　銀ぎん盆ぼんに積まれた、星くず色の石たち。

　透とう明めいなガラスの浄じよう室しつと、青く輝く蝶。

　──〝害がい毒どくの赤、清せい浄じようの青。飴あめ玉だまみたいな宝石つぶと、美しい蝶たちの翅はね。それが〟

　ふっと、耳の奥に懐なつかしい声が甦よみがえる。フェルは、もっと詳しく思い出そうと、意識を集中した──が。

「い、たっ……！」

「！　シレイネ？　どうした」

　不意に襲った頭痛に、額を押さえたフェルを、クロウが覗き込む。

（なに、今の……）

　目を見開いて震ふるえるフェルの肩を、「どこか痛めたのか」とクロウが抱き寄せた。

（ん？　わたし、さっきまで何考えてたんだっけ）

　くらくらする頭をひとつ振り、フェルは「なんでもありませんわ」と苦笑する。

（……なんだろう。わたし、何か、忘れてない？　変な感じ……）

　頭に残る鈍どん痛つうに顔をしかめる。

「シレイネ、お前──」

　再び額を押さえるフェルに、クロウは何か言いかけたが、少し躊ちゆう躇ちよしたのち結局こう続けた。

「いや、なんでもない。これから人に会いに行くのに、お前も連れていこうかと考えていたんだが……見送ったほうがよさそうだ」

「え？」

「結果だけあとで話す。今日はもう休め」

「いえ。もう、本当に平気ですわ。なんでしょうか？　こんなところでいきなり話を切られても、続きが気になって休めません」

　抗こう議ぎしたものの、彼はどこ吹く風だ。

「いいから休め。街に鈴すず蘭らんの精せい油ゆがあったそうだから、あとで部屋に届けさせる。鈴蘭、好きな花だろう？　あの花の香りは、疲ひ労ろう回かい復ふくにも効きくから」

「遠えん慮りよしますわ!!　物で釣つろうったって……」

「もう買った。いらないなら捨てるが」

「じゃ、頂きます」

（しまった！）

　反射で頷うなずいてしまった。クロウが楽しそうに口こう角かくを上げるのを見て後こう悔かいする。

（ん？　でもちょっと待って、旦那さま、そもそもどうして『シレイネ』姿のわたしが、その花が好きなことを知っているんだっけ？　わたしが鈴蘭を好きな理由は、恩人のシレイネさまが、毎年鈴蘭祭りに送ってくださる花だから、ってのはこのかたに話したけど。それは『召使フェル』のほうの事情としてだし……）

「そういえば」

　混乱するフェルの顔を見て、クロウは、思い出したかのように付け足した。彼の浮かべる、悪戯いたずらを思いついた少年のような笑みは、フェルには見えなかった。

「お前は、どうして鈴蘭が好きなんだったかな」

「え？　だから、それは恩おん人じんに……」

　このあいだ召使姿でお答えしたじゃないですかと口走りかけ、フェルは慌あわてて修正した。「恩人になったからですわ！」と。

「恩人になった？」

　意外そうに問い返すクロウに、フェルは顎あごを引く。

（うん。恩人、まで言っちゃったし。この旦那さま相手に、変な口から出で任まかせよりは、『シレイネさま』目線から、当あたり障さわりない事実を拾って話したほうがましだ）

　噓をつくのが苦手な自覚があるフェルは、覚悟を決めて息を吸い込んだ。

「昔、……道端に倒れた、女の子を保ほ護ごしましたの。孤児で、病気の仲間がいるから助けてほしいと哀あい願がんされて……ええとそれで、なんだったかしら」

「シレイネだったのか？」

　しどろもどろになりながら、説明にもなっていない説明をすると、クロウは意地の悪い笑みを引っ込め、思いがけず虚きよを突つかれた表情をした。

「その孤児を助けたのは、シレイネだったのか？」

「え？　はい。わたくしです」

　目の前の相手に尋ねるにしては、若じやつ干かん違い和わ感かんのある問いかけだったが、フェルは気け圧おされつつ頷うなずいた。

「どうされましたの？　旦那さま」

「いいや……なんでもない」

　クロウは視線を床に投げて口元に手を当てていたが、やがてフェルの髪を苦笑交じりにくしゃりと撫なでた。

　次ついで、目のすぐ上に、柔らかく冷たいものが触れた。

　柑かん橘きつ系けいの、彼の香水のかおりが、少し強くなる。

　ああ、オードコローニュの一いつ滴てきは、耳裏につけているんだろうか、と。そんなことが、働かない頭の片かた隅すみに、ぼんやり浮かんだ。

（わ？　……わ、わーっ!?）
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　それが彼の唇で。

　目元にくちづけられたのだ、と。

　気づいた瞬間、忘れていた照れを思い出す。フェルは顔からぼっと火を噴いた。

「だ、だだだ旦那さま!?」

　とっさにごしごしと目元をこすり、じたばたもがくフェルを軽く抱きしめ、クロウはあやすようにその背を叩いた。フェルの頭からは、抗議も疑問も何もかも、それですっかり吹き飛んでしまった。
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　──〝ざぁん、ねん。飲めば良かったのに〟

　かたん、と静かな音を立てて。

　飛び散った葡ぶ萄どう酒しゆの真しん紅くを、今でもよく覚えている。

　白いテーブルクロスに染みを広げていくそれには、確かに、禍まが々まがしくも妖あやしい、不思議な光こう沢たくがあった。




　そう、たしか、春を迎える少し前の季節だった。父ウーベル帝ていの遣つかわす使節の長ちようとして、クロウには、ユナイア王宮を再さい訪ほうする機会があったのだ。

『ようこそ、クロヴィスさま。どうぞ、ユナイアを楽しんでいらして？』

　弟を亡なくして、まだ一年と経たっていない頃のことだ。

　迎えてくれた姫君の顔を見て、弟との会話を思い出した。

　そうだ。パールは、クロウが語って聞かせた破は天てん荒こうな姫君に、とても会いたがっていた。

　その願いは叶かなわなかったけれど──。それでも、彼女との再会は、少しだけ明るい気持ちを取り戻させてくれた。

『お目にかかれて光栄だ、シレイネ殿どの。覚えておいでだろうか。貴女あなたには以前、仔こ羊ひつじの肉を口に突っ込まれる挨あい拶さつを頂いたことがあるんだが』

『まあ。……記き憶おくにございませんわ』

『……？』

　まみえるのは二度目だからこそ、奇き妙みような気はしたのだ。

　夕暮れ色の瞳ひとみに、緋ひ銀ぎんの髪、淡あわ雪ゆきの肌は同じ。けれど、その笑顔がもたらす印象が、がらりと変わっていたから。

　以前見たのは、野に咲く花のような素そ朴ぼくな笑い方だったのに。

　再会した彼女が浮かべたのは、つうっと紅あかい唇くちびるの端はしを持ち上げ、白い歯をわずかにこぼす笑み。

　美しいが、底知れない。まるで、病やんだ月のかけらのような印象の、それ。

　当時クロウは、単純に、ユナイアの王宮という環境が、彼女にとって、あまり優しくない場所だったのかもしれない、と気になった。

　微び笑しようを、ぱっと自然に花開くものではなく、唇を歪ゆがめて作るものに。毒どくをはらんだものに変えてしまうほどに、と。

　──その〝再会〟が、一生忘れられない最低のものに変わるのは、それから間もなくのことである。

　まずもってクロウは、彼女に毒を盛もられて殺されかけたのだ。

　恐おそろしく狡こう猾かつなやり口だった。おまけに追及しようとすると、シレイネは、そらっとぼけるどころか自国の大だい失しつ態たいを逆手に取り、エルラント帝国第三皇子暗あん殺さつ未み遂すいの罪つみを、王家に批ひ判はん的てきな貴族になすりつけて処しよ刑けいの口実にしてしまった。実に鮮あざやかな手口で、だ。

　そして、挙あげ句くの果てに投げられた台詞せりふがふるっていた。

『なぜ、こんなことを』

　問い質ただすクロウの前で、最初とまったく同じ優ゆう雅がな笑みを浮かべて、彼女は小首を傾かしげてみせた。

『目め障ざわりな雑草を刈かり払うのに、理由がいるのですか？』

　だって、邪魔なものがなければ、庭にもっとたくさんのきれいな花が咲くのに。

　彼女はなおも、不思議そうに続ける。『……どうして、そんなにお怒りなのかしら。楽しんでいただけるかと思いましたのよ』と。




『──あの毒。飲んでいれば、きっと弟ぎみと同じ心地ここちが味わえましたもの』




『……！』

　相手は女性だという自じ制せいが、すんでのところで、摑つかみかかる手を止めさせた。

　毒を盛られた時点で分かっていたが、昔あたたかな笑顔をくれた少女が、もうこの世のどこにもいないことを、改めて思い知らされた瞬しゆん間かんだった。

　──そうだ、間違いない。

　飲めば弟の気持ちが分かっただろうとの言葉どおり、彼女がクロウに使おうとしたのも、ほかでもない、呪じゆ毒どくだったのだ。
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（そういえば……あれから、もう二年になるのか）

　一人廊ろう下かを歩きながら、クロウはなぜか、フェルが身代わりを務つとめる本物の『シレイネ姫』と出会ったときのことを思い出していた。

（さっきの、フェルのあの表情。どうも口から出で任まかせではなさそうだ。孤児を助けた、だと。……あの女が？　むしろ、のたれ死ぬ子供を笑いながら見物していそうなものだが）

　本物のシレイネのことは、思い出すたび口の中に苦いものが広がる。

　とはいえ、消えてしまったはずの少女が実はフェルが扮した偽の『シレイネ姫』で、しかも花嫁代行としてその偽者がクロウのもとにやってきたのだから、人生は分からない。一度失ったと思い込んでいた分、再会できた喜びはひとしおだった。それでも、あまりに似すぎた容姿に惑まどわされ、最初は初恋の相手に酷ひどいことをしてしまったわけだが──。

　やがてクロウが着いたのは、街の高台にあるこの宿でも北向きの、最も日当たりが悪く、暗い部屋だ。

　そこには、先にティカルを出発していた『客』が泊まっている。この街に滞たい在ざいすることになった、もうひとつの理由だ。

　年月が艶つやとして表れたチークの扉とびらを叩くと、クロウは、中にいるはずの人物に声をかけた。

「キリヤ？　入るぞ」

「どうぞ」

　掠かすれてはいるが、しっかりした返答があるのを確認して、彼は外そと鍵かぎを開ける。

　中の空気はやはり少し湿しめっぽく、ひやりと冷たい。クロウは、わずかに顔をしかめた。

　部屋の中心に備えつけられた、木造のベッドの上で身を起こした青年──ティカルに暮らす『高原の民』イル族の首しゆ長ちよう、キリヤ＝イル＝ティカルは、クロウに深く頭こうべを垂たれる。

「黒こく龍りゆう公こう。お運びいただいて、ありがとうございます。こんな格かつ好こうで申し訳ございません。慣れない旅で体調が優すぐれず」

　彼は、黒龍城へ護ご送そうされているところだった。先発していたのだが、病弱さが祟たたり、なかなか行程を進められないうちに、本隊が追いついてしまったのだ。

　寝間着のままの自分の姿を見下ろし、キリヤは肩を落とした。クロウは軽く笑って応おうじる。

「構わない。だが……こちらこそ、兵が何か無礼をしていないか。こんな暗く寒いところにいるとは。身体からだに障さわるんじゃないか」

「いいえ。黒龍師団の皆様、とてもよくしてくださるます。でも、実は、暗くて寒いより、太陽の光、ぼく、つらいです。だから平気です」

「そうか。ならばいいが……無理をせずに言うようにしてくれ。お前に何かあれば、イルにも、今は亡き父君にも申し訳が立たない」

　苦笑したクロウに目をしばたたいたキリヤだが、やがて暁あかつき色の瞳を不安に揺らした。

「ぼくは、罪ざい人にんだです。エルラントに流れる呪毒、つくる片かた棒ぼう担かついでるました。優しくする、必要ない」

「お前を罪人扱あつかいするということは、イル族の罪つみを公おおやけにすることだ。だから、あくまで黒龍城預かりの客人とする」

「え……」

　わざわざ口に出しはしないが、これには別の意い図ともある。

（重い咎とがはあれど、イルの族長はこいつだ。粗そ略りやくに扱って、一族の反発を招くのはうまくない。……何より）

　クロウは、皇こう太たい子しである長ちよう兄けいジルフォードから、彼の処しよ遇ぐうを一いち任にんされていた。

　キリヤとは古い付き合いであり、亡くなったパールを交えた、幼おさな馴な染じみのようなものだ。性格もよく心こころ得えている。

　昔から、理り不ふ尽じんな要求や脅きよう迫はくには我が身を顧かえりみず抵てい抗こうする反面、受けた好意には真面目すぎるほど律りち儀ぎな男だ。口を割らせるなら、北風より太陽のほうが効果的だというのは、キリヤについていえば定じよう石せきだった。

「お前の意志ではなかったんだろう？　何より、俺はお前に、無む体たいを強しいたくはないんだ」

「感謝します、黒龍公。……ご恩に報むくいるよう、務つとめるです」

　たどたどしい共用語で応じつつ、やんわりと微笑ほほえんだ彼は、少年じみた容姿、瑠る璃り色いろがかった銀ぎん髪ぱつに、朝焼けのような青色交じりの紫むらさきの瞳を持っている。

　ちょうど、黄昏たそがれを持つフェルやシレイネと対照的な、暁の申し子。

（……思えば、それも奇き妙みような偶然の一いつ致ち、なのか）

　ぼんやりと妻の顔を思い浮かべていたところに、「花嫁さまは一緒じゃないだですか？」とキリヤから質問され、クロウは顔をしかめる。

「あいつなら、あの燐光を発する夕ゆう輝き晶しようを目にしてから、急に調子を崩くずした。今は部屋で休ませている」

「体調を崩した？　大丈夫かです」

「ああ。疲れが出たんだろう。黒龍城で改めて話をしに来させる。……妙みような石だったな」

「ただの夕輝晶と違って、あれは呪毒の要かなめになる石ですし。それは、見たことないはずです」

　通常、夕輝晶とは、夕暮れのような色合いが珍しいだけの宝石だ。

　だが、自ら光を発する、この特殊な夕輝晶を媒ばい介かいにすれば、人知を超えた力を持つ呪われた毒が生まれるのだという。それが『呪毒』である。

　この毒は、人間の力では合成できないことから、『妖精がこしらえた』などと噂うわさされ、存在そのものが眉まゆ唾つばだとされてきた。

　だが、一族の安全を質に取られ、キリヤは呪毒を「作らされていた」。

「人の心を操る『眠らずの蝶ちよう』に、人を取り殺す赤い蝶を生み出す『かえらずの夢』……いったい、何をどうしたら、あんなこの世ならざるものができ上がる？　それにあの、赤く輝く夕輝晶は」

「そもそも、夕輝晶にはふたつの顔があるです。青と赤。祝いわいの暁と、禍わざわいの黄昏と」

　夕暮れに、夜へ向かう赤と昼の名残なごりの青があるように、夕輝晶にも赤い部分と青い部分がある。

「夕輝晶の赤いところは、忌いむべきものを取り込みます。動物の毒、虫の毒、鉱物や草の毒、果はては処しよ刑けいされた罪ざい人にんの血……」

　光を放つ部分が、呪いを有す。これを砕くだいて毒液に混ぜ込めば『呪毒』ができ、さらに蝶の鱗りん粉ぷんを加えると、先日襲われた毒の蝶を作ることもできる。キリヤはそう語る。

「赤と青、か……」

　クロウは口元に手をやって視線を落としていたが、ふと思いついて尋ねてみる。

「もし、の話だが。赤い部分が呪いを助長するなら、逆に、青く輝く夕輝晶があれば対抗できたりはしないのか？　呪毒の、決定的な解げ毒どく方法を探っているんだ。『眠らずの蝶』も『かえらずの夢』も、深刻な被ひ害がいこそ防ぎはしたが、あまりに紙かみ一ひと重えだった」

「ああ。それぞれ、意識を奪ったり、水をかけて、という方法で、だですね。早期ならば、そういう荒あらっぽい対たい症しよう療りよう法ほうでもなんとかなりますが……」

　そこで一度、暁色の瞳を泳がせ、キリヤは眉まゆをひそめる。

「青く輝く石には、確かに生命力を強めたり、浄じよう化かする力があるです。が……呪毒を無毒化するには、別のものが必要だです」

「別のもの？」

「はい、それは──う、……かは、こほっ」

「キリヤ!?」

　唐とう突とつに、話の途中で激はげしく咳せき込むキリヤの背を、クロウは思わず支える。

「すみません。大丈夫、だです」

「それにしても詳しいな。確認するが、お前は呪毒を作れるということだったな？」

「はい。でも、夕輝晶はティカル産でも、イルが呪毒を作る技術を持ってるわけじゃない、だです。ぼくは少し、特とく殊しゆな一族の血を引いていて……だから、作れるのはぼくだけです」

　だから、領内に流れた呪毒とイルは完全に切り離して考えてほしいと言げん外がいに訴うつたえるキリヤに、クロウは「分かっている」と頷うなずいた。

「だが、特殊な一族？」

　クロウは、最も知りたい本題に入った。

「その一族とやらは、お前を裏で操り、呪毒を作らせていた黒幕と、関係があるということか？」

「それは──」

　答えようとしたキリヤは、次の瞬しゆん間かん、口元を押さえて身を折った。

　再びごほごほと激しく咳き込み始めるその姿に、クロウは眉をひそめる。

「キリヤ？」

（こいつ、さっきも）

　助け起こそうとしたクロウは、咽の喉どを搔きむしる彼の指が、わずかに白い燐りん光こうを発していることに気づいた。

　握にぎり込まれたそこから、ぱらりと光の粒つぶが散る。精せい巧こうな磁じ器き人形がひび割れるように、こぼれ落ちては宙ちゆうに溶とける光のかけらに、ぱきぱきと乾いた音がともなった。

（指先が、砕くだけかけている──？）

　言葉を失うクロウの前で、「ここまで、か……！」とキリヤは呟つぶやいた。その言葉で、クロウは悟さとる。







[image: ]







「キリヤ。まさかお前、黒幕の正体や、呪毒の秘密が明かせないように、身体からだに何か細さい工くされているのか……？」

「いいえ、話せます！　恭きよう順じゆん誓ちかった血けつ族ぞくの長おさとして、なんでも話す言いました。だから」

「では、質問に答えろ」

　キリヤはしばらく、荒れた呼吸に肩を上下させながら、悔くやしそうに唇を嚙かんでいたが、やがて「……はい」と頷いた。

「まだ話せることはあるのか」

　キリヤはしばらく声を出そうと唇を動かしていたが、やがて俯うつむいて首を振った。

「黒龍公、すみません。ここまでだ、です。今……ぼくの中の呪毒が、この会話に気づいてしまいました。……解毒しない限り、これ以上は」

「毒の種類は」

　キリヤはまた、黙ったまま首を振る。クロウは内心で舌打ちした。

　そう簡単に尻しつ尾ぽを摑つかませてはくれないらしい。

（キリヤを手に入れた以上、黒幕にはかなり近づいているはずなのに……）

　呪毒の全ぜん貌ぼうは謎なぞに包まれている。

　種類ごとに片かた端はしから解毒方法を探っていては、埓らちが明かない。夕輝晶を使うという共通点があるなら、そこに何か糸口がないだろうか。

　すでに黒龍城は毒の侵しん入にゆうを受けている。キリヤから、どこまで情報を得られるか。

（無理やり吐はかせれば、キリヤが死ぬかもしれない。……それだけは避さけたい。さて、どうする）

　クロウは眉根を寄せ、過去の事例を思い起こしていた。

　実際に、症例を目まの当たりにした毒は三種類だけ。通称まで分かるものは、『眠らずの蝶』と『かえらずの夢』だ。

　そのいずれもで、クロウには、ひとつ気がかりがあった。

（最初に、木炭で解毒された時だけじゃない。発はつ狂きよう寸すん前ぜんまで追い込まれたガウェイン殿どの。肉を腐くさらせる幻まぼろしの蝶を身に受けた俺……死の淵ふちから生還したとき、必ずその場にいたのは、フェルだ）

　シレイネ姫に似すぎているだけではなく、呪毒を退しりぞける何かにも、不可思議な彼女の身の上が絡からんでいるのだろうか──？

　思わず考え込むクロウの前で、「……ですが」とキリヤは呟いた。

「話せないこと、逆に幸いかもしれない。あなたをこれ以上、巻き込まずに済む」

「逆に幸い……？」

「黒龍公。引き返すなら今です。呪毒のこと、深入りする、いけません。このままでは、あなたもパール殿下と同じように──」

「!!」

　その言葉を聞いた瞬間、クロウは、キリヤの肩を摑んでいた。

「パールがどうしたというんだ……!?」

「あの、かたは……知りすぎたんです。だから、っ」

　激しく揺さぶられながら、何か話そうとする前に、声は完全に咳に搔かき消される。

　いつの間にか。白いシーツには血のしぶきが飛び、その指先といわず、手首の半なかばまでが透明な光を散らしていた。

（これ以上は危険か──）

　身体が砕ける毒なんて聞いたこともない。今さらながら、なぜ黒幕があっさりキリヤを手放したかがよく分かった。

　クロウが、彼から、重要な情報を引き出しようがないと分かっていたからだ。

（着実に前進してはいる。呪毒の性質について、いくつか新しい情報を得ることもできた。訊ききようによっては、まだ引き出せることがあるかもしれない。だが……この得え体たいの知れない呪われた毒に対して、はっきりした有効策を見つけなければ、何もかもどうにもならないわけだ）

　しかし、パールの死因と何か関係があるのか。弟が呪毒を盛られたのは、実母リグレインの狂きよう気きによるものだったはずでは──？

　はやる気を落ち着けるべく、クロウは大きく息を吐き、力なく倒れたキリヤを見下ろした。
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　一方。

　一人で部屋に帰されたフェルのほうは、悶もん々もんと過ごす羽は目めになっていた。

（あれはなんだったの、いきなり。嫌がらせ？　いじめ？　何かの深しん遠えんな計画の一いつ環かん？　……目元にキ……じゃなくて、彼の唇とわたしの頭部の一時的接せつ触しよくがあった。唇と頭部の一時的接触が、って逆に恥ずかしいわ!!）

　ああもう、どきどきうるさい止まれ心臓！　いや、止まると困るのか。

　寝台に突つっ伏ぷし、ゆで上がった顔面からシーツに、熱を移しにかかる。

　何かあると、すぐに彼のことで頭がいっぱいになる。脳内花畑は、着実に面積を広げつつあるようだった。このままでは、お仕事平へい野やが侵しん食しよくの憂うき目に遭あう。

（ええい火を持てーッ！）

　フェルは脳内農民に号令をかけた。そんな花など掘り返して燃やして肥ひ料りようにしてしまえ！　しかし、脳内農民たちは休きゆう憩けい中ちゆうなのか、掘り起こすどころか揃そろってのんびりと花を観賞してくれている。ちくしょう全員減げん俸ぽうしてやる。

（もう、顔見ると無理だ！）

　もはや一刻の猶ゆう予よも許されない。いい加か減げん、忘れられません、では済まされない。

（こんなとこでうだうだ悩んでる暇ひまないの、わたしは！　これはもう、旅の終わりまで『旦那さま絶ち』するしかない……。よし決めた、決めたら貫つらぬく！　失われた平常心を取り戻せ！）

　そしてその翌日から、動どう転てんした勢いきおいのままに、フェルは、クロウを本腰入れて避さけ倒たおすことに決めたのだった。




　小こ春はる日び和よりだ。

　綿わた雲ぐもと青い空。髪を撫なでる風が、冷たくて気持ちいい。

　宿の小さな中庭では、架か空くうの海かい獣じゆうの意い匠しようを取り入れた白はく亜あの噴ふん水すいがつつましやかに水音を立てている。冬ふゆ薔ば薇らや椿つばきといった生いけ垣がきの常じよう緑りよくには、点々と咲く花の、赤や薄うす桃もも色いろがよく映える。もみの枝に下がるつららは、ずいぶんと瘦やせ、ぽたぽたと涙をこぼしていた。

（うん。良かった。午前中いっぱい会わなかったから、だいぶ、落ち着いてきた……）

　とにかく、朝から徹底的に隠れ続けた甲か斐いがあった。慎しん重ちように、旦だん那なさまに見つからないようたどり着いた中庭のベンチで、フェルは両りよう拳こぶしを固めて自じ己こ暗あん示じをかけた。

（これはいける！　この調子で避さけ倒せば、元の調子に戻れる気がする！）

　よし、と頷いたところで、上からふっと影が落ちた。

「シレイネ、こんなところにいたのか」

（って言ってる端はしから会っちゃった！）

　夫の神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりに内心大いに焦あせりつつ、フェルは微笑んだ。

「はい、おりました。ではこれで」

「待て」

　適当な返事で逃げようとしたが、引き留とめられてしまった。ここで無理やり振り切るのは、あからさまに怪あやしい。おまけに、怪け訝げんそうな顔でこう尋ねられてしまう。

「ずっとお前を捜していたんだ。今朝からどうした？　急に。何か文もん句くがあるなら……」

「いいお天気ですわね！」

　みなまで言わせず、フェルは無理やりごまかした。

「？　そうだな。しかし……そんなに天気が気になるのか？　その言葉、帰き路ろだけでかれこれ十回以上は聞いているが」

「……そうでしたかしら」

　まったく覚えていない。そもそもフェルときたら、悩みっぱなしで、会話しても上うわの空そらだったのだ。

　さらに焦る。これでは余計に不ふ審しんがられたかもしれない。

「それより、勝手に話を脱だつ線せんさせるな。シレイネ、今朝から……」

「かっ、家か令れいのケイさまはお元気ですかしらね！」

　フェルはまた、別の話題に逃げ込んだ。クロウは眉まゆをひそめたが、面めん倒どうくさそうに「ああ」と相あい槌づちをくれる。

　生なま返へん事じもいいところだが、フェルは全力で食いついた。

「ケイさまには、帰ったらお礼を言わなければ。あのかたのくださった花火には、助けられましたもの。腕っぷしは弱くとも、機き転てんがきくのは強みですわ」

　まくしたてるように家令の優秀さを褒ほめると、なぜかクロウには首を傾げられる。

「ケイが弱い？　ああ、普通に暮らしているとそう見えるんだな」

「え？」

「いや、なんでも」

　彼は気の無い返事をすると、当然のように、隣に腰を下ろしてくる。

（うわっ）

　フェルは、ベンチに置かれたクッションを手に取り、とっさに旦那さまとの間に置いてみた。

　無言でどけられた。

「何するんですの!?」

「クッションをどけた」

「それは見たら分かりますわよ！　距離を取りたいから間にわざわざ置いてるんです分かりますでしょ！」

「趣しゆ旨しは理解したが斟しん酌しやくする気はないから問題ないな」

「問題大ありですわ!!」

「だが、邪じや魔まだ」

　今度は、ごく自然に、膝ひざのすぐそばに手をつかれた。

　見慣れた仕草に、フェルは旦那さまの意図を察さつしてしまう。

（ぎゃあ、膝枕させる気だ!?）

　──その先はほぼ反射である。

　フェルは、蚊かを叩たたきつぶす要よう領りようで両手を振り上げると、むんずとクロウの頭を摑つかんでいた。

　微び妙みような体勢のまま、時間が凍こおる。

「…………なんのつもりだ」

　しばらく経ってからフェルの手を外したクロウは、低い声で問うてくる。フェルは即そく答とうした。

「膝枕はもう嫌いやです」

　旦那さまは、そこで一瞬意外そうな顔をした。

　枕扱いされる側としては、なに当たり前のようにひとの膝借りるつもりでいやがると胸ぐら摑んで揺さぶりたいところである。

「なんだ。離り婚こんしたくないのか？」

（ぬけぬけとこいつ！）

　フェルは歯ぎしりする。もちろん内心でだが。

　実際には、つんと顎を逸そらし、ふんと鼻を鳴らした。

「何が離婚したくないのかー、ですか。だってあなた、まったくこたえた様子がないんですもの。はいクッション。はい毛布！　寒ければ温おん石じやくもありましてよ。ほら持って。とっとと横にでも縦たてにでも逆立ちにでもおなりあそばせ」

「普通の枕よりお前がいい。あたたかいし柔らかい。何より、俺専用だ」

「……」

　さく、と直球で言われて、フェルは一瞬固まった。

「……旦那さま。何か悪いものでも召し上がりまして？　もしくは熱があるとか」

「いや？」

　ぎりぎりまでベンチのすみっこに寄り、クッションを盾たて代わりにするフェルに、クロウは低く咽の喉どを鳴らした。

「そんなに嫌か？」

（……嫌じゃないから困るんでしょ！）

　フェルはクロウの青い瞳から反射で目を逸らしかけ、慌あわてて視線を合わせ直し、途中で耐え切れなくなってもう一度そっぽを向く。

（やっぱり、ティカルを発ったあたりから、旦那さま変だ）

　いや、変といえば、普段から好んで毒物を食べたり、性しよう根ねがド鬼き畜ちくだったりと、もとがもとなのだが、輪をかけておかしくなったというか。

　──こうやって、妙にどぎまぎすることを自然に言ってきたり、触れ方が優しかったり。

　もっと思いっきり冷たければいいのに。

（そうしたら、忘れられるかもしれないのに）

　不意によぎった勝手な思いをごまかすように、フェルは早口に言い訳した。

「い、嫌に決まってますわ。だから断ってるんじゃありませんの。あなたも一度、逆に、重ったい人間が膝に乗りっぱなしの状態を味わってみるといいんですのよ。足はしびれるし、動けないし、とても不便なんだから」

「逆？　別に構わないが」

「は？」

　今、幻げん聴ちようが聞こえたような。

「だから、膝を貸せばいいんだろう？　俺が、お前に」

　幻聴じゃなかった。

「いえその、……わたくしじゃなくて……ほら、黒龍師団の皆さまとか、ほかにもいろいろ素敵な被ひ験けん体たいがいるじゃありませんの」

「おぞましい想像をさせるな。というか、それじゃ『逆』じゃないだろう」

「う……。そ、そうですけれど」

　ほら、と膝を示されて、フェルはごくりと唾つばを吞む。

（なんだこの状況!?）

　予想外の展開だが、うかつな発言をしてしまった我が身を呪うしかない。どっちにしろ逃げ場はなさそうだ。

「わ、分かりました。泣き叫んで後悔したって遅いんですのよ」

「お前は俺の膝を使って何をする気なんだ？」

　フェルは決意をもって、クロウの足の前にちょこんと両手を添える。

（──膝枕が何よ。彼の膝に、ただ頭を載せるだけ。今のわたしは、立りつ派ぱな離婚職人じゃない！　頭の下にあるのは、ちょっと感触が生っぽい薪まきだと思えばいいの。どうってことない。どうってことないない！）

「旦那さま、お覚かく悟ご！」

「おい。宣言した端から俺の膝にクッションを敷しくな。覚悟が泣いているぞ」

「あ、あらわたくしったら。無意識って怖いですわね……」

　即座に入った突っ込みに、知らず知らずのうちに彼の脚の上に置いていたクッションを、しぶしぶどける。

（よし、次こそ）

　ゆっくりと頭を下ろし、大きく息を吸って、さあいざ──

「……お前、……器用だな……」

　げに恐ろしきは無意識である。

　クロウの膝に乗っける寸前で、頭を宙に浮かせたまま、ぷるぷると肘ひじを突っ張って耐たえるフェルに、クロウは呆あきれを通り越して感心したようだった。

「いえ、おかしいですわね……これはもう、あなたに膝を借りるなという天のお告げかも」

「馬ば鹿か言え」

　抵てい抗こうも虚むなしく、クロウは人差し指で、こんとフェルのこめかみを押してしまった。

「っ！」

　あっけなく重力に負け、フェルの頭は、クロウの膝に落下する。

　ついに年ねん貢ぐの納め時かと思いきや、フェルはフェルで、諦あきらめの悪さは人一倍である。

　一瞬だけクロウの膝に頭をつけると、日頃のお仕事生活で鍛きたえた腹ふつ筋きんと背はい筋きんを（無駄に）駆く使しし、高速で跳はね起きた。

「はい膝枕頂きました！」

「おい！　それは膝枕とは言わない。弾はずんだだけだ」

「あら嫌だ、わたくしはちゃんと感想も言えましてよ。骨っぽかった！　です。じゃっこれで、ごきげんよう、また会う日まで！」

　今度こそ、その場を後にしようとしたフェルだが、立ち上がる直前に、ぐいっと肩を摑まれてしまう。

　フェルは眉をひそめた。

「旦那さま？　びっくりするじゃありませんの。お離しくださ……っ!!」

　そこまで言ったところで、続きが咽喉に詰まった。

「お前。いい加減にしろよ……？」

　振り向いた先の旦那さまは、猛もう吹ふ雪ぶきも泣いて降こう参さんするような、極こつ寒かんの冷れい笑しようを浮かべていた。

　背せ筋すじを駆け上がる悪お寒かんに、今日は小春日和じゃなかったっけ、と思わず確認したくなる。

　──これは、怒っている。たぶん、すごく。

「いや、あの……旦那さま？」

「ティカルでは、ずいぶん危険な目に遭わせたものだし……帰りくらいは、多少優しくしてみようかと思っていたが、やめた」

　ぼそりと呟く声を聞いたところで、急に視界が反転する。

　後頭部が、ばふっと音を立ててクッションに沈んだ。

（へ……？　って、ぎゃあああ！）

　逆膝枕から一転、ベンチの上にあおむけに寝かされ、クロウに押し倒されるような格好になっていることに気づき、フェルは真っ赤になった。

「ちょっと、旦那さま！　許して、じゃなくて、離れてくださいませ」

「残念。……寛かん容ような心は、安売りがすぎて品切れしたところだ。下手にごまかさずに質問に答えろ。今朝、いや、旅の帰りからずっと、俺を避けているだろう？　何を企たくらんでいるやら知らないが、理由があるならちゃんと話せ」

（うっ）

　いよいよ逃げ場がない。後ろめたさもあり、思わずたじたじとなるフェルの顎あごを指先で捉とらえ、クロウは声を低める。

「ああ、話す気はない？　あくまで強情を張るなら、俺も好きに吐かせにかかるが……？」

（ひゃ、あ。近い）

　瞬まばたきの音も聞こえそうな距離。向き合った旦那さまの微笑は、状況も忘れて見とれそうになるほど、凄せい絶ぜつに艶つやめいている。

（ってことは、絶対ろくなこと考えてない──!!）

　この男は、悪い顔こそ文句なしに映えるもので。

　ざあっと青くなるフェルに、クロウは目を眇すがめる。

「何を今さらたじろいでいる。……一晩抱き合って眠った仲だろう？」

「誤解を招く言い方はおやめくださいませ！　何事もなかったんでしょう!?」

「さてな。どうだろう。お前はよく眠っていたから、覚えていないだけかもしれない」

（覚えていないって何を!?）

　フェルの悲鳴に、クロウは笑って答えなかった。ナニがどうなっていたとしても、フェルは華か麗れいに熟じゆく睡すいしていたことに違いはなく、ソレ的なアレがあっても覚えていない。

　一方のクロウは、すっかり萎い縮しゆくしたフェルに若じやつ干かん気をよくしたのか、愉たのしげに緋ひ銀ぎんの髪を弄もてあそんでいたが、途中、ふと真顔になった。

「？　この香り、イルの百びやつ花か香こうだな」

「ええと、はい。ティカルで、花嫁衣い装しようと一緒に、キリヤさまがくださったのです」

「鈴すず蘭らんの精せい油ゆはどうした」

「あ、それは……」

（使ってない）

　というのも、クロウがくれたものだと思うと、なんだかもったいなくて。

　もっと特別なときにつけたいと思った。何かいいことがあったときや、逆に、とんでもなく凹へこんでしまったときに、元気を貰もらえるように。

　もちろん、離婚前ぜん提ていの仮かり嫁よめの立場で、そんなことを言えるはずもなく。いつもの憎にくまれ口を叩くこともできず、フェルは黙る。

　けれど、それでいよいよ、持ち直しかけていたはずの旦那さまの機き嫌げんを、本格的に損そこねることになろうとは、思いもよらなかった。

「ふうん？　──俺からの贈り物はつけたくない、と」

　底冷えのする声こわ音ねで、耳に吹き込まれ、フェルは身を竦すくめる。

「ほかの男から贈られた香りは身にまとうのに、か。……調ちよう教きようが足りなかったかな。どうやって、躾しつけようか」

「だから！　わたくしは猫の子じゃなくてよ！」

「そうだな。猫ならもう少し賢かしこく足あ搔がく。お前なら、こうすればもう、爪つめを立てることもできない」

　クロウは、じたばたもがくフェルの両手首をやすやすと摑み、片手で頭上にまとめてしまう。予告どおり、本当に、まったく身じろぎもできなくなってしまった。

（わああ何これどういう状況!?）

　──黒龍の爪に捕まった。直感で、そんな言葉が浮かぶ。

　身を強こわ張ばらせるフェルの様子に軽く唇の端を持ち上げ、クロウは「さて、どうしてほしい？」と愉しげに呟いた。

　同時に彼は身をいっそう傾かしがせ、フェルの顎のあたりに顔を埋うずめる。首筋に、ひやりと冷たく、くすぐったいようなむずがゆいような感触がし、フェルは驚いて身を強こわ張ばらせた。

　甘く、歯を立てられたのだと分かった瞬間、頭が真っ白になる。

（うわぁん、ほんとに無理！　勘かん弁べんしてよ、ここまでする!?　り、理由、避けてた理由を話せば解放してもらえるの!?　神さまシレイネさまお助けを、できれば旦那さまの悪口にならないようなやつで、何かちゃんとした理由！　……あ、そうだ）

　ふと頭の片かた隅すみに引っかかった言葉に、フェルは全力で縋すがりついた。

「そ、そもそも……どうして避けずにいられますか！　あなたはエルラントの皇子でしょう!?」

　反射的に叫んでしまってから、ふと我に返る。

（そうだよ。それも、確かに理由のひとつなんだ。だって、わたしがただの身代わりだってことを除いても、彼は）

　故こ郷きようユナイア王国の宿しゆく敵てき、エルラント帝国の第三皇子。

　そして、先の戦争で、ユナイアを打ち破った立たて役やく者しや。

　今はまだ、フェルは彼を恨うらまずに済んでいる。けれどこれから、また戦いくさがあれば。

　次こそ、彼が、フェルの故郷にいる、大切な誰かを傷つける可能性だってないわけじゃない。

「この旅で、改めておかしいと思いましたのよ。わたくしは、花嫁という名の人ひと質じちではございませんか。いざとなれば、首を刎はねられるためにおりますのに。馴なれ合いなんていらないでしょう。長年の敵対国の姫君など、あなたも構わなければよいのだわ」

　ことさら冷たく突き放しながら、フェルは胸の痛みに顔をしかめた。

（そうだよ。……本当に、とことんまで不ふ毛もうなんだから）

　こんな風に、彼のそばにいてはいけない理由なら、いくつでも思い浮かぶ。いてもいい理由なんて、ひとつもないのに。

　しばし、重たい沈黙が場を支配するかと思いきや──

「──敵国じゃなくなればいいのか？」

「はい？」

「ユナイアとエルラントが、敵対関係でなくなれば、理由は消えるんだな？」

「どういう意味ですの？」

　斜ななめ上から降ってきた発言に、フェルはしばし混乱も忘れた。

　ぽかんとして声を失うフェルに、クロウは苦笑する。

「何を惚ほうけている。どうもこうも、そのままの意味だ。お前は、一瞬前に自分で言ったことすら忘れるくらいの鳥とり頭あたまなのか」

「言い方がいちいち……皿にこびりついた油汚れのような男ですわね！」

「好きに譬たとえてくれて結構だ。で、返事は？　同意以外は認めないが。このまま、ベンチで重たい男にのしかかられて一晩明かしたくないなら、素直にはいと答えたほうが賢けん明めいじゃないか」

「ひと晩!?　どれだけ辛しん抱ぼう強いんですの、むしろ中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のあなたのほうが！」

「なにせ油汚れのような男だからな」

　埓らちが明かない。フェルは仕方なく答えた。

「……それはまあ。そういう面もあるかしらと……」

「よし。その言葉を忘れるなよ」

　なんだろう。

　戦争続きの両国間の、溝みぞが埋うまる日なんて、来るわけがないのに。なんだか言げん質ちを取られてしまった気になる。

　もぞもぞと落ち着かない気分に耐たえるフェルに口角を上げ、クロウはふと声音を穏おだやかにした。

「そんな理由で避けていたのか。悩む気持ちは分かるが、それならそうと最初から言え」

（……あ。もしかしたら。心配、かけたのかもしれない）

　急に、すっ飛んでいた反省の心が蘇よみがえる。

　自分がいっぱいいっぱいだからといって、配はい慮りよが足りなかった。わけも分からず避けられては、クロウだっていい気はしないだろう。

「申し訳ございません……」

「別に。気にするな」

　しゅんとしおれるフェルを、クロウは意外に大らかに許してくれる──かと思いきや。

「……とでも言うと思ったか？　そうだな。煩わずらわされたぶんの贖あがないは、きっちりしてもらおうか」

「ええっ、あがないですって!?」

　さっき品切れたとかいう寛容さ、早く入荷してくれ。フェルは切に願った。

「な、何をさせるおつもり……？」

「さあ。どうしようか」

　クロウはそこで、顎に手を当て、少し思案するそぶりを見せた。

　答えるまでの一秒一秒がやたらと長い。フェルはごくりと唾つばを吞んだ。背を、冷たい汗が伝う。

　黒龍城の尖せん塔とうから命綱なしで飛び降りろとか、裏の湖で寒中水泳とか、何か恐ろしい気晴らしを言いつけられるかと思いきや、クロウの提案は、やはり予想不可能な方向から飛んできた。

「決めた。お前の声で聖せい詩し篇へんを聴きかせてくれ。刺し繡しゆうと五ご弦げん琴きんが得え手てという話だが、それよりも気にいった」

「聖詩篇？」

　一拍遅れて、パールの墓で、死者を弔とむらう詩篇を吟ぎん詠えいしたことを思い出す。

　驚いた。意外すぎるほど、無害な『贖あがない』だ。

「……それぐらいならまあ、お安いご用ですけれど……」

「楽しみにしておく。時間はまた改めてでいい」

　ほっと力を抜きつつ、顎を引いたフェルを見て、クロウは、そこでやっと満足そうに頰を緩めた。

（あ）

　本当に、ふとした瞬間、こぼれただけだろう。

　それは、召めし使つかい姿のときでしか見たことのない、少しあどけない笑みだった。

　思わず言葉を失う。その間に、クロウは、器用に拘こう束そくしていたフェルの両手首を解放してくれた。しかし、右手だけは捉えたままで、薬指にはまった指輪を、爪先でそっとなぞっている。

　彼自身が与えた、鈴蘭の、結婚指輪だ。

　すぐそばで視線が絡からむ。顎に手を添そえられ、少し顔を上向けられた。唇に、吐と息いきがかかる。

（え、うわ、これ、ちょっ、と）

　待って。

　そう思うのに、声が出ない。頭が真っ白になって、世界から音が消えて、ただ自分の心臓の音だけが聞こえている──

　彼はそこで、ふと名前を呼んだ。




「シレイネ」




　はっとフェルは我に返る。その声が優しかったから、余計に違い和わ感かんが先だった。

　シレイネ。

　そうだ。自分は、その人ではない。

　名前を借りているだけの、偽者なのだ。

（浸ひたってる場合か！）

　反射的に、焦りのまま、フェルは身を起こそうとした。

「放して!!」

　──が、フェルはクロウに押し倒されたままで、すぐ上には当然のようにのしかかる旦那さまの顔があり、必然的に、




　ごちん。




　静かな中庭に、クロウの顔面にフェルの頭ず突つきがめり込む音が、驚くほど大きく響ひびく。

　今度こそ、正真正銘、頭部の一時的接せつ触しよくだなと、フェルは馬鹿なことを考えてみた。四フモーくらいなので途中でやめた。

　しかし、今のは真剣に、目の前に星が散った。

「……!!」

　悲鳴は声にならない。夫婦揃って、ほぼ同時に、額を押さえて悶もん絶ぜつする。

（あ、でも逃げる好こう機き!?）

　加か害がい者しやな分、旦那さまより一瞬早く立ち直ったフェルは、広い肩を思いっきり押し、その腕の中から転がり出る。直前に起きた事じ故こがあまりにあまりだったせいか、拘束はあっさり解とかれた。

「……失礼いたします！」

　ドレスの端をつまみ、フェルはきびすを返す。

　おそらく呼び止められたのだろうが、彼女は聞いていなかった。

　そこで足を止めると、確実に死ぬ気しかしなかったので。
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　──結局。

　翌日の出立まで、フェルは、旦那さまとひと言も口をきかずじまいで過ごすことになってしまった。

（頭突き食らわせてすみませんでした、って。やっぱ、すぐ謝あやまっとけばよかった）

　現在、フェルの隣にはラナが座っており、広い箱馬車の中で、現在三人が顔を突き合わせている格好になる。

　まぜっ返すのも、ラナに間抜けな事故の内容を知られるのも、逆に悪いんじゃないかと思うと。うまく切り出すことができないまま今に至いたり、旦那さまと向かい合わせで馬車に揺られている。

（うう。自じ業ごう自じ得とくなんだけど……気まずい）

　窓枠に頰杖をついて外を眺めるクロウの横顔は、あからさまに不ふ機き嫌げんである。肌にびしばし冷気が突き刺さってきて、息苦しいことこの上ない。擦すりむいたのか額が少し赤くなっているのが、罪ざい悪あく感かんを助長してくれる。

「高原から離れたら、だいぶ背の高い木が増えてきましたね！　深い森も見かけるようになったし」

　何も知らずに、無む邪じや気きに話しかけてくれるラナの存在が、フェルにとっては唯一の逃げ場だ。

「そういえば奥方さま。宿のあるじが話していたんですけれど。このあたり、森には妖よう精せいが住むって伝説が、たくさん残ってるそうですよ。不用意に踏み込むと、妖精の変わり身と、取り替えられてしまうんだって」

「まあ、恐い。そういえばイルの皆さまは、妖精を畏おそれ崇あがめておいででしたわね。ユナイアでもエルラントでも、妖精は、邪悪なものと国教で定められているから、なんだか面白いですわ。もう、ティカルからは、かなり遠ざかったけれど……」

「あ、そもそもクルヴァッハって多いんです、妖精がらみの民話が。東西文化が交じり合う土地だから、いろんな話が入ってくるんでしょうか？」

　フェルとラナのおしゃべりに、クロウはちっとも乗ってこない。

（うん、……旦那さま、ものっすごい怒ってるなぁ）

　フェルは、ますますばつが悪くなる。黙りこくった彼の視線が窓の外に据すえられたままだということも、少しだけ、心をささくれさせた。

（はあ、旅もあとちょっとか）

　フェルは苦笑した。

　もうすぐ首都キカラに着ける。この、非日常ともお別れだ。

　そうだ。旅が終われば、また冷え切った夫婦に──

「……聖詩篇」

　ラナとの絶え間ないやりとりに、一瞬の沈黙が落ちたとき。

　窓の外を見つめたままクロウが口にした言葉に、フェルは顔を上げた。

「え？」

「吟ぎん詠えい、してくれるんだろう。注文をつけておく。……次の季節の祝祭はインボルクだから。春の訪れを寿ことほぐものがいい」

　むすっとした表情とは、ちぐはぐな『注文』だったので、一瞬、頭に意味が染み込まない。フェルはぽかんとした後、おそるおそる返した。

「……立春インボルクだなんて、少し気が早いですわ。まだ待雪草スノードロツプも咲いておりません」

「構うものか。そろそろ祝典用に、白しら樺かばの蜜みつ酒しゆを造らせてもいいくらいだろう」

「それじゃ……ええと。今、歌いましょうか？」

「いいや。城に戻ってからで。車輪の音に邪魔されずに聴きたいから」

「！」

　その言葉に、また心臓が跳ねる。

　頭突きを食らわしたし、謝り損そこねた。わだかまりが、直接溶けたわけじゃないけれど。

　──怒っていたわけじゃないのかな、なんて。都合のいいことを考えてしまう。

「……わ、分かりましたわ。帰ったら、約束ですわね」

「ああ。ちゃんと守れよ、約束」

「当然ですわよ、女に二に言ごんはありませんもの！」

「や、約束？　聖詩篇？　ええと、殿下……奥方さま？」

　事情を知らないラナだけが、ぱちぱち目をしばたたいている。

　話しながらも、クロウの視線は、相変わらず、移り変わる外の景色に据えられたままだからだ。フェルも彼から目を逸そらし、ふと口元を緩める。

（そっか、聖詩篇のこと、忘れてなかったんだ……うん。帰ったら、ね）

　なんだか、クロウとの秘密ができたようで。

　不思議な心のざわめきに、フェルはこつんと窓ガラスに額を押し当ててみる。それはひんやりと冷たく、火ほ照てった顔に心地良かった。




　ユトでは馬を交こう換かんし、兵を補ほ充じゆうした。

　とはいうものの、多くを警けい備びとしてティカルに置いてきた上、キリヤの護送にも人員を割さき、行きと違って、隊たい列れつは現在数十人ばかりとなっている。治ち安あんのよい首都近郊では、それでも十分すぎるほどだが。

　気づけば日はもうかなり西に沈みかけている。窓掛けの隙間から窺うかがい見た白樺の木こ立だちは、その木肌を赤く染めていた。

「もうすぐ、黒龍城ですよ、奥方さま。なんだか懐かしいですね！　ちょっとの旅行なのに、あたし、長いこと留守してたみたいな気分です」

「そう、ね」

　クロウはすでに馬車から降り、自分の黒馬を駆かって隊列を率ひきいている。今は、ラナだけが話し相手として同乗してくれていた。

　異変が起きたのは、日がすっかり落ちきった頃。深い森のすぐそばを通る、街道に差しかかったときだ。

　唐突に馬車が止まる。

「うーん、まだ着きませんね」などと楽しげに話していた侍女の琥珀色の瞳が、不意に見開かれた。

「何か、変ですね……？」

　フェルが、首を傾げて窓掛けを指で持ち上げたときだ。

　高く大きく、けだものの遠とお吠ぼえが鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

（え……この声。まさか）

　野犬か、さもなくば。

（狼おおかみ!?）

「大丈夫ですよ、奥方さま！　狼は、火を持った人間なんて滅めつ多たに襲おそいませんから。もしこっちに来ても、黒龍師団が一緒なんです」

　ラナの言葉に頷きながら、フェルは言いようのない不安におののいた。

　そう。襲いになど来ないはずだ。

　──では、この、馬車の向こうから押し寄せるおびただしい足音は？

「うわっ……！　なんだこの数は!?」

　フェルがドレスの胸元を摑むのと、前方で兵の悲鳴が上がるのは同時だった。

　低い唸うなりが唱しよう和わし、箱馬車の側そく板ばんをびりびりと揺らす。

　たちまちに響く、激しい物音。いくつもの咆ほう哮こうと、人間の怒ど声せい、剣で何かを貫く鈍にぶい音。人ならざる断だん末まつ魔ま。

　慌てて窓掛けをはねのけて覗のぞいた外の光景に、フェルの背せ筋すじはぞっと粟あわ立だった。

（なに、この数……！）

　四十頭はくだらないだろう。集った狼たちはいずれも大きく、松明たいまつの火も恐れず鋭するどい牙きばを剝むいている。

　ただの群むれにしては、数が多すぎる。

　一瞬で態たい勢せいを立て直し、火で囲みながら確実に獣けものを仕留めていく黒龍師団はさすがと言えたが、あまりにも異常な数だ。

　それでも、まるで世界で唯ゆい一いつの獲え物ものを追うような狂くるおしさで、狼は波を打って襲ってくる。

「お、奥方さま……！」

「大丈夫よ！　あの旦那さまが狼になんて負けるわけがないでしょう」

　がたがた震えるラナに言い聞かせながら、フェルも強くなる不安に怯おびえていた。

（旦那さま、平気よね!?）

　あれだけの数が相手なら、自分も出て戦ったほうがいいんじゃないだろうか。

　夫に貰もらった短たん刀とうを取り出そうと、手荷物を胸に抱いた瞬間、馬車の扉が開いた。

　顔を出したのは、年若い黒龍師団兵の一人だ。

「奥方さま、非常事態が出しゆつ来たいしました。ご助じよ力りよくをお願いしたいのです。至急お運びいただけますか」

「非常事態？」

「落ち着いてお聞きください。……殿下が、咽喉に咬かみ傷を受けました。重じゆう傷しよう、です」

「え……」

　言われたことの意味を、脳が受けつけず。

（噓。旦那さまが……ひどい怪け我がを!?）

　フェルはひゅっと息を吞んだ。

「とにかく、あまりに出血がひどく……苦しい息の下で、奥方さまを呼んでおいでです。隊列から少し離れた場所で負ふ傷しようされたので、手当てに集中しようにも、兵の数が足りず──」

「早く案内して！」

「奥方さまお待ちください！　今出たら危険です、代わりにあたしが」

　慌あわてて引き留めようとするラナの手を振り払い、フェルは自ら馬車を飛び降りる。

　混乱の続く音だけが、少し遠巻きに響いてくる。

　目を凝こらそうとする前に、師団兵に手首を摑まれ、馬車から遠ざかるように、強く引っ張られた。

　頭の中で、ガウェイン先生に習った、負傷者の手当ての要よう領りようを何度も繰り返す。もつれる足がもどかしい。とにかく一刻も早く彼のもとへ行きたい。

　フェルはそのまま、半なかば引きずられるように、街道から森へと駆け込んだ。




（旦那さま、どこ!?）

　どれぐらい走っただろうか。

　いつの間にか、光こう源げんは夜空に輝く白い月だけとなっている。

　ことさら明るい月光と、光を弾はじく残雪のおかげで、夜の森は言うほどは暗くはなかった。ただ、遠い鳥の鳴き声と、走り続ける自分たちの足音だけが不気味に響く。

（何かおかしい。旦那さまがこんなに離れて指し揮きを執とるわけがないもの！）

「どこまで……行くんですか！」

　フェルの手を引く兵は答えない。背中だけで、表情も見えない。

　さすがのフェルも、息が切れてきた。彼がそれを斟しん酌しやくする様子はない。

「いい加か減げんに……！」

　フェルが思わず腕を振り払いかけたときだ。

　兵が急に足を止めた。

（うわっ！）

　勢いを殺せず、フェルはその背に顔からぶつかってしまう。

　その瞬間──彼は、まるででく人形のように、あっけなく地面に倒れた。

　どさり、と重たげな音が、ひときわ大きく耳に残る。

「え……？」

　状況が吞み込めず、フェルは目をしばたたいた。

「どうしたんですか!?」

　慌てて助け起こそうと肩に手を伸ばした瞬間、その首筋がぼんやりと淡あわく輝いていることに気づく。

「……青い蝶々？」

　ほの青い燐りん光こうを発し、ゆっくりと翅はねを開け閉めする、不思議な蝶。

　なんだこれ、と思う間もなく、耳はかすかな足音を捉えた。

　さり、と。薄く残った雪を踏み分け、闇に沈む木立の向こうから、誰かがこちらに近づいてくる。

　はっと息を吞み立ち上がったフェルは、思わず抱かかえてきた包みから短たん刀とうを引っ張り出す。

　震える手で鞘さやから抜こうとしたところで、ふと、あえかな響きが鼓膜を揺らした。

「夜のしじまは黒いオニキス、緑の孔く雀じやくのマラカイト……ああ、駄目。孔雀石マラカイト、ではそのままね」

　小鳥が歌うように軽かろやかに。鈴を振るが如ごときその声に、フェルは聞き覚えがあった。ありすぎた。

　まるで、幽ゆう霊れいにでも出くわしたように。

　フェルは、月光をまとって現れたその人の名を呟いた。




「……シレイネさま？」

「かわいいフェル。お久しぶり、ね」







[image: ]







　緋ひ色いろを帯びた銀の髪を搔き上げ、フェルと寸すん分ぶん違たがわぬ容姿を持つ少女は、にっこりと茜あかね色の瞳を細めてみせた。

　こんな森のど真ん中にあって、まるでお城の華やかな舞ぶ踏とう会かいにでもいるような錯さつ覚かくを覚える。それほどまでに、その優雅な所しよ作さは完かん璧ぺきだ。

「どうして……」

　夢？　それとも、幻？

（こんなところにシレイネさまが？　だって……）

　彼女は、外気に触れては呼吸さえままならないはずだ。だからこそ、フェルが身代わりで来たのに。

　ぼんやりと回り始めた思考が、不意に重要な事実を弾はじき出す。

「な、なんでこんなところにいらっしゃるんですか!?　早く王宮に戻らないと、お身体が！」

　この目の前にいるシレイネ姫が夢だろうと幻だろうと、とりあえず彼女の脆ぜい弱じやくさは折り紙つきなのだ。

「やさしい子。でも、まだ大丈夫なの」

「え？」

　けほ、と咳き込みながら、彼女は微笑んだ。

　大丈夫だと口では言いながら、その顔色は青白い。やがて、ほっそりした身体を折って肺を削けずるような咳を始めた彼女に、フェルの顔から血の気が引く。

「シレイネさま！」

　からん、と音を立てて、短刀が地に転がる。

　武器を投げ捨て、慌てて彼女のすぐそばまで駆け寄ったフェルをぎゅっと抱きしめ、シレイネ姫はにっこりと微笑む。

「ごめんなさい。でもこれは、長旅に、少し疲れてしまった、だけ。心配はいらないの。今は、大切なものも持ってきているし、この森は、わたくしの身体にとても近いから……」

「あの？　大切なものって……？」

「ふふ、内ない緒しよ」

　正対して手を取り合った相手は、まるで鏡の向こうを覗くようにそっくり同じ顔だった。

　細い指でフェルの手を包んだまま、『シレイネ姫』は伸びをするように耳元に唇を寄せてくる。




「ご苦労さまね。……フェル。あなたの役目は終わったの」




　言葉が、頭に入らない。

　微笑む姫君の背後には、ちらちらと青い燐光が舞っている。

（さっきの、蝶）

　呆ぼう然ぜんと。

　蝶をまとわりつかせて微笑む彼女を、フェルは声もなく見つめ返した。





[image: ]






「……いない？」

　──フェルが消えた。

　その報しらせを受けたのは、クロウがまさに彼女の馬車へ向かおうとしている最中だった。

（馬鹿な）

　戦せん闘とうでひどい怪我を負おった者は出ず、腕や足に軽い傷を受けた程度だ。馬車から出ない限り、彼女が脅おびやかされることはないはずだった。

　累るい々るいと横たわる狼の死し骸がいを踏み越し、クロウは、妻と同乗していたはずの侍女に駆け寄った。

「どういうことだ、ラナ」

　思わず語気を荒くするクロウに、目を真っ赤に腫はらしたラナは、「あたしの台詞せりふです!!」と怒ど鳴なり返してくる。

「殿下が、大怪我されて奥方さまをお呼びになったんじゃないんですか!?　兵が扉を開けて、奥方さまを連れ出して！　今出たら危ないって、止めたのに。奥方さまに何かあったら、あたし……」

　しゃくり上げるラナの頭からは、もう相手があるじだということもすっかり吹き飛んでしまっているようだった。

「殿下。兵が一名、おりません！」

「足あし跡あとがふたつ、森に向かっていますが……」

　畳たたみかけるように続く報告を打ち消すように、「追え」とクロウは命めいじる。

　大まかに兵たちに指示を出すと、自らも身を翻ひるがえす。

　──冷静さなど、残っているわけもなかった。




（フェル。どこだ）

　いくつもの松明が夜闇に躍る。

　そうだ、あり得ない。何かなどあってたまるか。

　こんなところで失うはずがない。

　そう思いたいのに、脳のう裏りをよぎる、いつかの残ざん像ぞうが消えない。

　胸を濡ぬらす真紅。同じ色をこびりつかせた、物言わぬ唇。虚ろな青い瞳。

　──弟の亡なき骸がら。

　同じことが彼女に起きたりすれば。

　心臓を締めつけ、喉元までせり上がる冷たいそれは、まぎれもなく恐怖だ。

（フェル。フェル……！）

　本来の名で呼びかけたい衝動を抑え、クロウは声を張り上げた。

「シレイネ！」

　気づけば、周囲に臣下の姿はなくなっている。

　枯れ枝を踏み、木立を抜け。根雪が残る少し開けた場所に出たところで、クロウは地にうつ伏せに倒れる兵の姿を見た。

（息はある。……話は聞けそうか）

　だが、兵を揺り起こす必要はなかった。膝をついて意識の有無を確かめたところで、「……旦那さま？」と聞き慣れた声が耳じ朶だを打ったのだ。

　しっとりと月光に濡れた森。

　顔を上げれば、少し離れたところに、夕暮れを身に宿す少女が立っている。

「シレイネ」

　クロウは、思わず安あん堵どの息をついた。

「捜したぞ。怪我はないか」

　駆け寄ろうとしたところで、クロウはふと違い和わを覚えて足を止めた。

　姿かたちは、完全によく知るそれだ。

　けれど、何か。

　──何か、違う。

「ふ、ふ、ふ。そう。そう、捜してくださっていたの。ふふ」

　くすくす。

　彼女は肩を震わせて笑う。緋色を帯びた銀の髪が、まるでさざ波のように揺らめく。

　声も同じだ。けれど、誰のものより耳に馴な染じむはずのそれに、クロウは言い知れない不安を覚えた。

「……どうした？」

　問いかけると、黙って俯うつむいていた彼女は、茜色の瞳でクロウを見た。

　そうして、つっと紅い唇の端を持ち上げる。

　こぼれた白い歯は、病やめる月のかけらのようで。

　ああ、見覚えのある笑みだ。

　頭のどこかで警けい鐘しようが鳴る。

（まさか）

　それは二年前、毒を盛られかけたときに。そして、弟と同じ場所に逝いけたかもしれないと、耳に呪じゆ詛そを流し込まれたときに。

　クロウは、茫ぼう然ぜんとその名を口にした。




「シレイネ……？」
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「……シレイネ、なのか？」

「はい。なんでしょう、旦だん那なさま」

　ルビーを溶とかした、波打つ銀の髪。

　月光を巻き取って繭まゆにしたような、透すき通った白い肌。

　夕暮れを宿す瞳ひとみ。

　人形じみた顔立ちも、声も。毎日ともに過ごした彼女と、そっくり同じ。双ふた子ごどころではない。ただ、鏡に映したように、まったく……。

（いや、同じ、じゃない）

　彼女は、こんな笑い方はしない。

　慈じ愛あいに見せかけた嘲あざけり。愛情に似せた憎ぞう悪お。

　こんな、欠けて死にゆく月のような笑い方は。

（……なぜ……）

　淡あわい微笑ほほえみを紅あかい唇くちびるにたたえ、ゆったりとした歩調で近づいてくる小柄な少女を、クロウは呆ぼう然ぜんと見つめた。

「捜しにきてくださいましたのね。今──」

　こちらに向かって伸ばされた指先に、クロウははっと我に返った。

　薄うす闇やみに沈んだ森。

　ふくろうの鳴き交わす声と、かすかな風の音のほかは、静せい寂じやくに満ちている。

　周囲を何度見回しても、そこにいる姫君は一人きり。

「まあ。どなたかお捜し？」

　続く言葉に、息を詰つめる。

　視線の先の、左手の薬指。繊せん細さいな指を飾る、白金プラチナの指輪には覚えがある。

　サファイアやダイヤモンドを花か芯しんにあしらった、複ふく雑ざつな細さい工くのそれは、この世にふたつとないはずのもの。

（鈴すず蘭らんの、結婚指輪──）

　次の瞬しゆん間かん、クロウは自みずからの手で彼女の──本物のシレイネの咽の喉どを摑つかみ上げていた。




「妻をどこへやった……！」




　目の前が赤く染まるような怒りを無理やり押し殺したために、詰きつ問もんの声はわずかに掠かすれた。

「けほ、……かふっ」

　シレイネは気け圧おされたように唾つばを吞のみ、苦しげに咳せき込んだが、「なんのことでしょう」と微笑んでみせる。

「おかしな旦那さま。わたくしは、ずっとおりますでしょう。立冬サウインに嫁とついで、あなたのそばに、ずっと」

「くだらない冗じよう談だんは好かない」

　即そく座ざに一いつ蹴しゆうするクロウに、シレイネはふと笑みを引っ込める。

「……なぁん、だ。気づいてしまったんですの、つまらないわ。あなたの奥方さまになれるのだって、楽しみにしていたのに」

「二年前に殺やり損そこねた、目め障ざわりなエルラント第三皇おう子じの寝ね首くびを搔かくいい機会だと？」

「やぁだ。あのときだってわたくし、ちゃんと正面から、どうぞとおすすめしましたわ。美お味いしい、血のように紅いぶどう酒に入れて。花の香りのする毒どく。お好きだろうと思って」

　ちゃんと正面からという割には、そらぞらしい台詞せりふとともに、シレイネはまた、うっすらと笑みを浮かべた。

「何が狙ねらいだ」

「もちろん、あなたのお嫁さんになりにきたのよ。ほかに何があって」

「言葉遊びがしたいわけじゃない。『彼女』をどうした、シレイネ。返答次第では──」

　射い殺ころすような氷ひよう海かいの青を、シレイネ姫はじっと受け止める。

「くすっ……」

　その唇が、不意に、三み日か月づきのように歪ゆがんだ。

「ふふっ、ふ、あははは……」

　喉のど首くびを摑まれたまま、ころころと鈴を転がすように笑うシレイネを、クロウは睨にらみ据すえる。

「返答次第では、どうされますの。この首を握りつぶす？　なぶるの？　殺すの？　ふふ。なんて、あなたらしい！」

　がり、と。

　貝がらのような爪つめがクロウの手首に食い込み、ぷつりと赤い玉を浮かせた。

「俺らしい……？」

「そうでしょう、呪われた第三皇子。美しくおぞましいわたくしの旦那さま。どうぞお好きに。この身は、あなたさまのお心ひとつで、如い何か様ようにも散りますもの」

　心底愉たのしそうに肩を揺らしながら、彼女は笑い続ける。

「敗はい戦せん国こくの姫君を力ずくで取り上げて、あげくその命までなぐさみものにするおつもり？　ああ、さすがはウーベル帝の息むす子こ。なんて、血は、争えないの」

　シレイネ姫の言葉に、クロウの腕から不意に力が抜ける。

　クロウの父、エルラント現帝ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントは、自らが滅ほろぼした国の王女リグレインを、略りやく奪だつして妃にした。

　ウーベルを恨うらむリグレインは、同じ憎ぞう悪おでクロウを苦しめ続け、果ては彼が愛する弟パーシヴァルの命を奪った──

　クロウの、実父と実母の物語。

　シレイネの言葉は、まるで魔法のようにクロウの古ふる傷きずを抉えぐった。

　するりとその腕から抜け出すと、シレイネ姫は笑顔のまま、優雅に腰を折った。

「お久しぶり、と言っておきましょうか、旦那さま。シレイネ＝アリステル＝ユナイアですわ。……お会いするのは、いつ以来？」

「……お前が、講こう和わのためにユナイアを訪れた俺を殺そうとした、あの日以来かな」

　彼女は、邪じや魔まなものを消すことに、なんのためらいもない。それはもう、よく知っている。

　口だけは冷静に答えつつ、クロウは早はや鐘がねを打つ心臓に舌打ちしたい気分だった。

　うかつに動どう揺ようを曝さらしたことを呪のろっても後の祭りだ。

「気になるんですの？」

　誰のことか、とは言わず。

　心を読んだかのように問われ、クロウは一いつ拍ぱくの無言をもって肯こう定ていとした。

「……無事だけは確認したい」

「さあ、どうでしょう。生きているかもしれないし、そうじゃないかも」

　ふふ、と笑うその喉のど笛ぶえを衝しよう動どう的てきに握りつぶしてやりたくなる。

「シレイネ！」

「ねえ、旦那さま。あなたは『わたくしではない誰か』の心配をしきりにしていらっしゃるようだけれど。それはいったい、誰のこと？　……ねえ、立冬サウインからあなたのおそばに、わたくしの偽にせ者ものでも、いたというの？」

　あまりにいけしゃあしゃあと言い放たれた言葉に、クロウは絶ぜつ句くする。

「教えてくださいな。このわたくしの名をかたった不届き者がいたの？　ユナイア王族をかたるだなんて、許されることではないわ」

　小首を傾げ、シレイネ姫は目を細める。

　クロウははっとした。

（本物が現れれば、用済みのフェルはどうなる？）

　──姫君の身分をいつわった奸かん物ぶつの汚お名めいを着せて殺してしまうのは、ユナイアにとって最も確実な証しよう拠こ隠いん滅めつだ。

「……見つけたら、どうしましょう。目を抉ればいいかしら。首を落として、城じよう壁へきにさらすのがいいかしら」

「……！」

　色を失ったクロウの表情がよほど気に入ったのか、シレイネはまた声を立てて笑った。

「素敵なお顔。ふふ、くすくす……けほ、……っ、」

　愉しげだった彼女は、不意に苦しげに身を折る。

「あはは、……かふっ、……」

　細い指先で押さえた口元から、ぱたぱたと何か滴したたった。

　紅い唇を濡ぬらす、もっと鮮やかな緋色の液体。

　ほら、兵が来る。

「もう戻れない」

　歌うように告げると、細い身体はふっと力を失った。

（……何が、起きたというんだ）

　倒れ込む彼女をとっさに抱き留とめたクロウは、自分を捜す兵たちの声が、徐々に近づいてくるのを聞いていた。





[image: ]






　クロウと『妻』が黒こく龍りゆう城じように入ったのは、その翌よく日じつのことだ。

「お帰りなさいませ。クロヴィス殿でん下か、奥方さま」

　城主夫妻の帰き還かんを、城の使用人たちは心から喜んだ。

　新婚旅行から戻ったばかりの夫婦のために、通例なら温めた蜂ミ蜜ー酒ドが用意され、盛せい大だいな宴えん席せきが設もうけられるところだが──今回は違った。

　なにせ、いきなりシレイネ姫が血を吐はいて倒れてしまったのだ。

　姫は、あっという間に侍じ医いのかかりきりになり、浄じよう室しつに引きこもって出てこなくなってしまった。

　かねてより病弱との話だったが、嫁いでこちらは体調も良く、夫や黒龍兵たちと追いかけっこしながら城を走り回り、よく侍じ女じよたちと談だん笑しようしつつ城を散策していた『奥方さま』のいきなりの不調に、城の者たちは大いに動揺した。

　しかし、それ以上に彼らを驚かせたことがある。

　はた目にも妻を溺でき愛あいしていた城主クロウが、彼女に向けていた──冷え切り、物でも見るようなまなざしである。




「暗い！　カビ、いいえキノコが生はえそうですよ、我が君！」

　やかましい文もん句くを聞くそぶりもなく、沈黙したまま眉み間けんを軽く揉もむクロウに、家令のケイ＝サリタは、ぶうぶうと不ふ平へいを垂たれた。

「新婚旅行でウッハウハなあるじ夫妻を尻しり目めに、独ひとり寂さびしいお留る守す番生活……耐たえがたきを耐え、忍しのびがたきを忍び、このケイ＝サリタ、お久しぶりねな登場なのに。帰ってきたあるじが毒タケの苗なえ床どこになってちゃ、打ち上がれません。って、真面目な話、本当に大丈夫ですか？　あなた様が、新婚旅行から戻られてから二日経たちますけど……」

「何が」

「夫婦関係が」

　切れ長な藤色の目に、きっちり結った薄金色の髪、炒いったアーモンドのような濃こい色の肌。異い邦ほう由ゆ来らいの珍しい容よう姿しを持つケイは、城主の旅行中ずっと留守を守っていたのだ。

「新婚旅行で相手の知らない一面、知っちゃったんですよね？　こんな人じゃなかったのに──！　あなたとはこれまでね！　バシーン、で、いよいよついに離り婚こんですか？」

「……」

　クロウは書類から顔を上げる気配もない。ケイはしばらく律りち儀ぎにあるじの反応を待っていたが、やがて諦あきらめたようだ。

「しかし、いまだに信じられませんねえ。奥方さまが入れ替わった、だなんて。まあ、あなた様いわくの〝本物〟にお会いしたのは、城に入られたときの一瞬でしたけれど……自分めには、どこも変わらないように見えましたが」

「変わらない？」

　クロウはやっと顔を上げた。

「お前の目は節ふし穴あなか。お前も誰も彼も。なぜ分からない。容姿と声以外、まったく別物なのに」

「別物。……別物、ねえ」

　その言葉を、ケイは顔をしかめながら聞いていたが。

　やがて、ぼそりとこんなことを呟つぶやいた。

「まあ、本当に入れ替わっていたとして。何か問題がありますか？」

「……なんだと？」

「妖よう精せいじみた可か憐れんな顔かたちは同じ。金の鈴すずを振るような声も同じ。で、おまけに庶しよ民みん上がりの身代わりではなく、血ち筋すじ正しい本物のお姫様がきてくれたんですよ。どうしてそんなに我が君が神しん経けい磨すり減へらしておいでなのか、自分めにはさっぱりです」

「顔と声が同じだろうと、あれはあいつじゃない」

「そうですね。顔と声が同じでも、あなた様が妻と呼んでいたおかたは、身分卑いやしい孤こ児じかもしれませんからね」

「黙れ」

　家令が、わざと神経を逆さか撫なでするような言い方を選んでいるのは分かっていた。

　この男は、自分に忠ちゆう誠せいを誓ちかっていない。互いに利用価値があるからそばに置くだけと割り切り、クロウもそれ以上を望まなかった。

　普段なら、聞き流していたところだ。

　一瞬湧わき起こった獰どう猛もうな衝動をやり過ごし、クロウは低く告げる。

「言葉を慎つつしめ。妻を愚ぐ弄ろうすることは許さない」

「ですが、我が君」

　いつもなら空気を察さつして口をつぐむケイだが、今回は珍しく引き下がらなかった。

「あなた様、おっしゃったじゃありませんか。──〝あの女やセタンタ王が何を考えているか知らないが、来たら来たで利用価値はある〟って」

　ケイの言葉に、クロウはわずかに瞠どう目もくした。

「ですから、我が君。自分め、先日と同じ質問をさせていただきたく。……あなた様は、奥方さまを、どうされたいんですか？」

　ケイの持つ淡い藤色の瞳は、底知れない深みを帯びるときがある。

　彼は、一瞬のうちに、まとう空気を変えてみせるのだ。
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「奥方さまというのは、偽物だとか本物だとか、そのどちらかを指して言っているわけじゃあございません。単純に、御おん身みの娶めとられている相手、という意味でございまして」

　もともとクロウは、ユナイアとの外交に使うため、そして、容よう赦しやなく餌えさや人ひと質じちとするために、『シレイネ』という駒こまを欲ほつしたはずだった。

　実際にやってきた花嫁の中身が『フェル』だったことで、クロウの妻に対する考えが大きく変わってしまっただけだ。

「はじめに、家令として雇やとわれましたとき、お伝えしたとおりです。自分めは、エルラントとユナイアには、是非仲良くしていただきたいのですよ。ですからお互いの目的が合致する間は、自分は、誰よりもあなた様に忠実な狗いぬでおりましょうと。……今一度確認させていただきますが」

　今後、ユナイアに対し強きよう硬こうに出るならば、外交の切り札として、『シレイネ姫』は、本物であるほうがいい。絶対に。

「本物が来たのなら、むしろ喜ばしいと、自分めは思いますがねぇ」

　すべてが正位置に戻るだけだ。

　もともと愛のない夫婦になるはずだった。

　利用するために欲した人質は、何の価値もない庶民の娘から、正しく真しん価かを発はつ揮きする姫君に変わった。

　だというのに、当初の目的を捨ててまで、偽物の花嫁を求める気なのか。ケイは、そう質ただしてくる。

「あなたは今の奥方さまを『ユナイアの毒どく花ばな』とおっしゃる。そうなのかもしれません。ですが、毒花に続けて毒虫までわかないうちに、偶然手に入れた幸運の花への執しゆう着ちやくを捨てるのもひとつの選択です」

　この意味を、お考えいただきますように。

　深く頭こうべを垂たれ、ケイはおごそかに告げる。

「だいたいが……密ひそかに捜させている娘、もちろんこちらで手を尽くしてはおりますが、見つけたところでどうされるんですか。あなた様のそばにはもう、置けはしないでしょうに」

　家令の指し摘てきはいちいち正しい。

　再び黙るクロウに、ケイはため息をつく。

「納得できる答えをください、我が君。クルヴァッハを守りたいとおっしゃるあなた様が、花嫁に誰を求め、何を望むのか。自分めは、それを聞いてから、身の振り方を判はん断だんいたしますゆえ」

　ばたん、と乱らん暴ぼうに扉の閉じられる音を聞きながら、クロウはやはり書類に目を落としたままだった。




　ケイの去った執しつ務む室しつで、クロウは前髪をくしゃりと搔かき回す。

　クロウがフェルにこだわり続け、ずるずると迷めい走そうするなら許さないと、わざわざ釘くぎを刺してくるとは。あの似え非せ事なかれ主しゆ義ぎ者しやにしては珍しい。

（……頭を冷やせ。苛いら立だちは何も生まない）

　ため息ひとつ。クロウは状況を整理する。

　シレイネは呪毒を扱う。ひょっとしたら、一連の呪毒騒ぎにも、深く関わっているかもしれないのだ。あらゆる意味で、野放しにできない。

（まずは──シレイネを封じ込めなければ。あの女に気け取どらせてしまった情報は二つ）

　ひとつ、立冬サウインに嫁いだ娘が偽物だと気づいていること。

　ふたつ、偽物の娘の存在が、クロウにとって、大切なものだということ。これが知られてしまった以上、今後シレイネは絶対に、フェルの消しよう息そくを渡しはしないだろう。

　対して、シレイネから得られた情報といえば。

（せいぜい、近きん隣りん諸しよ国こくに流る布ふする『シレイネ姫の虚きよ弱じやく体たい質しつ』の噂うわさは、誇こ張ちようではなかったこと、くらいか）

　戻ってくるなり浄室に引きこもったままの彼女は、クロウとの会話を拒否したいがために出てこないのではない。本当に、出てこられないのだ。

（……ユナイアで会ったときは、あそこまでではないように見えたが……）

　立てば血を吐き、寝ていれば咳をする。まるで、この世のすべてが、彼女を苛さいなむ毒であるかのように。

（何より、そもそも目的が分からない。この黒龍領まで、あの体調を押して長旅してきた意味が。自じ死しに来たとでもいうつもりか？）

　あの病弱な姫君は、このままでは、いずれ遠くない未来に命を落とすだろう。そうなれば、本当に『フェル』に続く糸は途と絶だえる。

　ちり、と焦りが胸を焼く。

　視線を巡めぐらせたクロウは、ふと「逆か」と思い至る。

（初めにセタンタ王が、露ろ見けんする危険を承しよう知ちで身代わりなぞを立ててきた理由は、おそらくシレイネ本人のあの病弱さゆえ──だが、少なくとも今のシレイネには、身の危険を冒おかしてでも、自分が敵地に赴おもむかなければならなくなった事情があるということだ）

　鍵かぎがあるとすれば、そこだ。

（だが。フェルを取り戻したとして……本当に、どうするんだ？　……ケイの目には、『シレイネ』は『フェル』と変わらないものに見えたと言っていた）

　現実に、当たり前のように『シレイネ』はフェルのいた空間に入り込み、黒こく龍りゆう公こう夫人として居座っている。

　新しいシレイネが、人前に姿を曝すことがほとんどないせいもあり、誰もが、花嫁がすり替わったことに気づかない。

　変わらないじゃないかという、そのひと言に。

　かつてそこにフェルという娘がいたのだという、疑いようのないはずの事実まで否定された気がして、クロウは眉間に皺しわを寄せた。

（いいや違うな。フェルは、確かに『いなかった』んだ。あくまであいつはシレイネの身代わりでしかなかった。……それこそ否定しようのない事実だ）

　──本物のシレイネが来た以上、『フェル』はもう、用済みなのだ。

　彼女を『偽物』のまま手元に置くことを望んだのは、ほかでもない自分だというのに。焦りと、後こう悔かいと、どうしようもない感情が暴れる。

（……フェル。どこにいるんだ）

　生きているのか。死んでいるのか。それだけでも、無事だけでも知りたい。手元の書類は、気づけば手の中でぐしゃぐしゃに潰つぶれていた。

　頭が痛い。ひどい吐き気がする。気を鎮しずめるべく息を吐はき、ふと、視線を樫かしの大机の先に向けてみる。

　そこにあるのは、見慣れた瀟しよう洒しやな長なが椅い子すだ。花嫁のフェルと並んで座り、何度も話し、喧けん嘩かもした。そして、フェルが来る前には──

『相変わらずだね、クロウ兄上は』

　静かに話しかけられ、クロウは顔を上げる。長椅子には、気づけば、亜あ麻ま色いろの髪の少年が座っていた。

『兄上はいつもそうだ。大切なものにうんと甘あまくて、守りたいからこそ、手を触れずにそっとしておこうとする』

（パール……？）

　あたたかな南の海を思わせる、明るい青色の瞳を和なごませ、少年は──パールは語る。

『おれのときを思い出すよ。髪や瞳の色合いを除のぞいて、何一つ父上に似ていないおれの出生のこと、ほんとは知ってたんだろ？　でも、くだらない噂話だと切り捨てて、気づかないふりをしていてくれた。おれが、兄上の家族でいられるように』

「お前、どうして……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくクロウに、パールは寂さびしげに微笑む。その唇から、赤いものがとろりと垂たれた。

　鮮せん血けつで染めた己おのれの胸を、とんとんと指先で叩たたき、同どう母ぼ弟ていは続ける。

『でもさ。こんな風になっちゃってから、思うんだ。いつまでも秘密を抱えたままで、おれたちは本当の〝家族〟になれたのかな？　そして、この子も……』

　赤いビロードと金きん糸し織おりのクッションの上に、何か別の赤いものが横たわっているのが見えて、クロウは首を傾かしげる。

（……なんだ？）

　目を凝こらす。

　椅子の上にあるもの。

　それは、もともと白いはずのものだった。胸を真っ赤に染め、茜あかね色いろの、虚うつろなまなざしをこちらに向けている。

　──事切れた、フェルの屍しかばねだった。




「……！」

　ふっと意識が浮上する。

　クロウは息を吞み、黒衣の胸元を片手でぐしゃりと摑つかむ。まるで、その下で早はや鐘がねを打つ心臓に爪を立てるかのように。

（夢……か）

　目の前にあるのは、先ほどと変わらない、書類の山と樫の大机。銀の燭しよく台だいにはまだ灯ひが入っておらず、転うたた寝ねをしていたのは、ほんのわずかな間と知れる。

　嫌な夢を見た。

　長くため息をついたクロウは、ふと、同じ室内に人の気配を覚えて眉をひそめる。

「おはようございます、旦那さま」

「！」

　いつ部屋に入ってきたのだろうか。気づけば、夕暮れに白っぽい人影が浮かんでいる。

　まるで月明かりをも嫌きらう幽ゆう鬼きのように、希き薄はくな気配。

　いつの間にか、長椅子からは、パールも、フェルの骸むくろも消えていた。ただ、見慣れた『妻』の顔をした女が腰掛けている。

「……シレイネ。なぜここにいる」

「サリタさまがね。夫が恋しくて来てしまいましたと申し上げたら、複ふく雑ざつなお顔で、入れてくださいましたわ」

　肺を削けずっていくような咳ばかり続けて、咽の喉どを痛めたのかもしれない。その声は、わずかに掠れていた。

「まさか、勝手に部屋に入り込むとは思ってもみなかった。先さき触ぶれもなく、ワルプルギスも迎えていない夫の居室に押しかけるとは、ユナイアの姫君はずいぶんと上品なことだな」

「まあ、お許しになって？　少し粗そ略りやくなくらいがお好みかと思いましたの。だって二年前わたくしに『口に肉を突っ込まれた』と仰おつしやるあなたは、やたらとご機き嫌げんでいらしたもの」

「っ!!」

　皮肉を言ってやれば、過去を揶や揄ゆされる。

　イイ性格をしておいでだ。返す言葉もなく、クロウは呆あきれた。

　肘ひじ掛かけにしなだれかかるように体重を預けているところを見ると、倒れてから、さして回復もしていないのだろう。案の定、そのまま面おも伏ぶせると、こほ、と彼女はむせる。

「お目覚めはいかが。夢うつつに、妻の前でほかの女の名前を呼ぶなんて。ふふ。妬やけてしまうわ」

　おまけに、最高に嫌な瞬しゆん間かんを押さえられてしまったらしい。

　不覚を取ったクロウは、あからさまに顔をしかめた。

「……女の名とは限らないだろう」

「切なげに男の名前を呼んでいたら、妬く代わりに心配になりますもの」

「…………。用件は」

　言いたいことは山とあったが、途中で面めん倒どうになった。

　胡う乱ろんなまなざしを向けるクロウには直接答えず、シレイネ姫は小首を傾げた。

「なんだか、神誓ゲツシユなんて結んでくださっているようじゃありませんの、わたくしと。意外だわ。ずいぶん、信心深いんですのね」

　たとえ天が我が上に崩くずれ堕おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞のみ込まんとも、我が誓い破らるることなし。

　その枕まくら詞ことばとともに放たれた言葉は、命を懸かけて守るべき神への宣せん誓せいとなる。

　クロウは、そうやってフェルと夫婦の誓いを結んだ。生しよう涯がいをともにするつもりで。

「なんでも、正式な作法ではなかったとか……では、聖職者がいれば、取り消すこともできますわね？」

「……神誓を立てたのは、お前とではない」

「公おおやけにはわたくしだもの。そうよ、シレイネはわたくしなの。誰にも名乗らせるつもりはないわ。だから、ここに来たのよ」

　たとえ実際に嫁ぐのが身代わりでも、この名で、毒龍の花嫁として一生を終えるなんて許せない。

　花や宝石をねだるような気軽さで、シレイネはこう口にした。

「わたくしはわがままなのよ。名前も欲しいし、自由も欲しい。だからわたくし、自分の延命のために大切なものを、わざと国に置いてきたの。今は名前を取り戻したけれど、あなたの妻のまま長生きなんて、したくないもの」

　辛しん辣らつな言葉に似合わない愛らしさで、シレイネは赤い唇に、薔ば薇ら色いろの爪の人差し指を押し当てた。まるで、内ない緒しよ話ばなしをするように。

「だから、この命はそう長くはないわ。でも、どうせ死ぬのならば、道連れに、あなたの大事なものも伴ともなおうと思いますの」

　それがフェルのことを指すのだとは、わざわざ訊かなくても了りよう然ぜんだった。

「神誓を取り消して、わたくしを離り縁えんすれば、あなたの大事なものの命だけは助けてあげる。けれど、もしもこのまま、わたくしが死ぬようなことがあれば──」

「……あれば？」

「うふふ、どうなるかしらね？　とりあえずあなたは、欲を出したばかりに、二人の妻を殺した男になれるわ」

　唇を歪めて嗤わらい、首を傾げる彼女に、ぞっとした。

　賭かけをしようと、この姫君は言っているのだ。

　クロウは、離婚はしたくない。なぜなら、『シレイネの身代わり』が、フェルと自分を繫つなぐ唯一の糸だから。

　だが、シレイネが死ねば、どのみちそれは途と切ぎれてしまう。よりによって、フェルの命とともに。

　シレイネが死ぬのが早いか。クロウが、フェルの居場所を突き止めるのが先か。だが、己の命が賭かっている割には、彼女はあまりにも愉しげにしている。

　気が触ふれているとしか思えない。自分の命すら、この女にとっては遊び道具のうちなのか。

（いいや。ここまでするからには、必ず裏がある。なんのために、身代わりを退しりぞけてまで俺のもとに嫁いできた？）

　この姫君の、真の目的が何か。

　まずはそれを摑まなければ始まらない。

　けれど。

「離婚すれば命だけは、……か」

　クロウは、無感動にシレイネの顔を眺めた。何より愛いとしいはずのものと、寸すん分ぶん違たがわず同じそれ。

　すぐに視線を落とし、その左手を見る。

　永遠の夫婦の誓いとともに、フェルに贈ったはずの結婚指輪は、相変わらずシレイネの薬指に収まっている。わざわざ見せつけているのだろう。

　偽物の花嫁は、かたくなに左にははめてくれず、それでもずっと身に着けてくれていた。

（……たとえば今、離縁したところで、本当にフェルの命を助けるだろうか？　この女が）

　それで救える保ほ障しようがあるならば、すぐにそうしている。

　けれど──むしろ、しがらみが無くなったのをいいことに、いらなくなった身代わりなど、即そく座ざに始末するような気がしてならないのだ。

　八はつ方ぽうふさがり。そんな言葉が浮かぶ。

（フェル。どこにいるんだ。どうすればお前を救える）

　ただ、五体満足で生きていてくれさえすればいい。『妻』が入れ替わり、彼女の行方ゆくえが分からなくなってからこちら、そればかりを願ってきた。

　ついさっき見た夢が忘れられない。

　絶命したフェルの、虚うつろなまなざしを思い出す。

　もしも、彼女に何かあれば。

　たとえ命までは奪われていなくても。もしも、その身がひどく傷つけられるようなことがあれば。

　──ユナイアと戦いくさになろうが、狂きよう人じんと謗そしられようが構わない。

　そのときが、この女の最さい期ごだ。

　自然に尽つきるまで待ってなどやれるものか。なんのためらいもなく、自分はシレイネを殺すだろう。思いつく限り、最も残ざん虐ぎやくなやりかたで。

　大切な恩人なんです、と。

　そう語っていたフェルの声が、あぶくのように耳の奥で弾けて消えた。
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　時は、少しさかのぼる。




　──仕事をクビになりました。

　仕事を、クビに、なったんです。




　繰くり返すと衝しよう撃げきが倍だ。

（確かに、仕上げは遅かったし、途中暗あん礁しようにも乗り上げた。でも）

　からからと吞のん気きに響ひびく車輪の音が、どこか遠い。粗そ末まつな幌ほろ馬ば車しやに揺ゆられながら、フェルは荷物を抱えて放心状態に陥おちいっていた。

（くび。いや、離り婚こん職人は初めてとはいえ、まさかのクビ……）

　フェルは呆ぼう然ぜんと自分の状況を振り返る。

（え……なんで？　なんでこんなことになったんだっけ？）

　現実に追いつけず、なんだか頭がぼうっとする。

　こうして、ユナイアの王都ベルファスティスに向かう馬車に揺られていてもなお、現実に戻れない。

　腑ふ抜ぬけのようにへたり込んだまま、フェルは、森での出来事を思い出していた。
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「わたしの役目は終わりって……身代わりを解消して、帰る、ってことですか？」

「ええ、そう」

　にこ、と。シレイネ姫の微び笑しようは、いつもどおり優しかった。

　慈じ悲ひ深く美しいお姫さま。六年前、フェルと孤こ児じ院いんの仲間を救ってくれたときから、少しも変わらない笑顔だ。

　何度も目をしばたたいていたフェルだが、はっと我に返って首を振る。

「だ、駄だ目めです！」

「あら、なぁぜ？」

「だって、旦那さまが狼おおかみに襲おそわれて……いえ、じゃなくてシレイネさま。無茶です、そのお身体からだじゃ……！」

　現に、フェルが抱き留める前に、倒れかけたところだ。

　水も空気も勝手も違う、慣れない土地で暮らし始めるなんて、自殺行為。だからこそ、セタンタ王はフェルに身代わりの仕事を任まかせたのに。

「いいえ、何も心配には及およばないわ。だって、現にここまで来られたもの。毒どく龍りゆう公こうのこともね、大丈夫」

「……？　大丈夫？」

　こほ、と小さく咳せき込みつつ、彼女は優ゆう雅がに首を傾かしげた。

「毒龍公のお嫁さんになってみたくなったの、わたくしも。ね、いいでしょう？　報ほう酬しゆうはちゃんと約束どおりに、もう手配してあるのよ」

　フェルは、こくんと唾つばを吞のむ。

（……このまま帰る……）

『シレイネ姫』という重たい役目から解放されて、ただのフェルディアに戻れる。

　それは、とても魅み力りよく的てきな言葉のはずだった。

　しかし、言われるがまま頷うなずく前に、ふっと頭を掠かすめることがある。




　──〝ちゃんと守れよ。約束〟




　そう言い残し、狼の群むれと対たい峙じした旦那さま。彼はどうなったのだろう。

　咽の喉どを咬かみ切られたというのは、誤あやまりと思っていいのだろうか。本当に、ひどい怪け我がはしていないだろうか。

　そうだ。あれが、最後の別れだなどと、思っていなかった。

　無事を確かめもしないままだ。約束も、守れないまま、終わってしまう。

（このまま、別れ別れになるなんて──）

「……できません」

「え？」

　ふと眉まゆをひそめるシレイネの顔を、フェルは震ふるえる唇くちびるを嚙みしめ、まっすぐ見つめた。

　思わず飛び出した言葉を隠すように、フェルは口早に告つげる。

「お受けできません。わたしの雇こ用よう主ぬしは、セタンタ陛へい下かです。毒龍をけちょんけちょんに懲こらしめて、でもちゃんと円満に離り婚こんしてくるって、お約束しました。全然、お役目は果はたせていません。だから、最後までやらせてください……！」

「フェル……」

　シレイネは、少し苦笑した。

「相変わらずね。頑がん固こな子」

「シレイネさま」

　不意に、ふわりと抱きしめられ、フェルは息を吞む。

「わたくしのかわいいフェル。あなたのこと、妹のように思っているわ。だからね」

　あやすように背を叩たたき。薄い肩に、フェルの首を搔かき抱いだいたシレイネは、その耳元にそっと唇を寄せた。

　しかし、続く声こわ音ねは、今まで聞いたことがないほど冷ややかで。

「──聞き分けの悪いことを言っては駄目。わたくしに、あなたに命令をさせないで？」

　フェルにできるのは、ただ頷うなずくことだけだったのだ。
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　そう、それで──今、こうして馬車に揺られているのだが。

（……これで……本当におしまい？）

　すべてをゆっくりと思い出し終えても、フェルはぼんやりしていた。

（旦だん那なさま……）

　お世話になったお礼も言えなかった。

　いや、もちろん言いようがないのだが、別れを覚かく悟ごする暇ひまもなかった。

（はは……我ながら甘ったれんなって感じ。別れるのが使命だっての。覚悟、なんて、最初からしっぱなしの仕事のはずでしょ）

　乾いた笑いが漏もれる。

　彼のもとには、本物のシレイネさまが戻る。

　破れかぶれの偽にせ嫁よめと違い、根っから清せい楚そで美しく、たおやかな花嫁に、彼は驚くかもしれない。しかし、きっとすぐに慣れるだろうし、前よりずっと大切にするはず。なにせ正しよう真しん正しよう銘めいのお姫さまだ。素材が違う。

　二人はお似合いの夫婦になるだろう。

（めでたしめでたし、ってね）

　シレイネ姫がこっそりと手配したという馬車は、どうもフェルの出しゆつ自じどころかシレイネ姫自身の出自も、まったく知らされていないらしい。黒に近い灰色の外がい套とうの頭ず巾きんを前に引っ張って深くかぶり直し、フェルはため息をつく。

　森の中で、フェルは、シレイネ姫と服を交こう換かんした。

　よく見れば、シレイネ姫の服装は、「どこにでもいる商人の娘」といった風ふ情ぜいだった。生きつ粋すいのお姫さまであるシレイネが、王族としてはきわめて質しつ素そな衣装を身に着けてきたことは驚いたが、フェルが着るとまだ身に馴な染じむ。

　それから、クロウについてや、周囲の人々について、可か能のうな限り詳しく話をした。

　付き添そいの侍じ女じよはラナ。きっと出迎えてくれるであろう怪あやしげな家か令れいはケイ。それから、身近な人々の名前をたくさん。

　聡そう明めいで吞み込みの早いシレイネ姫は、フェルが心配するまでもなく、全てをさらっと覚えきったようだ。

（指輪も、返したし）

　フェルの手元に残ったものといえば、念のため装そう着ちやくしたカツラとメガネ。「重いからいらないわ」と返された短たん刀とうなど、およそまっとうな花嫁に必要なさそうな小物類。もともとは小花の刺し繡しゆうがされた瀟しよう洒しやな袋で手荷物として抱えていたものだが、今はズダ袋に移し替えてある。

　そして、彼女のくれた、小さな箱だけだった。

　これで晴れて自由の身。

　──そのはずなのだが。

（わたし、このままユナイアに帰っちゃって本当に大丈夫？）

　まず一番に考えるべきは。

（シレイネさま。このあたりは、エルラントでいちばんユナイアに近いところだけど……ほとんどおひとりで旅をされてきたんでしょう。お身体からだ、本当に平気なの）

　やることの体当たりぶりは、シレイネさまも、ある意味旦那さまに近いかもしれない、とフェルは思う。

　とりあえず、黒龍城に帰れば、そのクロウがシレイネ姫のために特別にしつらえた浄じよう室しつがある。

　さすがにかなりの疲つかれは見えたが、こんなところまでろくに供ともも連れず遠出してくるほどなのだから、おそらくそこまで保もてば彼女だって──

　そこでふと、フェルは自分の手元に目を落とす。

　──〝おみやげ。約束ですわよ？　必ず、ベルファスティスに着いてから開けてね〟

　別れ際に手渡された、小さな木箱だ。

（中身、なんだろ。……嫌な予感がする）

　帰るまでは開けるなと言われていた。が、どうにも不安が拭ぬぐえない。

（シレイネさま、ごめんなさい！）

　一瞬迷ったのち、フェルは蓋ふたを開けてみた。

　ぼんやりとした輝きが溢あふれる。

「これ……」

　フェルは呆然と呟いた。

　宿したあわいの色合いは、赤よりも青が強く、薄い青あお紫むらさきに近い輝きを内側から放っている。手のひらに載のる、小石程度の大きさだが、間違いない。

　暮れなずむ茜あかね空ぞらより、むしろ明けゆく夜の青に似たそれは──

（呪じゆ毒どくのもとになる、夕ゆう輝き晶しよう!?）

　でも、青い……？

　息を吞んだ瞬間、記き憶おくを覆おおっていた膜まくのひとつが、ほろりとはがれる。

　そうだ。

　たしか、王宮の奥、シレイネさまの浄室に呼ばれたときに。

　青紫に光る、美しくも妖あやしげな石を見て、これはなんでしょうと尋たずねると、彼女は唇に白い指を押し当てた。

　誰にも内ない緒しよよ。

　──〝これはね、わたくしの浄室に欠かせない要かなめの石。浄じよう石せき〟

　──〝この、青く輝く夕輝晶。飴あめ玉だまみたいな宝石つぶ。蝶ちようたちの翅はね。それが、……〟

「〝わたくしの命を繫つないでいるの〟……って」

（なんでこんな大事なこと飛んでたの、わたしの頭）

　それ以前に、王宮で彼女と語らった時間は、いつも、どうにも記憶がぼんやりして、まるで昔みた夢を思い出すような不ふ可か思し議ぎな感じがつきまとうのだが──そんなことはこの際どうでもいい。

（シレイネさま、まさか呪毒と何か関係があるの？　ううん、今はもっと重大な問題として）

　フェルの顔から血の気が引いた。

（わたしにこんなもの預けちゃダメじゃないですかー!?）

　要するに、シレイネ姫の話によれば、この光る石は彼女にとって命いのち綱づなのひとつなのだ。

　いいや、無事に旅を続けてこられた理由かもしれない。だって彼女は言っていた。「大切なものを持ってきたから大丈夫だった」と。

（ベルファスティスに着いたら開けてねー、じゃないですよシレイネさま、とんだびっくり箱じゃないですか！　どど、どうしよう、っていうかどういうこと!?　まさか命がけの冗じよう談だん……なわけあるかー！　シレイネさまが何を考えてるのかサッパリ分からないけど、とにかくこのままじゃあのかたが死んじゃう!!）

　黒龍城の浄室だけでは、彼女の命が危ない。

　しかし、ここはすでに馬車の中。

「すみません、戻って！　行き先、キカラにしてください！」

「はあ？　そんなのは聞いてないし、聞けないね。こっちは、ベルファスティスで金を受け取る手はずになってるんだよ」

「じゃあ、寄ってくれるだけでいいですから……」

「冗談じゃないさ。ただでさえ、とんでもなく時間のかかる迂う回かい路ろを指定されて面めん倒どうくさいってのに、これ以上道草できるもんか」

　フェルは思い切って馭ぎよ者しや台だいの後ろから顔を出し、行き先の変更を告つげてみたが、ひたすら馬車を駆る馭者はベルファスティスに行く以外の希望を聞いてくれないようだった。

　急いで黒龍城に向かうにも、残念ながら路ろ銀ぎんもなければ足もない。

（戻らなきゃ……）

　何かないか。

　フェルは、藁わらにもすがる思いで、手元のズダ袋を探る。

　何か役に立ちそうなものが入っていやしないかと思ったのだが、短刀の柄つかについた金きん箔ぱくや宝石を売ったところで、そもそも馬車が捉つかまるかどうか。

　──と。

　こん、と指が当たった固いものに、フェルは目を瞠みはった。

　つまみ上げたのは、藤色に塗ぬられた小さな木札。

　そして、同時にフェルの目は、進行方向に、札と同じ色の布を垂たらした小屋があるのを捉とらえていた。

（渡りに船というか、地じ獄ごくに樫樹の賢人ドルイドというか、とにかく神さまありがとう……！）

　フェルは歓かん声せいを上げかけた。

　花火といいこの札といい、ケイはなんて気のつく人なんだろう。胡う散さん臭くさいとか怪あやしいとか隙すき間ま愛あい好こう者しやとか今までさんざん思ってごめんなさい。

（エルネットさりたの割わり符ふ！）

　好きなものを好きなときに好きなところへお届けできるこの札は、人間すらも運んでくれるのだ。

　フェルはもう一度、馭者の耳に向かって叫んだ。

「止めて！　三分だけでいいんです！」

　馭者はもう、振り返りもしなかった。いっこうに速度を緩めない車輪の音が返事がわりだ。無情にも、エルネットさりたの支店は、みるみる遠ざかっていく。

（仕方ない……！）

　馭者の目が前方に据すえられていることを確認し、フェルはそっと幌馬車の後ろから身を乗り出す。

　──流れていく草むらに狙ねらいを定め、大きく息を吸い込むと、勢いよく地面に転がり落ちた。
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「キカラの黒龍城まで、誰にもばれないように、わたしを運んでください！」

「わけありですかー？」

「わけありでーす！」

「かしこまりました」

　以上、エルネットさりたの支し店てんに駆け込んで交わした会話である。

　たったそれだけのふざけたやりとりで、フェルは、あっさり黒龍城へ送ってもらえることになった。

（明らかに怪あやしい人間を運ぶのにそれでいいのかって思うけど）

　ところでエルネットさりたの信しん条じようには、『親猫が子猫を運ぶように、丁てい寧ねいにお荷物を届けます』というのがあるらしい。

　なんだかいろいろ混じってやしないかと思ったフェルだが、それ以上に、だったら配送方法をどうにかしてほしいと突っ込みたい。

（まさか樽たるに詰め込まれるとは……！）

　停車した馬車から黒龍城まで、人目を忍しのんだ間かん道どうを使っての三日間。フェルは、酒さか樽だる詰めで過ごす羽目になった。

（こんなことなら、一度でも、酒樽に長時間入りっぱなしになるような仕事を引き受けておけばよかった）

　フェルは働かない頭で考えた。そんな仕事が実在するか否いなかは問題ではない。なにせ下ろされた今でも、くるくる目が回る。

　ちなみに到とう着ちやくしたのは、黒龍城の外門近くだ。

「申し訳ございませんお客様。さすがに検けん問もんが厳しく、ちょっと門までは突とつ破ぱできませんで」

「いえ、構いません……」

　これ以上樽の中で転がされたら葡ぶ萄どう酒しゆになりそうでしたし、とは吞み込み、フェルは、申し訳なさそうに頭を下げる運び屋さんを見送った。

（さて、と）

　するべきは何か。懐ふところに隠した浄石を服の上から大事に抱きかかえ、フェルは考える。たしかシレイネ姫は、この石を香こう炉ろに入れて使っていた。

　では、これを浄室のそれに放り込んでくれば、フェルの任にん務むは完了だ。

　目的地に至いたるまでに、見つかってはいけない相手は、まずは「帰りなさい」とフェルに命じたはずの、本物のシレイネさま。

（あとは……旦那さま）

　鋭するどい洞どう察さつ力りよくを持ち、偽者を何度も間近で見ている彼には、絶対にお会いしたくない。

（あと、ラナとか、ケイさまにもできる限り会いたくないな。というか、お仕着せはないから私服姿のままで十分怪あやしいし、もはや誰にも見つかりたくない……って、あれ。予想以上に入り込むの難しい気がしてきた）

　フェルは口元を引きつらせるが、だからといってやめられるものでもない。

　事態は一いつ刻こくを争う。城に入りあぐねているうちに、シレイネさまは死んでしまうかもしれないのだ。せめて、今晩中には届けたい。

（シレイネさまが、万が一にも亡くなるようなことがあれば……旦那さまだって悲しませることになるんだ）

　覚悟を決め、フェルは、そっと外門を窺うかがう。

（歩ほ哨しようが等とう間かん隔かくに配置されてる。中にもいっぱい兵がいるんだよね。いずれも生はえ抜ぬきの黒龍師団兵。あっちの装そう備びは腰の剣と腕の槍やり）

　対してこちらはか弱い女一人、武器は短たん刀とう一本。残りの装備は黒っぽい色の外がい套とうと、ズダ袋とカツラとメガネ、少しだけ上質な服。獅し子しと赤子くらいの戦力差である。

（正面突とつ破ぱするのは難しい、と）

　城壁は、見上げるほどの高さがある。ガウェイン先生は軽々飛び越えていたそうだが、残念ながらフェルには、そこまでの化け物技ぎ能のうはない。

　おまけに、壁面は手掛かりがまったくなく、得意のよじ上り技は使えそうにない。

　もっとも、上りきったところで、その場に配置された歩哨に取っ捕つかまって終わりだろう。しかも壁のへりの返しには、煮えたぎった油を侵しん入にゆう者しやめがけて流せるような穴も見受けられる。

　あの旦那さまの性格を体現したような城だな、とフェルは半はん眼がんになった。どう頑がん張ばっても、下からの潜せん入にゆうは難しそうだ。

（うう、それにしても寒っ）

　フェルは、びゅうびゅうと吹きつける冷たい北風から身を守るように、ぎゅっと外套を身体に巻きつけた。

　強い風は、周囲の深いすり鉢ばち状じようの地形に沿い、城に向かって吹き下ろしている。

（ん？　待って。この風。それと、地形。お城に入るの……下からは難しくても、上からだったら？）

　昔、船便の荷下ろしを手伝う仕事で、水夫たちから、風や星の読み方を少し教えてもらったことがある。たぶん、夜にはもっと強く、同じ方向へ吹いているはずだ。そして、今夜は月もない──

　やむを得ない。

（とりあえず夜を待つ！）

　それまでに、いろいろと整えておくこともある。久しぶりに、お仕事技能が役に立ちそうだった。




　一度、城下まで歩いて取って返したフェルは、短刀についていた宝石飾りを外してひとつ売った代わりに、針と糸、太い綱つなをありったけ購こう入にゆうしていた。ついでに、量に不安があったので、暗あん色しよくの布も買い足してきた。

（材料は揃そろった）

　まず、フェルは外套を脱ぐと、仕立てをほどいて買った布と縫ぬい合わせ、すっかり大きな一枚布にしてしまった。

　昔、伊だ達てに凄すご腕うでお針はり子この名をほしいままにしていたわけではない。あっという間に生き地じを望む形に整えると、今度は近くの木を物色し始めた。

　短刀を使って、手頃な枝を切り落とし、布に骨組みとして縫い付け、綱をくくり付けて固定していく。

（これでよし、と）

　でき上がったのは、枠わくを使ってぴんと張った、巨大な三角形の物体。

　綱の先に結ゆわえた外套の余り布に、たっぷり小石を詰めて、重石代わりに地べたに置けば完成だ。

（……昔、東方商人の馬引きを手伝ってたときに、教えてもらったもの。このあたりじゃ、まだあまり見かけないもののはず）

　──凧たこ、というのだそうだ。

　東方では、これで風向きを測はかったり、軍事目的で偵てい察さつ隊たいを飛ばしたという。極きよく東とうの島国では、有名な義ぎ賊ぞくが、お城に忍しのび込むのに使ったとか使わないとか。

（あとは、綱で骨に身体を固定して……ほんとに飛ぶのかな、これ）

　迷ったのも一瞬。準備を終えたフェルは、大きく息を吸い込むと、でき上がった凧を引きずるように、全速力で城に向けて駆け下る。

　やがて、布がいっぱいに風を孕はらむのを感じたところで、力いっぱい跳とんでみる。妙みような浮ふ遊ゆう感かんがあり、急に視界が高くなった。

（と、飛んだー!?）

　みるみる地面が遠ざかる。

　噓うそのように、凧は空高く舞い上がった。

　この仮花嫁業を始めてからというもの、考えたこともないほど豪ごう華かな暮らしをしてみたり、うっかり殺されかけたり、変な毒どく蝶ちようと戦ったり、いろいろと、それはもういろいろと経験したが、まさか空を飛ぶ日がくるとは思っていなかった。まったく、人生、何があるか分からない。

（うわぁ……すごい）

　いつもなら見上げる位置にあるはずの、雨どいのガーゴイル。窓からこぼれる、橙だいだい色いろの明かり。改めて、黒龍城の大きさを思い知る。

　体たい勢せいを保たもつのが難しいだとか、顔を打つ風に目が乾くだとか、そういったことが気になったのも、慣れる前の一瞬だけ。

　初めて味わう上空からの眺めに、フェルは状況も忘れて感動した。

　流れる風に乗って、凧は、すぐに身体を城の屋根近くに運んでくれる。

（やっほう、絶ぜつ景けいかな絶景かなー、って、ぎゃあ!?）

　状況が一変したのは、もうちょっとで、外がい郭かくの屋根のひとつに到とう着ちやくする、と思ったところだった。

　急に、横よこ殴なぐりの風が襲おそいかかってきて、フェルは均きん衡こうを崩くずした。

　ばきん、と不吉な音が脇わきから響く。

（骨組みが折れた！）
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　悲鳴を上げるのはかろうじて耐たえたが、大きく煽あおられた凧は、もみちゃくちゃになりながら真っ逆さまに建物に向かって降こう下かする。

　叩たたきつけられる寸前、フェルはとっさに身体を固定する綱を切り、自ら屋根の上に転がり落ちた。

　フェルという錘おもりをなくした凧は、しばらく宙ちゆうで暴れたのち、尖せん塔とうの一つに突つき刺ささり、ばさばさと音を立てる。

（うわ……っぶな）

　もう少しで、凧もろとも串くし刺ざしになっていたところだろう。風になびく残ざん骸がいに、フェルは蒼そう白はくになる。

　しかし、ゆったり恐きよう怖ふに浸ひたっている暇ひまはなかった。

　嫌いやな予感を覚え、素早くその場を離れたフェルの耳は、歩哨の兵たちがかけ合う号令を捉とらえた。

「おい、なんの音だ？」

「あそこ。屋根の上に、何か引っかかっているぞ。……なんだ？　黒っぽいものだ」

「集合だ！　北の尖塔に、妙なものが。確認に向かうぞ」

「殿下にご報告を」

　ばさばさと風に騒さわぐ凧の残骸に吸い寄せられるように、城壁の上や、門の前に立つ歩哨たちが集まってくる。

（そのままそっちを見ててちょうだい！）

　彼らが不思議な物体に気を取られている間に、フェルは息をひそめて物もの陰かげに滑すべり込んだ。




　こうして城内に忍び込んだフェルだが、出だしは好調だった。

　なにせ、目指すは勝手知ったるかつての我が部屋だ。

　しかし、いくらカツラとメガネで変へん装そうしていても、召めし使つかいではなく私服姿である。

（帰り際、衣装びつの二重底から、お仕着せ回収してかなきゃだわ……）

　いつも壁上りに使う中庭の下には、運悪く兵がたむろしていた。彼らが消えるのを待ってもいいが、その保ほ証しようはないし、何より外でじっと待つには寒すぎてくしゃみが出そうだ。

　あるときは壁にへばりつき、声が聞こえれば物陰に飛び込み、またあるときはチェストの下に潜もぐり込む。そうこうするうちに、やっと私室のある三階までたどり着いた。

（これなら、なんとか誰にも見られず部屋まで行けそう！）

　この戦いが終わったら、わたし、思いっきり鼻かむんだ。夜風で冷えきった身体をガタガタ震わせつつ誓ちかったところで、「おい？」と背はい後ごから声をかけられる。

　最初、自分が声をかけられたのだと気づかなかったフェルだが、肩を摑つかまれてさすがに振り向く。

「はい……？」

　フェルを呼び留とめたのは、年若い黒龍兵だった。

「お前、厨ちゆう房ぼうで賄まかないやってた娘じゃないか？　なんで、こんな奥まで入ってきてるんだよ」

「え」

　人に見つかっただけでも痛手なのに。その言葉に、フェルは一気に蒼あおざめる。

（誤ご算さん！　わたしのこと知ってる人がいたなんて……なんでこんな地味女の外見覚えてるのよ!?）

「いや、その。人違いじゃないでしょうか……」

　ぎくしゃくと視線を逸そらしたフェルに、彼は改めて頷うなずく。

「あ、うん間違いないな。たしか、庭の裏手で、芋いもの皮を向こうの景色が透すけて見えるまで薄く剝むいてて、うわすげえ人間業わざじゃないって思ったからよく覚えてる。皮捨てようとした奴やつを『待ってソレ揚あげて食べますから』って止めてたし」

　まさかの自じ業ごう自じ得とくだった。

　日頃のもったいない根こん性じようが、こんなところで首を絞しめてくれるとは。

「ん？　私服姿……？　お仕着せはどうしたんだよ」

「あ、いえ。ちょっと奥方さま付きの侍じ女じよの友達にお使いを任まかされていて、ですね。街に下りていたんです」

　考える前に口が動いた。「そうなのか」と兵が納なつ得とくしてくれたので、胸を撫なで下ろす。

　こう言えば、自然な流れで部屋までも通してくれるはずだ。

（よし、なんとか切り抜けられるか！）

　──と思ったところで、続きがあった。

「そりゃ、お疲れさん。でも、今日はもう遅いから駄だ目めだな。奥方さま、もうお休みだろうから、届けるのは明日にしないと」

　若い兵は笑って、「気をつけて戻れよ」と手を振ってくれる。フェルは困った。

（シレイネさま、今は寝てらっしゃるんだ……それ絶ぜつ好こうの機会じゃないの。こっちはむしろ、その『お休みのところ』を狙ねらいたいんだってば）

「いや、今日中にって、奥方さまのお言いつけで……」

　のらりくらりと断りつつ、無理にでも突破しようとしたフェルの腕を摑み、彼は苦笑した。

「うーん、けどなあ。さっき外壁近くで妙なものが見つかったらしくてさ。侵しん入にゆう者しやかもしれないって、すっかり騒さわぎになってるんだよ。殿下からは、奥方さまのお部屋に近づく者は、誰であろうと必ず捕つかまえろってご命令だ。あそこは、頭の堅い先せん輩ぱいたちが守ってるから、何がなんでも引き留められるぜ？」

「……そ、そうですか。へえ、不ふ審しんな黒布ごときで殿下がそんなご命令を……」

　これまた自分で蒔まいた種なのだが、反応の速い旦那さまに、フェルは頰ほおを引きつらせた。

（あの周しゆう到とう野や郎ろう！）

　城じよう主しゆとしては優ゆう秀しゆうだが、今だけは嬉うれしくない。こんなところで足止めを食らっているうちに、夜が明けてしまう。




（黒龍城、なんつう不審者に優しくない城なの!?　あ、それっていいことなのか。さすがだなぁ、って、全然よくないし！）

　若い兵にはお礼を言って別れ、フェルは頭を抱えた。

（部屋の前で守ってるっていう黒龍師団兵も問題だけど、まずはここをどう突破するかだよ。さっきの彼、このあたりの立ち番だよね。待ってるうちにいなくなったりとか……）

　するわけがなかった。

　いったん引っ込んだ物陰から、そろそろと首を出すと、鉢はち合あわせたばかりの若い兵は、やはりというか、同じ位置で廊下を守っていた。

（だめかぁ。今戻ったら、絶対変な顔される……。しかも、騒ぎになって警戒が強まってるなら、壁を伝って部屋まで移動なんか試みた日には、一発発見・即そく捕ほ縛ばくだろうし）

　おまけに、今のフェルは得え体たいの知れない私服姿の小娘で、カツラとメガネの下には奥方さまと同じ顔、胸元に怪あやしげな光る石まで隠し持っている。捕まったとき、これで鮮やかに切り抜けられるうまい言い訳を考えてくれるなら、悪あく魔まにでも妖よう精せいにでも魂たましいを売っていい。

（どうしよう、どうする。変装したままじゃ、近づけない……ってことは）

　改めて、自分の格かつ好こうを見下ろしてみる。くるぶしまですとんと覆おおうスカートの丈たけは、ちょうど貴き婦ふ人じんの寝間着と同じくらいだ。薄暗いから、細かい差は分からないだろう。

　フェルは息を詰め、メガネを外して胸元にしまい込むと、頰のソバカス眉まゆ墨ずみをごしごしとこすった。むしり取ったカツラは、スカートを勇いさましくたくし上げて太ももにくくりつける。

　すっかり素顔に戻ったフェルは、上着を脱いで軽く印象を変えると、物陰から滑すべり出る。

「こんばんは。ご苦労さまですわ」

　表情と声こわ音ねをがらりと変えて、『奥方さま』の仮面をかぶると、フェルは自分から若い兵に声をかけてみた。

「お、お、奥方さまぁ!?」

　案の定、彼には腰を抜かしそうな驚き方をされた。

　大声に応じて、「なんだって!?」とほかの兵たちまで駆けつけてくる。彼曰いわくのところの、『頭の堅い先輩がた』だろう。

（げっ……）

　フェルは内心蒼あおざめたが、変わらず笑顔を張りつけた顔で「皆さま、ご苦労さま」と同じようにねぎらった。

「奥方さま……お休みだったのでは？」

「あれ？　確かに、お部屋にいらっしゃるって聞いてから、ずっと扉の前を守ってたはずだったんだけどな……」

　突然廊下に現れた主しゆ君くんの妻に、兵たちは一様にぽかんとして、顔を見合わせている。

　しかし、フェルの容よう姿しは、間違いなく彼らの知る『奥方さま』に違いない。なにせ、立冬サウインからこちら、黒龍城で過ごしてきたのはほかでもないフェルなのだ。

「こんな時間にお一人で。どうされたのですか」

　初めに気を取り直したらしい兵の質問には、フェルも何食わぬ顔で答えておいた。

「目が冴さえたのでお散歩していたのですわ」

「そうでしたか、不ぶ躾しつけに失礼いたしました。実は今、城内で不審物が発見されて、警戒を強めておりまして……」

「あら、危険なの？　──それじゃあ、すぐお部屋に戻ろうかしら」

　胸元に隠した浄石を抱きしめ直すと、フェルは仕上げににっこり微笑んでみせた。




　狼ろう藉ぜき者ものが入り込んでいるかもしれない城内で、一人にするわけにいかないと、彼らは律りち儀ぎにフェルを部屋まで送り届けてくれた。怪け我がの功こう名みようというやつだ。

「ん？　さっき、しっかり眠ってらっしゃる奥方さまを確認したとこだったんだけど……気のせいだったのかしら」

「あら……奥方さま、お召し物が？」

　時折耳を打つ、侍女や使用人たちの疑問の声を全力で聞き流す。さすがに、同じ容姿の人間が二人もいるとは想像するまい。

　扉の前で、年配の兵がフェルに敬礼する。

「ご不ふ便べんでしょうが、お出かけは今晩はお控ひかえください。奥方さまを無事にお部屋までお送りした旨むねは、殿下にご報告しておきます。城内の安全が確認できるまで、自分たちも扉の前で守らせていただきますので、どうかご安心を」

（むしろ困る！）

　そう思ったが、口には出せない。せめて遠回しに言ってみた。

「ええ、ありがとう。お疲れさま。報告はもう明日でもいいくらいでしてよ、うふふ」

「見張りの兵も増やします。万が一もないよう、城からは猫の子一匹逃げられないようにしますので、ご安心を」

（それも困る！　……わたしが逃げたいんですけどね！）

　心配そうに、何度も「お大事に」を繰り返す黒龍兵を部屋から追い出し、フェルは息をつく。

「……さて」

　久しぶりの「自室」を見回し、苦笑した。

　赤いビロードを張った金の猫脚の長なが椅い子す。豪ごう勢せいな天てん蓋がいつきの寝台。

　ここで、お姫さまとして暮らしていた時期があったなんて、もう、遠い昔のようだ。

（実際は、お城のこの区画には、足を踏み入れちゃいけない身分なんだよね）

　だというのに、また、お姫さまのふりなんかして、人を騙だましてしまった。

　気づいてしまうと、なんだか落ち込む。変わったのは自分の立場だけだ。広い部屋は、まるで出かける前のように、何も変わっていない──

　と、思ったのだが。

（あれ……？）

　ふと覚えた違い和わ感かんに、首を傾げる。

（天てん井じよう画ががない。壁のタペストリも変わってる。……なに、これ？）

　急な模様替えでもあったのだろうか。

（シレイネさまのご趣味かな？　でも……天井画なんて、普通、ひょいっと変えようと思うかな。あとは燭しよく台だいに、本がいくつか。適当に換かえたにしては、消えちゃったものたち、何か、引っかかるような……）

　一瞬、状況も忘れて考え込みかけたフェルだが、そんな場合ではない。

　気を取り直し、続き間の浄室の扉を開ける。

　身代わりをやっている間、めったに使ったことのなかったそこは、浄香の煙けむりに満ちていた。

「実も、花も、葉も、善ぜんなる力と祝福に満ちる」と言われ、病や毒どく素そなど邪じや悪あくなものは吸すい込んでしまうというニワトコの若い枝を基き礎そにした香りに、鎮ちん静せい効こう果かのあるラベンダーが、ほのかに混じっているのが分かる。

　浄室の中央には、小振りのベッドが運び込まれていた。その上で、小柄な姫君が一人、堅く瞼まぶたを閉じている。

（シレイネさま）

　白い肌からはすっかり血の気が引き、シレイネ姫は、苦しげに喘あえいでいる。やはり無理を押してきたのだと、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。咽の喉どに絡からむような咳せきに、フェルは眉まゆ根ねを寄せた。

（香こう炉ろは……あった。これか）

　変わった意い匠しようの銀細工の籠かごに駆け寄り、胸元から取り出した石を中に入れる。香りは変わりないように思えたが、くゆる煙に、少しだけ淡あわい青あお紫むらさきの色がついたように見えた。

　しばらく様子を見ると、シレイネの呼吸が、だんだんと落ち着きを取り戻してくる。




「……セタンタおにいさま。……ごめん、なさい」




　夢を見ているのかもしれない。少しだけ安らかになった息の下、シレイネはぽつりと呟いた。銀色の睫まつ毛げがしっとりと涙に濡ぬれている。

（えっ）

　フェルは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

（陛へい下かの名前を呼んでる。シレイネさま。本当は……すぐにでも、ユナイアに戻りたいんじゃ）

　いいや、それ以前に。

（だいたい、あの馬車だって、国のものじゃなくてシレイネさまが身分を隠して手配したものみたいだったじゃない）

　フェルは、言われるがまま彼女を森に残してきてしまったが。エルラントに来たのはシレイネの独どく断だんで、ひょっとしたら、セタンタの意志ではないのかもしれない。

　この『偽にせ物ものを本物』にする入れ替わりのことを、セタンタはまったく知らないのだとすれば──？

（……シレイネさま。どうしたっていうんですか）

　フェルは迷った。

　無茶をしていないはずなんてないのに。

（入れ替わる前、本当に、何も訊きかなくてよかったの？）

　心配が押し寄せる。

　けれど、ド庶しよ民みんの自分は、彼女の決定に異いを唱となえられる立場ではない。陽よう動どうを起こして城に忍び込んだ以上、長居もできない。

（本当は、安全なユナイアに帰っていただきたい！　けど……）

　フェルは唇くちびるを嚙かんだ。迷いつつも、後ろ髪を引かれるように、浄室をあとにした。

　眠る彼女を起こさないように、そっと続き間の扉とびらを閉める。早足に寝台に駆かけ寄よると、下に溜めておいたお給金を、二重底の衣装びつからは召使のお仕着せやらを取り出し、ズダ袋に詰め込んでしまう。

　これでよし、と立ち上がったところで、──すぐ目の前に立っていた人物と、ばったり目が合った。

（へ。目が合った。って誰と）

　そんなことは顔を見れば分かる。

「シレイネ？」

「だ、旦那さま……？」

　自分よりずいぶんある上うわ背ぜいを見上げ、フェルは、ごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

（噓うそ……どうして、こんなところにいるの）

「お前は、……まさか、な」

　一方で、クロウのほうも、どこか呆然とした風ふ情ぜいでフェルを見ている。

　毎日、本物のシレイネさまに会っているにしては不思議な反応だなと、頭のどこかで声がした。

　けれど、我に返るほうが早かった。

（やばい……！）

　なにせすぐ後ろの浄室には、『シレイネ姫』がもう一人眠っているのだ。

　下へ手たをすると、二人並んでいるところを押さえられる。せっかく瑕か疵しのない本物のお姫さまと入れ替わったのに、替え玉の存在がばれてしまっては万事休すだ。

　フェルは、さりげなく浄室の扉を背で隠すように立ちはだかると、にっこり微笑ほほえんで小首を傾げた。

「どうされましたの。淑女レデイの部屋に夜、勝手に入ってくるなんて、品ひん性せいを疑うたがいますわ」

「歩ほ哨しようから、東方に伝わる偵てい察さつ凧だこのようなものが尖塔に引っかかっていたと報告を受けたんだ。城内の警備からは、お前が外に出ていたと聞いて、何か関係があるのかと……いや」

　クロウは少し考えるような仕草をしたあと、おもむろに部屋の片隅に視線を投げた。

「あんなところにウーベル銀貨が」

「噓っ!?」

（お給金こぼした!?）

　反射でがばっとそちらを振り向いたフェルは、そのまま両肩を捉えられて息を吞んだ。クロウに、正面から顔を覗き込まれている。氷ひよう海かいの一いつ対ついが、すぐ目の前にある。

「シレイネ……？　やはり、お前、なのか？」

「……それ以外の誰に見えまして？」

（まあ実際のところそれ以外の誰かでございましてハイ）

　内心で自主的に突っ込みつつ、フェルはあえて堂どう々どうと微笑んだ。

「離してくださいな。今日は気分が優すぐれませんの。お呼びいただければ明日にでも伺いますわ。申し訳ないけれど、お引き取りになって、旦那さま」

　いつもなら、そう言えば離してくれはするのだが。

　なぜか今、彼は、魅み入いられたようにフェルの瞳を見つめたまま。

　肩を押さえていた右手が動き、手の甲こうで、そっと頰ほおをたどる。

　彼が、当たり前のようにフェルに触れていたときを思い出す、そんな優しさで。

「お前。なぜ、──」

「失礼いたします」

　ふと。

　こんこん、と控えめに扉を叩く音が、フェルの意識を現実に引き戻した。

　おそらく黒龍師団兵だろう。遠えん慮りよがちに続く言葉に、背筋が冷える。

「……殿下？　新しい報告がありまして。あの妙な布には、やはり特に危険なものは仕込まれてはいなかったようです。奥方さまはお休み中ですし、一度戻られたほうが」

　ここに自分がいてはまずい。

（こんなことやってるうちに、シレイネさまが目を覚ますかもしれない……！）

　彼女が目覚めて、浄室から出てくれば、それだけで完全におしまいだ。

　全身から冷たい汗が噴き出した。

（何やってんのわたし!!）

　クロウが兵の声に気を取られた隙すきに、フェルはその手をもぎ離すと、廊下に続く扉を勢いきおいよく開く。

「……あれ？　奥方さま？　まだ起きて……」

「幻げん覚かくでしてよ！」

「殿下、まだ危険のある城内で、お部屋から奥方さまを出されるのは」

「あの黒布は演習の一いつ環かんだ。ご苦労だったな皆！」

　扉の外で、先ほどの兵たちが目を白黒させている。めちゃくちゃな言い訳をクロウと交互に残しつつ、フェルは足早に部屋から出ると、つかつかと階段を目指した。

　しかし、少しばかり廊下を進んだところで、後ろから追いかけてきたクロウに、あっという間に捕まってしまう。

「待て。話が途中だ」

「わたくしは話すことなどございませんの」

　言葉では切り捨てても、手首を摑む力は強すぎて、とても振りほどけない。押おし問もん答どうも限界だ。

（どうしよう）

　頭の中で、がんがら警けい鐘しようが鳴っている。まずい、まずい、どうしよう……！

　──何かあったら私を頼たよってくれたまえ！

　なぜか頭の端はしをよぎったのは、先日会ったばかりのクロウの長ちよう兄けいの顔で。

（そうだ！）

　フェルはありったけの力でクロウを突き放しがてら、大だい音おん声じようで叫さけんだ。




「いやああぁ露ろ出しゆつ狂きよう──ッ!!」

（の、弟！）

　続きは意い図と的てきに省しよう略りゃくした。




「は……？」

　さすがにこれには、クロウもぎょっと凍こおりついたようだった。

「ごめんなさい！」

　一瞬固まった彼の腕からやっと逃れ、フェルは一いち目もく散さんに駆けだす。

「シレイネ、待て！」

　できればもうちょっと凍とう結けつしていただきたかったのだが、旦那さまの回復は予想外に早かったようだ。

　階段の手すりに取りつきながら、飛び降りるようにたどり着いた踊り場で、若じやつ干かん足を滑すべらせかければ、追いかけてくる彼の足音が迫せまる。

（もう来た！）

　そういえば、前もこんな追いかけっこをしたことがあった。

（っていうか旦那さまってば、黒龍師団にわたしを追いかけさせたのよね！）

　恨み事も一緒に思い出す。冬至ユールのバカ騒ぎが、今となっては懐なつかしい。けれど、懐かしむ暇ひまはない。

　あのときとは切実度が違う。今回ばかりは、本当に、彼に捕まるわけにはいかない！

　よってフェルは、走りながら容よう赦しやなく叫び返す。

「来ないで露出狂！」

「誰がだ!?　服を着ているだろう！」

「心が汚れている人間にしか見えない服なんじゃなくて!?」

「全世界の人間の心を勝手に汚れさせるな！」

　きちんとお別れを告げられなかったことが、心残りだった。

　あの混乱の中で離れ離れになったままだったから、彼が無事でいてくれて本当に嬉しい。絶対に言えないけれど、もし言えるものなら、そう言いたいのに──

「わたくしなんかに構わず、無断で入った妻の部屋を思う存分徘はい徊かいすればよろしいんじゃありませんこと旦那さま！」

「いいから止まれ、お前の中で俺がどういう位置づけになっているのか、じっくり確認する必要があるようだ」

（なんでこんなくだらない言い合いしてるんでしょうかー!?）

　あんまりすぎて泣けてくる。

　いろいろな背景から半泣きで逃げるフェルと、必死の形ぎよう相そうで追いかける旦那さまを、何人もの召使たちや黒龍師団兵たちが見送っていく。

「なんだ？　また、奥方さま使っ……交じえた軍事演習か？」

「……久しぶりに見たよな、この光景。奥方さまと殿下、逃げる妻と追っかける夫の図」

「奥方さま、ちょっと元気になったんだ。いやあ、やっぱこうでなくっちゃなぁ」

　兵や使用人たちの嬉しげな会話は、彼らの耳には入っていない。




　長い髪をなびかせ、翻ひるがえるスカートを蹴けり上げて、二つ目の階段を駆け下り、続く廊下を突っ走る。

　それでも、まだまだ彼はついてくる。

（この人足速すぎ！　そしてしつっこい！　っていうかなんで追いかけてくるの旦那さま!!　毒龍には、逃げる嫁は反はん射しやで追いかける習性でもあるの!?）

　さすがに脚きやく力りよくも体力も段違いだ。

　これではすぐに捕まってしまうと判断したフェルは、とっさに目についた衣い裳しよう部屋に飛び込む。

　彼に追いつかれる直前、鼻先で音を立てて扉を閉めてやった。

　すると、今度はがちゃがちゃと取っ手ごと引きむしらんばかりに扉を揺さぶられる。

（ぎゃああ）

　片足を壁に突っ張り、必死に内側から取っ手を押さえながら、フェルは扉に向かって怒ど鳴なりつけた。

「入ってます!!」

「だからどうした！　衣裳部屋だろうが！」

　怒鳴り返された。

　彼が突っ込みに気を取られた隙すきに、フェルは内側から鍵かぎをかける。

　一方、どうしても開かないと分かった旦那さまは、一瞬口をつぐむ。それから、底冷えのする低音で呟いた。

「……シレイネ。ちょっと離れていろ」

「はい？　な、何をなさるおつもり……」

「扉を叩たたき斬きる」

「やめてー!!　彫ちよう刻こく師しの技が光る年代ものの樫材オークですのよ！　扉が死ぬならわたくしも死にますわ！」

　自分でも何を言っているか分からなかったが、それでやっと、旦那さまは止まったようだった。

「シレイネ。……出てきてくれ。顔が見たい」

「明日からいくらでも眺めればよろしいわ」

「今がいい。……なんで、出てこない」

「あなたの顔を見たくありません」

　即答すると、わずかに彼が息を吞む気配が伝わる。

　──扉越しに。

（誤ご解かいしたよね、今の。でも）

　フェルはふと、自らの格好を見下ろしてみた。

　この間まで、絹きぬの靴くつ下したと金きん糸し刺し繡しゆうの飾り靴に覆おおわれていた足には、少し爪先の削れた質しつ素そな革かわ靴ぐつ。

　侍女たちによってきれいに手入れされていた指先は、凧を作るとき、綱でこすってぼろぼろになった。

　かつてこの右手にあった結婚指輪は、もうない。

　正しい姫君の、今度こそ左手の薬指を飾っているはずだ。

（……なんて、遠い）

　今、彼との距離は、分厚いオークの板一枚。

　たった、一枚。でも、絶対に超えられない。

　これが、彼と自分の距離。

（わたしは、フェルディア。家柄も、身分もない、ただの身代わりの孤こ児じ）

　魔法の時間は終わってしまった。

　すぐそばにいても、確かにそこに壁がある。血ち筋すじ。正体。使命。

「新しくなろうと思いますの」

　目頭が熱い。歯の根が合わない。

　黙るとなんだか涙がこぼれそうで。急いでフェルは言った。
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「わたくし、今まで、なんだからしくないお姫さまでしたもの。ご迷めい惑わくをおかけしてばかりで。明日から、いよいよ本当に、優ゆう雅がで清せい楚そで、きれいで、ちゃんと姫君らしいお姫さまになろうって思いますのよ。……だから、今度は、新しくなったわたくしを見てくださいね」

「新しくなくていい。迷惑なんて思ったことはない」

「露出狂呼ばわりは迷惑ではないんですの？」

「……言い換える。迷惑ならいくらかけられようが気にしていない」

　返答には一瞬間があった。

　やがてクロウは、もう一度念を押した。

「今、会いたい。そのままでいい。今のお前を見たいんだ」

（ああ）

　優しい人だなあ、とフェルは微笑む。

　こんな破れかぶれの姫君に、そのままでいいなんて。なんだかんだと、彼は本当に、「妻」に甘い。

　もちろん怖いときもある。

　でも、その分優しさもあると知った今は。

　安心して、いなくなれる。

（……きっと、シレイネさまにも優しいはず）

　こんな色気もない、優雅さもないお姫さまではなく。

　彼にはきっと、たおやかで美しい、あのシレイネさまがお似合いなのだから。

「──俺が、嫌いか？」

　ぽつりと呟かれた言葉に、フェルははっと顔を上げた。

「一瞬でも、顔も見たくないほどに」

「わたくし。わたし、は……」

　苦しい。胸が詰まって、言葉が咽の喉どにつかえる。

　扉の向こう側で、衣きぬ擦ずれの音がする。すぐそばにある、彼の気配。フェルはそっと扉に指を這はわせた。オークの板越しに、彼の体温や息いき遣づかいを、感じ取ろうとするように。

（本当は──いいえ）

　手のひらを、額をつけ、吐と息いきをこぼす。ここで否定すれば、出て行かざるを得なくなる。

　まやかしの「お姫さま」の──さあ、これが最後の噓うそだ。

（幸せだと思おう）

　こうして別れが言えることを。

　だからせめて、笑顔でいよう。

　相手に見えないと分かっていても、フェルは強こわ張ばる頰を無理やりほぐすように、精いっぱい華やかに微笑んでみせた。

「はい。あなたのこと。大嫌い、です」

　かり、と指が扉を搔き。

「……そう、か」

　静かな彼の返答を聞いた瞬間、その手は、ぱたりと力なく脇わきに垂たれた。

　視界がぼやける。

　震える声で、フェルは続けた。

「ずっと、大嫌いで、いるはずでした」
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　気が狂くるいそうなほどに逢あいたかった少女が、すぐそこにいる。クロウは、艶つややかな樫材の扉に指を這わせた。

　なぜ分かったのか。

　自分でも不思議に思う。姿かたちはまったく同じなのに。

　そもそも、奇き妙みような予感を覚えたのは、あの黒い凧を見たときだ。

（東方秘伝の軍事技術うんぬんより……まともな密偵が使うにしては、あり合わせの布とそこらの枝っ切れと安物の綱なんかで節約しているせせこましさが気になった。そんなものに命を預ける馬ば鹿か、こいつくらいのものだと思って）

　本人が聞いたら両手で顔を覆いそうな当たりのつけ方だが、クロウのほうも、まさか的中するとは思わなかった。

　深く考える暇もなく、シレイネの部屋に向かった。見つけて、追いかけて。手を伸ばせば届く距離に戻ってきたのだと、勘かん違ちがいしかけた。

　無事でよかった。今までどこにいたんだ。会いたかった。どれだけ心配したと思っているんだ。

　言えないはずの言葉が脳のう裏りに躍る。

　──だが。大嫌いだと言われたことで、ふっと頭が冷えた。

　確かに彼女はそこにいる。

　けれど、ここで扉を開けて引きずり出すか、見み逃のがすか。それは、クロウにとって、否いや応おうなしの二に者しや択たく一いつに繫つながっていた。

（扉を開けば、替え玉の存在を明るみに出すことになる）

　目を抉えぐるか首を潰つぶすか。

　シレイネ姫がフェルをどう扱おうとするかは、姫自身から聞いている。

　それを防ぎ、かつフェルを愛あい妾しようなどではない、正せい妻さいのままとするためには──

（本物のシレイネを、偽物だと言い張って殺すしかない）

　痕こん跡せきも屍しかばねも残らないほど徹てつ底てい的てきに、秘ひ密みつ裏りに、その存在を葬ほうむり、フェルこそを本物のシレイネだとして突っ張りとおす。

　むろん、フェルは抵抗するだろう。だが、この世にいる『シレイネ』が自分一人になれば、『シレイネ』として生きていくものとして諦あきらめざるを得ない。

　実際、それがもっとも確実な手段なのだ。

（だが、それでは、フェルの心はどうなる──？　シレイネを、あんなに慕したっているのに）

　彼女が戻ってきたのは、きっとシレイネを案じてのことだ。

　扉を開けて、確実だが、彼女を傷つける方法を採とるか。

　それとも、まだエルラントに留とどまると信じて一度は手放し、本物のシレイネの命を、ひいてはフェルの心をも守る方法を探るのか。




「ずっと、大嫌いでいるはずでした」




　彼女の続けた言葉に、クロウは軽く目を瞠みはる。

（……いるはず〝だった〟？）

　では、今は？

　クロウは、当とう惑わくして扉を見み据すえた。

（少なくとも今は、大嫌い〝ではない〟──そうなのか？）

　真意を問い質ただしたくても、その一言を最後に、向こうで彼女は沈黙を保たもったまま。

　顔が見たい。声だけじゃ足りない。瞳を見て、頰に触れたい。

　今、どんな顔をしている？　夕暮れ色の瞳さえ見れば、あの素直すぎて何もかも筒抜けな少女が考えていることなど、すぐに分かるだろうに。

　背筋を駆け、腕を伝う衝しよう動どうを堪こらえるように、クロウは木造の扉に額を押し当てる。

　たった扉一枚。

　ほんの板切れ一枚の距離が、こんなに遠い。

（フェル）

　声には出さず、唇の形だけで呼びかける。

（必ずお前を取り戻す。だが、今は──）




　静かな決意とともに、クロウは、扉から身を離した。

　すぐそばに、そこにいるのに。

　すべての感情をねじ伏せ、扉越しに感じ取れる気配の名残なごりを惜しみながら、彼はその場をあとにした。
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　クロウの無ぶ骨こつな靴くつ音おとが遠ざかっていくのを確認し、フェルはふっと胸につかえていた息を吐はき出した。

（行っちゃった。……当たり前か）

　のろのろと取り出した栗毛のカツラに髪を押し込み、前髪とメガネで瞳ひとみを隠す。脱いだドレスの代わりに、『シレイネさま』の部屋から回収してきた召めし使つかいのお仕着せを身にまとった。

　部屋にあった眉まゆ墨ずみで散らしたソバカスも、たぶん、今回限りでおしまいだ。

　落ち着く、とフェルは思う。ドレスは着るたびに冷や冷やするが、お仕着せは楽だ。

（はあ、これであの困った花畑脳から解放される。やっぱ人間、身の丈たけに合った生き方しなきゃね。この服みたいに）

　長らく職しよく務む放ほう棄きしていた脳内農民たちは、やっと、おとなしく荒れかけた花畑をぶちぶちむしっていた。

　衣い裳しよう部屋から出てきた召使など、気に留める人は誰もいない。

（馭ぎよ者しやさんに申し訳ないことしちゃった……馬車が空っぽになってるの、さすがにもう気づいてるよね。今からすぐベルファスティスに向かわなきゃ。ベッド下から持ってきたお給金を使って、駅馬車を乗り継いだら……。お給金、送り損ねていてよかった。ぎりぎり足りるはず）

　セタンタ陛へい下かに報告をしたら、本当に、このお仕事はおしまい。また、孤児院での幸せな毎日が待っている……。

（念願のド庶しよ民みん復ふつ帰き……なんだよ？　なんでこんな、モヤモヤ苦しいの）

　だって、──もう、彼の隣となりで微笑ほほえむのは、別の人になっている。

　会うことは二度とない。それでも、もし姿くらいは目にするとすれば、遠く民みん衆しゆうの一人として幸せな領主夫婦を祝福するときか。

（これで、もとどおり。何も問題ないじゃない）

　黒こく龍りゆう城じようの通用口から、そっと外に出て。

　気づけば、藍あい色いろの空は色を薄うすめ、うっすらと東から明るくなってきている。

　緩ゆるやかな坂を上がり、ひと月前、ガウェインを見送ったときと同じ道をなぞる。

　誰もいない道。残雪の野原。

　見上げた瞬しゆん間かん、ふわりと何か白いものが舞い降りる。月光の中をちらちらと舞い、降りしきる雪に、フェルは白く凍こごえた息を吹きかけた。

（不思議。晴れてるのに雪……）

　冬の気配は去っていない。

（そうだ。まだ、待雪草スノードロップも咲いてない……）

　──〝聖せい詩し篇へん。吟ぎん詠えいしてくれるんだろう？　春の訪れを寿ことほぐものがいい〟

　ふと耳に甦よみがえった声に、足が止まる。

（あれ？　なんで？）

　早く先に進まなければと思うのに、自分の足なのに。

　まるで、そこに根を張ってしまったかのように、一歩も前に進めない。

（なんでよ。動いてよ。帰らなきゃ！）

　忘れなきゃ。前を向かなきゃ。

　不ふ毛もうだって分かっていたはずじゃないか。幻まぼろしの時間は終わったんだ！

　鼻の奥がつんとする。油ゆ断だんすると、叫さけび出しそうで。瞼まぶたが熱いのは、気のせいだと思いたくて。歯を食いしばり、フェルはぐしゃぐしゃと前髪を搔かき回した。

　涙は、出ない。

　──と。

「……フェル？」

　訝いぶかしげに声をかけられ、はっと顔を上げる。

（え）

　それが誰の声か確認した途と端たん、胸にせり上がってきていた熱い何かが、勢いきおいよく冷えていった。

「あんた……どうしたのよ、いったい。こんなところで」

　いつの間にか、目の前には、驚いた風ふ情ぜいのラナが突っ立っていたのだ。
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（……ええと？　なんで黒龍城にとんぼ帰りしてるんだっけ？）

　我に返ったフェルは、ちょっと焦っている。

　立ち竦すくんでいたフェルに「どうしたのよ、雪でびしょ濡ぬれじゃない!?」と慌あわてたラナだが、「とにかく、外じゃ理由も訊きけないわ」とフェルを使用人棟とうの自室まで連れていってくれたのだ。

　質しつ素そな白木の扉を前にフェルがためらっていると、ラナが「なに固まってるの」と苦笑した。

「ほら早く入んなさいよ。もともと四人部屋を三人で使ってたんだけど、同室の子たちがお暇ひまを貰もらって、あたし今一人なの。……少しさびしかったから、ちょうどいいわ」

「そうなんだ」

　ラナの気き遣づかいが胸に浸しみる。

　ついでに、孤こ児じ院いんでは男女混合雑ざ魚こ寝ねが日常だったもので、なんだか不思議にどきどきする。女の子の部屋というのは、まるで未み知ちの領りよう域いきに思えた。

「おじゃまします……」

　では、とフェルは中に入る。

　部屋の中は、確かに四人分の小さなベッドがしつらえてあったが、ラナのものというひとつ以外、使われている様子はなかった。

　ランプの淡あわい光に照らし出される、薄うす桃もも色いろのリボンをかけた、虫よけのポマンダー。壁には、端は切ぎれで作ったらしい、暖い色いろ遣づかいのキルト。

（か、かわいい……！）

　いくら口調と自じ称しようが女でも、傭よう兵へい上がりのガウェイン先生率いる男所じよ帯たいに馴な染じみきっていたフェルは、広がる趣しゆ味みの愛らしさに、頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

　思わず握り拳こぶしで感動を語る。

「あのっ、ラナ！　わたし！　女の子の部屋って入るの初めてで！」

「落ち着きなさい。なに言いたいんだかサッパリ分かんないわ」

　あんた自分の性別言ってみなさい、とラナにはぼやかれる。

「ところでラナは、どうしてあんなとこにいたの？」

「用事を済ませに出るとこだったの。っていっても、本業じゃなくて雑用よ。侍じ女じよのほうは暇ひまなの。あたしだけじゃないわ。侍女はみんなよ」

　フェルが訊きいてみると、ラナはひらひら手を振った。

「奥方さまがすっかり寝ついてしまったせいで仕事減ったの。やることないなら刃はこぼれした包ほう丁ちようを研とぎに出してこいって厨ちゆう房ぼうに頼たのまれて。でも、もうちょっとあとからでもいいわ、お店に行くのは。彼らも大たい概がい暇なはずなのよ」

「厨房が、暇？」

「食べさせるかたがいないから」

「……どういうこと？」

「奥方さまだけじゃなくて！　殿でん下か、ぜんっぜん召めし上がらないのよ、食事！」

　この間まで、どんなに忙しくても、残すことも少なかったのに、今は手をつけようともしない、と。

「ええぇ!?　なんで食べないの殿下!?　そんな、どうしていきなり……」

　初めて聞いた。フェルが隣で見ていた頃は、割と（目の前で口にしてほしくない毒々しい代物まで）しっかり食べているように見えたのだが。

「もともと、政せい務むが立て込むと食事は抜きがちなかただったんだけど。『残すなんて食材と農家と調理人とお天てん道とうさまに対する冒ぼう瀆とくです』って奥方さまが許さなかったから、殿下もしっかり召し上がってたのよね。それが今じゃ……はぁ。それだけじゃないんだけどね」

　包丁が入っているという包みをテーブルに置き、ラナはそのまま頰を膨ふくらませた。

「使用人の分ぶん際ざいで言うことじゃないけど……あたし、今のお城、嫌きらい。あんたはどう？　なんだかいきなり働きにくくなったと思わない。すっごく」

「え？」

「あたしだけじゃないわ。厨房も、下働きも、庭師も、みーんな言ってるじゃないの。この部屋使ってた二人も、やめちゃったのはほんの最近よ」

「ど、どうしたのラナ。何がそんなに」

「……ご旅行から戻られて、奥方さま変わったわ。ううん、今まで、ご無理をされてたのかしら。すっかりお世話できなくなっちゃった。あのかたの髪を結ゆって、ドレスを支し度たくして、お話しするの、ホントに楽しかったのに」

　でも変わったのは、むしろ殿下かも、とラナは言う。

「すごく、怖い顔をされるようになったわ。ずっとピリピリして。顔色も悪いのに、誰も何も言えないくらい……この間の冬至ユールで、奥方さまが熱を出して倒れられたときと、全然違うの。奥方さまの来られる前に戻っちゃったみたいなのよ。なんでこんなことに」

（知らなかった。そんなことになってたなんて。でも、どうして？）

　フェルは顔を曇くもらせる。

「ごめん、一方的に愚ぐ痴ちっちゃったわね。同じお城で働いてるんだから、あんたも無関係じゃないのにね」

　おそらくポプリにするのだろう、ラベンダーやカモミールを吊るした木窓を開けて外を見たラナは、「やだ。もう結構明るくなってる」と声を上げた。

「あたしは仕事に行くけど、あんたはちょっと寝ていきなさいよ」

「え？」

「事情は知らないけど、あんなとこにいたってことは、ろくに休んでないんじゃないの。大丈夫、ばれやしないわよ。あたし一人だし、ほかの使用人の部屋とも、ここだけ少し離れてるし。あんた城下からの通いだって言ってたじゃない、帰るの大変でしょ」

（あ、そういやそういう話になってたんだっけ）

　城内の使用人棟に部屋がないことを、臨りん時じ雇やといだからキカラで下宿しているんだと説明していたのだった。

「いや、わたしは」

　とっさに断りかけたが、特にそうする理由もないことも思い出す。

（だってもう、身代わりじゃないんだし。ユナイアに向かうなら、ちょっとは休んだほうがいいよね）

　そして、宿代が浮く。これは大きい。

「ありがと。じゃ、お言葉に甘あまえていい？」

「ツケとくわ。りんごのクリームタルトで手を打ってあげる。こないだ試食に付き合わされたやつ」

　つんとした声で返される。

　ラナは、しっかり者の気き遣づかい屋なのに、素直でないところが魅み力りよくのひとつだとフェルは勝手に思っている。くすりと笑うフェルに、ラナは「なに笑ってんの気持ち悪い子」と不満げだ。

「っと。話し込んでる場合じゃないわ。あんた、雪に濡ぬれっぱなしじゃない。冷えは女の大敵なの。まだ冬も明けないうちからほいほい外でぼんやりしてんじゃないわよ」

　きつめの口調で言いながら、乾いた布を手渡される。

　なんだかお姉さんみたいだなぁと思ったフェルだが、よくよく思い出せば、ラナは以前、「あたし、六人きょうだいのいちばん上なのよ」と教えてくれたことがあったような。道どう理りで、と納なつ得とくする。

（六人きょうだい、って、旦那さまみたいだなぁ。……ああダメだもう忘れなきゃその単語。今はもう『旦那さま』じゃないし）

「って、フェル。布受け取ったまま停止しないでよ。ちゃんとふいて」

「うん……」

　元気のないフェルに、「もう！」とラナは腰に手を当てる。

「どうしたのあんた。さっきから、らしくないわよ？　とにかく、あんなとこでかかしみたいにぼうっと立ち尽くしちゃって。何かあったわけ？　あたしは保ほ護ごしたんだから訊く権利があるわ」

「……どう話したらいいかなあ」

　なにせ、洗いざらい打ち明けるには、障さわりがありまくる。悩むフェルの肩に、ラナは明るくぽんと手を載せた。

「ま、あんたのことだから、小銭を川に落としたとか、芋の叩たたき売りを気づかず逃のががしたとか、そういうのでしょ」

　さすがにこれにはフェルも顎あごを落とす。

　いや、小銭を川に落としても、安売り野菜を見逃してもガチ泣きするかもしれないが、今回は違うのだ。

「その言い草はひどいと思います！」

「ひどくないわよただの事実！　最近ちょっとマシになったけど、野や暮ぼったいメガネ、だっさいおさげ、あと肌のお手入れができてない証しよう拠このくっきりソバカス！　銭ぜに関係と割引関係以外に、どう凹へこむ要素があるっていうの、そのあんたに」

「うっ」

　フェルは言葉に詰まった。

（いやこれは世を忍しのぶ仮の姿で、ほんとはわたしだって！）

　流行遅れなツギハギだらけの服を常用して恥はじもせず、穴の開いた靴くつ下したを何度も平気で穿はき、髪は芋いも袋ぶくろの口縛しばってた麻あさ紐ひもで大ざっぱにくくり、両手がふさがっていたら足で扉を閉めるれっきとした乙女おとめなんだから！

（……）

「あ、ハイ。口ごたえして申し訳ございませんでしたラナおねえさま……」

「分かりゃいいの、分かりゃ」

　結局、殊しゆ勝しように頭を下げることになったフェルに、ラナは満足そうに鼻を鳴らした。

「そんなあんたにお土産みやげよ。話してたっけ？　あたし、奥方さまのお付きでティカルまで行ってきたの。そこの温泉水で作った化け粧しよう水すい買ってきたのよね。美容にとってもいいらしいわよ」

「けしょうすい！」

　それは、世の婦女子がこぞって買い求めて顔面に塗ぬりたくるという例のあれだろうか。そういえば、お姫さま業のさなかにも、就しゆう寝しん前に侍女たちが似たような感じの液体をぺたぺたやってくれていたような。

（すごい。ラナってば、きっちり侍女のお仕事もこなしつつ、いつの間にそんなものを。一緒にティカル行ってたのに、ぜんっぜん気づかなかった）

　ラナは生活こそ質しつ素そだし、お給金はほとんど稼かせぎ頭がしらのいない家族への仕送りにしているそうだが、自分のために残した少額で、きちんとオンナノコな部分を回しているようだった。金さえ入れば考えなしに全額仕送りにするフェルとはえらい違いである。

　なるほどこれが正しい乙女か、とまたしてもズレた感動に浸ひたるフェルの前で、ラナが苦笑交じりに、端は切ぎれに化粧水の小こ瓶びんを傾かたむける。

「ほら顔出して」

「へ？」

「塗ったげるわ。せっかくお泊まりなのよ。銭と安売りにしか興味ないあんたに、女子のイロハを教えてあげる」

「あ、いえ、ちょーっとそこまでは大丈夫かなというかご遠えん慮りよ申し上げたいかなっ」

（いや、だって素顔が……）

　顔を至近距離で見られると、やばい。

　あわてて後ずさるフェルの手を摑み、「遠慮することないじゃない」とラナはにっこり笑った。

「ほらメガネも取る！」

「あっ待って、うぎゃああ」

　迫る腕をかわしたものの、壁に追い詰められてしまう。絶体絶命だった。

（バレる──!?）

　フェルがいよいよ駄だ目めかと思ったときだ。

　かたん。

　部屋のすぐ外で、軽い物音がした。

「なに、今の？」

「さあ……」

「ちょっと見てくる。あんた、ここで待ってて」

（助かった……？）

　ほっと胸を撫なで下ろしたフェルに言い置くと、ラナは、扉の向こうに姿を消した。




　──彼女が消えた廊下のほうから、甲かん高だかい悲鳴が聞こえたのは、その直後だ。




「何するの!?　やめて、誰か！」

「ラナ……!?」

　フェルは、慌あわてて立ち上がった。とっさに、目についた包丁の包みをテーブルから引ったくる。

「どうしたの!?」

　まだ薄暗い廊下に、ランタンの炎ほのおと、屈くつ強きような男と揉もみ合いになるラナの姿が浮かび上がった。男の手には、紋もん章しよう入りの長ちよう剣けんがある。

（!?　って、ラナを襲おそってるの、黒龍師団員!?）

「ラナを放しなさい！」

　フェルの一いつ喝かつにも動じず、兵は手にした剣の刃やいばを、押さえ込んだラナの首に押し当てた。

「大声を出すな。このむすめ、を、この娘を殺す」

　ぼそぼそと、彼はうわごとのように呟いた。目は虚うつろだ。ゆらゆらと身体からだを揺らし、ただ立っているだけなのに足元がふらついている。

（なんなのこの人、酔よっ払ぱらい!?　でも、旦那さまの麾き下かで、軍ぐん紀きがしっかりしているはずの黒龍師団にしちゃ変な気も……新人さんとか？　若いし）

　しかし、何にせよ、彼が完全に正気を失っているのは明らかで。

（──このままじゃラナが危ない）

　せめて一瞬でも、気を逸そらすことができれば。

「シレイネひめ、の、侍女、を……」

　ぼそりと、兵は呟いた。フェルは息を吞む。

（えっ？　……シレイネ姫？）

　じりじりしながら近づきあぐねているうちに、なおも刃がラナの肌に食い込み、紅い液体が白いそれを伝いだす。ラナが苦しげに息を詰まらせた。

　躊ちゆう躇ちよなど、している暇がなかった。

　覚かく悟ごを決めるまでは瞬またたきの間。フェルは、二人に駆け寄ると、威い嚇かく代わりに包丁を振りかぶる。

「放しなさい、って言ってるの！」

　叫んだ瞬間、手首に鈍にぶい痛みが走る。がしゃんと大きな音を立て、メガネが床の上で音を立てる。剣で弾かれたのだと気づいたときには、唯一の武器である包丁も、くるくると回りながら廊下の向こうに滑すべっていってしまった。

（しまった……！）

　そのままこちらに伸ばされる兵の腕をかろうじて搔かいくぐる。剣の先が頰を掠かすめ、耳の横でカツラの栗毛がひと房ぱっと舞い散った。

（どうしよう。素す手でじゃ敵かなわない！　こういうとき、ガウェイン先生はどうしろって言ってた!?）

　身を守る武器がなければ作ればいいのよ、と。たしか、そんなことを──

（迷ってるとラナが危ない！）

　頭で考えるより早く、フェルはおさげを摑む。勢いよく引きむしると、その下に隠されていた銀髪が、光の滝のようにほとばしった。

「し、シレ……!?」

　相手が怯ひるんだ隙すきに、素早さを生かして相手の懐ふところに飛び込むと、カツラをその首に引っかける。

「寝ててっ！」

　しかし、とち狂っていても、さすがは黒龍師団兵。そのまま思いっきり体重をかけて絞しめ落とそうとしたのだが、残念ながら当てが外れた。フェルの身体では軽すぎて、一瞬で払はらいのけられてしまったのだ。

「痛っ」

　床に引き倒され、力ずくで押さえつけられて呼吸が詰まる。

（殺される──!?）

「わあぁあ！」

　思わず目を閉じたところで、どこからともなく響いた叫び声とともに、身体がふっと軽くなった。

「ラナ!?」

　驚いて振り向くと、拘束から逃のがれたラナが、拾い上げた包丁で、黒龍師団員に切りつけるところだった。

　蒼そう白はくな顔で、泣きだしそうになりながらも、無茶苦茶に刃物を振り回す侍女に、兵は一瞬、気を取られる。

　その隙を狙い、フェルは兵の懐に飛び込む。

「酒は飲んでも吞まれるな！」

　標語を気合代わりに、上半身をひねって勢いをつけると、無む防ぼう備びな喉のど笛ぶえを肘ひじで突き上げた。

「ぐ、うっ」

　彼は鈍にぶい呻うめき声を上げ、白目を剝むいてくずおれる。

　兵がすっかり動かなくなったのを見届けて、フェルは顔を上げた。

「ありがとラナ、助かっちゃった！」

　一仕事終えましたと言わんばかりの爽さわやかさで後方を振り向いたフェルだが、床にへたり込んだラナの様子はおかしかった。

　キャップは乱れた黒髪からすっかりずり落ちてしまっているし、今までに見たこともないような、真剣な顔で硬こう直ちよくしているのだ。

「ら、ラナ？　どうしたの。どっか怪け我がしたの？」

　答えはない。

　そこで、ふっと気づいた。

（あ、そっか。さっき、変装解といちゃったから……って、うん）

　息をするのも辛い沈黙が、しばし場を支配する。

　フェルは思いきって片手を挙あげてみた。

「やっ、どうもー」

「……」

　反応がない。完全に自じ失しつしている。

「あのね。落ち着いて聞いてほしいんだけど、これには深いワケが」

　そこでやっと、放心状態に陥おちいっていたラナの表情が驚きの方向に動いた。

「お、お、お、奥……」

「わあーっ待って!?」

　ラナの口が絶ぜつ叫きようの形に開かれたところで、フェルは素早くその口をふさぎ、部屋の中に引きずり込んだ。

　騒さわぎを聞きつけたほかの使用人たちがやってくる直前の、まさに危き機き一いつ髪ぱつだった。




　しばらくは、ラナの口を押さえたまま、酔すい漢かんと思おぼしき若者が運ばれていくまで息をひそめていた。が、手を離した瞬間、ラナは怒ど濤とうのように声を発した。

「黒龍師団員が襲ってきて、あたしの部屋に奥方さま。よし、夢なのよね。いや、夢じゃないってば。待ってどうなってんのよこれ!?」

「ら、ラナ。落ち着いて」

「馬鹿っこれが落ち着いていられるわけないでしょ!?　ああ待って奥方さまになんて口きいてんのあたし申し訳ございません！　いやだから奥方さまじゃなくてフェルで、それでどうしよう!?」

「とりあえず落ち着いて!?」

　完全に混乱したラナを前に、うまい言い訳が思いつくはずもなく──というより、この際もうどんな言い訳もしようがないので、できる限り当たり障さわりなく端たん的てきに、ラナに諸しよ事じ情じようを説明する羽目になった。

　何度もがくがく頷うなずきつつ、彼女はひとまず、話を聞いてくれはしたものの──

「なるほど……本物のシレイネさまが病弱だから、身代わりで嫁とついできた、と……」

　ひととおり説明し終わった後、現在、ラナは無表情で、状況を確認している。

　完全に目が据わっていた。

「で、今の奥方さまは本物の『シレイネさま』なのね。そう……いろいろ納得したわ」

「さようです」

　こちらはこちらで、頭が真っ白になったまま、フェルは同意した。

　しかし、よくよく考えれば、フェルはもう身代わりをクビになっているのである。

（今はちゃんと本物のお姫さまになってるんだし、入れ替わりの確たる証拠があるでもなし、現状ならラナにそこそこ話しても問題ない──はず。たぶん）

　それに、これからユナイアに帰るフェルとしては、雑草育ちの仮花嫁が、本当に病弱な本物嫁に入れ替わったことを心得ている人間が、お城に一人くらいいてくれたほうが、シレイネさまのためには心強い、という腹もある。

（何より。ずっと騙だましっぱなしでいたこと、謝れてよかったのかもってね。むしろ……、よし）

　フェルは大きく息を吸い、勢いよく頭を下げる。

「ラナ、今までごめん！」

「え？」

「何回でも殴なぐってくれていいよ。気分悪いでしょ」

　今まで、本物のお姫さまだと思ってかしずいてきた相手が、お姫さまどころか、身分も血ち筋すじもないそっくりなだけのド庶しよ民みんだったのだ。

　騙されていたことに憤ふん慨がいして当然だ。

　後こう頭とう部ぶに肘ひじの一いち撃げきでも覚悟していたフェルは、いつまでも来ない衝撃にふと顔を上げてみた。

　ものすごいしかめっ面つらになったラナと、目が合う。

「なに謝ってるの。やめてよね。あたしが悪者みたいじゃない」

「はい？　悪者……？」

「本物も偽物もないわよ。あんたはまた、あたしのこと助けてくれたんじゃない」

　今回だけではない。

　シレイネ姫に嫌がらせをして、クロウに処しよ刑けいを言い渡されそうになっていたとき。

　クロウの次兄イグレックに、理り不ふ尽じんないいがかりをつけられて斬きり殺されそうになったときにも。

「……それだけじゃないわ。ユナイアの王女さまに八つ当たりしたあたしに、あんたが忠ちゆう告こくをくれたんじゃないの。あたしこそが、ひどい目に遭あわせてた張本人だったのに」

「別にひどいとは思ってなかったよ、恨うらむのは当然だって今でも思ってるし」

「……ほらね。変な子だったら」

　フェルが慌てて言うと、ラナは不ふ機き嫌げんそうに額を覆う。

「あたしがあんたを殴れるわけないでしょ！　むしろ、頰でも引っぱたかれてしかるべきはあたしのほうじゃないの！」

「そんなことないって、それに女の子の顔に傷つけたら先生に泣かれる！」

「だからあんたの性別はなんだってのよ」

　はーっと長いため息をつき、ラナはそこで、やっとぎこちなく笑った。

「そう。あんただったのね、全部。あたしのこと助けてくれたのも、殿下を、このお城を、変えてくれてたのも」

「え？」

「ああ、この部屋に奥方さまがいるのって、すっごく衝撃的な光景だわ……。ねえ。あんた、本当の名前はなんなのよ」

「あ、それはフェルディアで合ってるの。こっちの名前は本物だから」

「そっか、じゃあ改めてフェル。……ありがとう、助けてくれて。もう、なんだか変な感じ。でも改めて言わせて」

「！」

　フェルは目を瞠みはる。それから、そっと頰を緩ゆるめた。そんなフェルの様子に苦笑したラナは、「で、どうすんの？」とフェルに尋ねてきた。

「これから。……身代わりが終わったからって、すぐユナイアに帰るの？」

「え、うん。事情とか、報告しないといけないかたもいるし……」

「そんなに急ぎ？　ちょっとゆっくりしていったら。エルラントに来ることなんてもうないでしょ？　冬至ユールのお祭りのとき以外、城下町だってろくに見てないんじゃないの」

「……そういうわけにはいかないよ」

「あら、そう？　でも、病弱なお姫さまのこと、そのままにして帰っていいの？　もしもがあったとき、あんたがいちばん頼たよりになるんじゃないの？」

「それは……」

　確かに、そこは相当に不安なところだ。

（浄じよう石せきを香こう炉ろに放り込んだだけで、本当によかったのかも分からないし。経過、ちゃんと確かめていかないと）

　なりゆきでラナに秘密を明かしたものの、シレイネ姫にもしもがあったとき、ユナイアとの連絡を取ることができるのは、自分だけなのだ。

（どうしよう）

「まあ、お城で働く一使用人的には、正直、あんたがお姫さまに戻ってくれたほうが嬉しいんだけどそれは置いといて」

　揺れるフェルには、ラナのぼそっとした呟つぶやきは聞こえていない。

「ん？　ラナ、なんか言った？」

「ううん。単に、ずるずる居着いちゃうのが心配なら、期限を決めとけばいいんじゃない？　ってだけの話」

　たとえばそう、十日間だけいて、シレイネ姫の体調に別状がなさそうなら、故郷に帰るとか。

「！」

　その提てい案あんに、フェルははっと顔を上げた。

「なるほど……」

「それまではここにいなさいよ。こちとら、あんたに命救われてるのよ。それぐらいの恩返しはさせてくれなきゃ困るわ」

　ハイ決まり！

　フェルが何か言う前に、ラナは勝手に、さっさか決定して手を叩いてしまった。

「奥方さまの安あん否ぴを見届けるなら、ここで寝泊まりしなさい。その間、みっちりお肌を磨みがいてあげる。はい、いい感じに最初に戻った。顔貸しなさいフェル、化粧水塗るわよ、……って」

　ラナはそこで一拍置き、唐とう突とつに尋ねてきた。




「ねえ。あんたが茫ぼう然ぜんとしてたの。ひょっとして、クロヴィス殿下絡がらみ？」




「……！」

　突然脈みやく絡らくなく振られた話題に、フェルは思わず凍こおりついた。

「なっ、なっ、なんでっ」

「はーあ。道理で、銭絡みにしちゃ雰ふん囲い気きが甘あまいというか、悩める恋する女の子みたいな空気だって思ったのよね。案の定だわ」

　続くラナの台詞せりふに、フェルはかくんと顎あごを落とした。

　こい。

　……恋？

「へ？　恋する乙女おとめって。誰が誰に？」

「そりゃあ、あんたが、クロヴィス陛下に。って、この流れでほかの人間だったほうがおかしいでしょ」

「あ、そっかーそうだよね。って、ちょっとちょっと。違うって」

　ノリで納得しかけたフェルは、慌てて待ったをかける。

「クロヴィス殿下が好きなんでしょ？」

「好きじゃない！」

　思わず反射で叫び返して、フェルはしまった、と思う。

　今のは噓だ。

　恋心かどうかなんて、そんなものは分からない。でも、彼が好きなのは事実だ。

　ラナに噓はつきたくないな、と思った。だから言い直す。

「好きじゃない、……じゃなくて。好きだったらいけないと思う」

「報むくわれない恋はしたくないってこと？」

「だから、恋じゃ……」

「よし分かった、じゃ、あんた、クロヴィス殿下の近くにいたら、心臓がうるさいと思ったことない？　あと、気づいたら彼のこと考えてるとか」

「……ある」

「ずっとそばにいたいなぁとか思わない？」

「…………思う、けど」

「ほら間違いない。あんた、殿下に恋してるのよ。重じゆう症しようね」

　そんな病名みたいに宣せん告こくしないでほしい。

「や、……なんか、字じ面づらにされるととても恥ずかしいんだけど」

「まあ、あんたみたいな野や生せい児じなら、変なとこで無自覚でも無理ないかもね。言ってるあたしはもっと恥ずかしいから安心なさい」

　好きは好きだ。でも、恋？

　ぴんとこない。

「やっぱ違うと思う。いや、好きには違いないけど、あくまでそれは、人間として〝好き〟っていうか。なんていうんだろう。昔、恋愛劇作家の書しよ斎さいを整理する仕事してたとき、『きみ、恋は蜜みつのように甘くて、涸かれた大地にも花を咲かせる水だよ』とかって言われたし。それは、劇作家なにがしの広告にいつわりありってことになるんじゃないかと」

「なにハキハキ頓とん珍ちん漢かんなこと言ってるの」

「だって、苦しいから」

　フェルの『好き』はサッパリ甘くない。ひたすら不ふ毛もうで、苦にがくて、非ひ効こう率りつ的てきで、どろどろしていて、捨てられるものなら捨てたいほど苦しい。

「嫌いにならなきゃいけないし、忘れなきゃいけないんだってば。だってわたし、偽物で、孤児のフェルだし。あの人のこと考えて苦しむだけ、無む駄だに体力使って食べたごはんが無駄になるじゃない」

「それのどこがいけないの？」

　ラナにきょとんとされ、フェルははっと息を吞んだ。

「いーわよ。百歩譲ゆずってあんたのそれが恋じゃないとする。でも、嫌いになることはないでしょう。甘くもなくて、報われないかもしれないけど、あたしなら、この人のこと好きになるんじゃなかったなんて思いたくないし。それって相手にすごく失礼よ」

「失礼……？」

　自分の感情が制せい御ぎよできないことがもどかしくて怖い。でも。

（そっか、そう、かも）

　彼を好きなのはフェルの個人的な事情で。自分が楽になるために、相手を避さけたり嫌いになろうとすることは、とんでもなく卑ひ怯きような気がする。

「どうして認めちゃいけないの？　嫌いだって思わないとやっていけないくらい、好きな人に巡めぐり合えたんでしょ。この人と出会って、この人のこと好きでよかったなーって思いながら忘れていけるなら、それもいいかなって、思わない？」

「……っ」

（旦那さまのこと。好きじゃないって、思わなくていいのかな）

　恋かどうかなんて分からない。

　でも、好きではいて、構わないんだと。

　その瞬間、じわっと目が潤うるむ。

　胸の奥につっかえたまま、ずっと我が慢まんしていたものが、堰せきを切って溢あふれ出した。

（ああもう。泣きたくなんてないのに！　一文の得にもならないし、お腹が空すくから──）

　堪こらえようとしたが、無理だった。

　視界が潤うるみ、流れる。目から大粒の涙が盛り上がり、ぼろぼろとこぼれていく。歯を食いしばって嗚お咽えつを堪えるフェルは、ばふっと抱き込まれて息を吞む。

「ラナ、苦しい」

「だったら泣かないでって！　慣れないわね、その奥方さま顔！　その顔で泣かれると、あたしの罪ざい悪あく感かんしゃれになんないわ」

「な、泣いてない……。やだよね、年を取ると涙るい腺せんが弱くなって」
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「あんたあたしより年下でしょうが。喧けん嘩か売ってんの」

　くだらないやりとりで気をなだめ、涙腺を落ち着かせるべく、大きく息をつく。

「クロヴィス殿下に、何も言ってないんでしょ？　いいの、このまま帰っちゃっても」

「ううん」

　フェルはがしがしと目元を乱らん暴ぼうに拭ぬぐい、精いっぱいの笑顔になってみせた。

「ありがとう。なんか、元気が出てきた」

　噓をついたまま、あんな終わりにするんじゃない。

「召使姿のほうでも、いろいろお世話になったし。ちゃんとお礼を言って、ふんぎりつけてこようと思う」

　大嫌いだ、と言って別れた花嫁ではなく。

　──彼のことを好きになった一人の『フェル』として、ちゃんと終わらせてみせるために。
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　──私の小さなお姫さま。

　兄はいつもそう言って、幼い彼女にいろいろなものを贈ってくれた。

　飴あめ玉だまみたいな色とりどりの宝石つぶ、ガラス細ざい工くの蝶ちようの虫むし籠かご、美しい純白のシフォンのドレス。

　いつも、薄うす気き味み悪そうな目で娘を見る父王の分まで埋うめるように、兄は、まるで蜜みつがけの砂さ糖とう菓が子しみたいに、たっぷりと彼女を甘あまやかした。

　彼女は、兄が大好きだった。

　兄しか、いなかった。

　──おやすみ、小さなお姫さま。お前の苦しむ姿は、何より見たくない。早く元気になるんだ、いいね。

　熱を出すたび、彼はどんなに忙しくてもすっ飛んできてくれた。大きな手で髪を撫なでられて、頰ほおに軽くくちづけられて。

　そうだ、あのとき確かに、彼女は、世界で誰より幸せなお姫さまだった。

（……いいえ、セタンタお兄さま）

　今、自分を守る人は、いない。

　自みずからが戦うしかない。




　薄うす闇やみに、橙だいだい色いろの燈とう火かが揺らめいている。

　季節外れの大きな蛾がが一匹、自ら炎ほのおに飛び込んだ。白い翅はねがぱっと明るく輝き、たちまちに燃え落ちる。

（……自ら死に向かうなんて。嫌いやな虫）

　灰になった蛾の亡なき骸がらを横目で眺ながめ、シレイネは、ふっと息をつく。よく考えれば、同どう族ぞく嫌けん悪おに近いものだ。

　──きっと、生きては帰れない。

　浄じよう石せきをフェルに委ゆだねたとき、彼女は、ぼんやりと覚かく悟ごを決めていたはずだった。

　事実、血を吐はいてもがき苦しみ、身体からだは着実に死へと向かっていたのだ。いよいよ、離り婚こんして生せい還かんするという選せん択たく肢しを諦あきらめ、それなら毒どく龍りゆうを道連れにするかと考えていた、矢先のことだ。

　ここ四日ほどで、体調に変化が表れている。青白さを通り越して、向こうの景色が透すけて見えそうな肌は赤みが差し、枯かれ枝のようだった指は白しら魚うおのごとき美しさを取り戻していた。

（……なぜ？）

　首を傾かしげた。

　この身体は「とても脆もろい」。それは、ずっと使い続けてきた自分が、いちばんよく知っている。

　なんの理由もなく、勝手に調子がよくなるはずがないのに。

（いいえ。理由はいずれ探るとして。……動けるようになったのだから、先にやることがあるわ）

　ふわふわと、数あま多たの青い蝶が宙ちゆうを舞う。

　その羽ばたきと同じくらいおぼつかない足取りで、シレイネは、湿しめっぽく、暗い廊ろう下かを歩いていた。

　すれ違う人々には、誰も見ることのかなわない、燐りん光こうを発して飛ぶ不思議な蝶だ。時折互いにぶつかっては、かすかな光の粉を撒まき散らす。

（あの子だけだものね。これが、視みえるのは。ああ、でも、これから会うひとにも、かしら）

　見張りの黒こく龍りゆう師し団だん兵へいに微笑ほほえみかけると、ぎょっとしたように敬けい礼れいを返される。

「奥方さま……？　どうしてこのような場所に」

「ご苦労さま。ちょっと、会いたい人がいるのですわ」

「は？　ですが、この先にいるのは……」

「いいの」

　時折よろめき、冷たい石いし壁かべにすがりながら歩く奥方さまを心配したのか、何人かはついてこようとした。断りついでに、人ひと払ばらいを命めいじておく。ためらいつつも、彼らは従したがってくれた。

　着いたのは、黒龍城の歴史を見届けてきた、古びた石造りの側塔のひとつ。陽の射さない空間だった。

（ちゃんと、光の入らない部屋を貰もらえたのね。月明かりもないけれど、壁石には夜や光こう石せきが含まれているし、ニワトコの浄じよう香こうまで薫たいてある。居い心地ごこちがよさそうなこと）

　運び込まれた調度も、質しつ素そだが悪くはない。ここに暮らしている目的の人物は、椅い子すに腰掛け、灯火ともしびの淡あわい明かりを頼たよりに、読書をしていた。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう。少しお時間よろしいかしら？　誇ほこり高い『高原の民』が当とう主しゆ、キリヤ＝イル＝ティカル」

「!?」

　きいっと木の扉を押し開けたシレイネに、青みがかった銀ぎん髪ぱつを揺らし、キリヤは本を取り落とした。いい驚き方だな、と冷静に思う。

「あなたは……」

　慣れない地で暮らしているという条件は同じなのに、予想外に顔色がいい。彼はきっと、シレイネほど脆くはないのだろう。うらやましいことだ。

「花嫁さまが、いきなり病弱になったいう話は、少しだけここまで聞こえてるました。まさかと思っていましたが……なんて、無茶を」

「取り戻したいものがあるの。そして、あまり時間がないのよ。だって、ワルプルギスの夜が近づいてくるのだもの」

　シレイネは無表情に言った。

　ふと思う。立夏ベルテイナの前夜になれば、フェルを手に入れられるなどと、あの男は本気で思っていたのだろうか。

「一年でいちばん、昼と夜、現世と異界の境きよう界かいが曖あい昧まいになる夜が来る。……このままでは、間に合わなくなるわ」

　シレイネは、かつかつと靴くつ音おとを鳴らして部屋の中央に歩いていく。キリヤの正面に立つと、さらりと髪を搔かき上げた。

「あなただって、無関係ではないでしょう？　育ててくれた一族を守るため、『眠らずの蝶』を作り続けていた、義ぎ理り堅がたくお優しい首しゆ長ちようさま」

　彼が何を賭としてもイル族を守ろうとしたように、自分にだって果たすべき目的がある。

「きんぽうげの花蜜と、月げつ長ちよう石せきのかけらは、わたくしも持っているのよ。あとは毒どく蝶ちようの翅はねと、赤く光る夕ゆう輝き晶しようと……」

「……『眠らずの蝶』を作るなら協力しませんよ。虜りよ囚しゆうの身で動けない以前に……どうせ、黒こく龍りゆう公こうに使う気でしょう」

「けちなおかた。ひどい。わたくしを捨てて、あの男に肩入れをするの？」

「捨てても何も、あなたとは初対面ですが、黒龍公には恩おん義ぎがあります。でも、ぼくは一度、あのかたを裏切っているます。もう同じことはしません。何が悪いですか。育った環境を重んじるのは、あなただって、同じでしょうに」

「恩義？　友情？　やあだ。あなたって、ずいぶん人間臭くさい考え方をするのね」

　唇くちびるを尖とがらせるシレイネに、キリヤは胡う乱ろんなまなざしを向けた。

「言葉、改めます。同じ……ではないですね。あなたは、ぼくと、ずいぶん違うです」

「違う？　何が」

「深しん窓そうの姫君だったせい、ですか？　夕暮れか、朝焼けか……宿す色の違いはあれど、ぼくと、ほとんど同じ環境で育ったはずなのに。あなたの思考は、より……同どう胞ほうたちに近い気がします」

　一度言葉を切ると、キリヤは、じっとシレイネの顔を見つめた。

「刹せつ那なにすぎない瞬間を、未来永えい劫ごう大事に、変わらず留とどめておけると思っている。少しうらやましいです」

「……結局、力を貸してはくれないのね。でもいいわ。呪毒はそれだけじゃないもの」

　シレイネは、宙に指を差し出す。

　長い髪にまとわりつくように遊んでいた青い蝶の一匹が、ふわりと爪つめの上に留まった。ゆっくりと翅はねを開け閉めするそれを、キリヤはしばらく不思議そうに見ていたが──

「それ。あなたが連れている青い蝶──まさか、『ゆかずの現うつつ』……ですか？」

「『眠らずの蝶』でも、この蝶でも。結果は同じだものね」

　青に見えた蝶の翅はねは、よく見れば、うっすらと不ぶ気き味みな赤い輝きを帯びている。指先で休む一匹に、軽くくちづけるシレイネに、キリヤは息を吞のむ。

「……そんなものを持ち込んで、どうする気、ですか」

「教えない。あなたきっと、大好きな大好きな『黒龍公』に告つげ口ぐちしてしまうもの。この青い蝶のことも言ってしまうのよね。でも、ざぁんねん。これは、あなたにしか視えないわ」

　わたくしが何かしようとしても、止めようがないわね。

　赤い唇に、内ない緒しよ話ばなしのように白い指を押し当てて。咽の喉どの奥を鳴らすように嗤わらい、シレイネはくるりときびすを返す。

「わたくし、外に出たのは初めて。でも、ここは退たい屈くつなお城だわ。……愉たのしく『奥方さま』として過すごすには、少しくらい、お遊あそびも必要だと思うの」

「待ってください。何をするつもりですか、あなたは──！」

「さあね。牢ろうから出られもしない虜囚が聞いても、仕方がないこと、かしら？」

　立ち上がり、顔色を変えて引き留めようとするキリヤの鼻先で扉を閉める。

　内側から扉を叩たたく音が聞こえたが、シレイネはもう聞いていなかった。

　必要性を感じなかったせいもあるが、何より彼女には、早く部屋に戻らなければいけない理由があった。

　このあとに控ひかえているのは、思い出すと憂ゆう鬱うつになる用事。

（……お部屋に、嬉うれしくもないお客さまが来る予定だもの）




「ようこそ、旦だん那なさま。ふふ」

　指先でなぞりつつ、シレイネはあでやかに赤い唇の端を上げた。目の前の長椅子には、相変らず無表情を貫つらぬく『旦那さま』がいる。

　シレイネは、見舞いを申し入れてきたクロウを部屋で迎えていた。

「今朝は、キリヤに面会に行ったそうだな。……また、何を企たくらんでいるのやら」

「別に何も。ただ、毒龍に囚とらわれの身となった先せん輩ぱいに、お話を聞いておきたくて。あなたこそ、わざわざ気の向かないお見舞いにいらっしゃるだなんて、物好きでいらっしゃること。似合わないお気き遣づかいは、エルラントの流は行やりなのかしら」

「さあ。ちまたでは手すりに妻が座るのが流行っているそうだが、物好きのほうは聞かないな。……思ったより元気そうじゃないか」

「ええ。もっと健康になりたいから、建設的なお話がしたいわ。心は決まりまして？　本日のご用はなあに。離り縁えんのご相談？　神誓ゲツシユの解除のお話？」

　手すりにしなだれかかって、彼女は、ふふ、と嗤う。

　テーブルに並ぶお茶菓子は、白鳥をかたどったラングドシャ。たっぷりと木き苺いちごの赤葡ぶ萄どう酒しゆ煮をかけたチーズタルト。金きん縁ぶちの、白はく磁じのカップを満たす紅茶から、ほのかに湯ゆ気げが立ち、ふくよかな香りを振りまく。

　繊せん細さいな指で、無む造ぞう作さにカップを捉とらえる。白すぎるほど白い咽喉を、こくりと上下させ、彼女は一口茶を含む。

（……あら。この男、虚きよ勢せいでも、軽かる口くちを叩たたける程度には余よ裕ゆうが戻ってきたのね。さあ、どうしましょうか）

　思い出す。二年前に彼をやり込めたときは、息の根こそ止め損ねたものの、彼の迷いを利用したのだ。

　どうも、シレイネに変装したフェルに会ったことがあるらしい。顔も声もすっかり同じ姫君が、まさか別人であることに気づくべくもなく、彼は、『再会した』シレイネに、懐なつかしそうに少し目元を和やわらげた。向けられた感情が好意のたぐいであることは、すぐに分かるまなざしだった。

　その瞬間、彼女は、彼の気持ちを最大限利用することを決めたのだ。

（あのときは、きっと油断もしていただろうし、甘さもあった）

　だが、さすがに同じ手は何度も通用しないだろう。

（どうせ、フェルを取り戻すために、情報を漁あさりに来たのでしょうけれど……おあいにくさま。わたくしの目的も、あの子の行方ゆくえも、そう簡単に、気取らせはしないわ。あの子を渡すわけにはいかないもの）

　シレイネの勝利は、フェルについての情報を漏もらさず、クロウから「離婚する」という一言を引きだせば確定する。

　毒龍にとって、フェルが急きゆう所しよたりえると分かった今、その瞬間まではあとわずかのはず。

　フェルを乗せた馬車は、行き先も経けい路ろも、誰にも分からないように、慎しん重ちように手を打っておいた。

「そうだな。それじゃ、本題に入ろうか」

　クロウは、感情のこもらない声で切りだす。

「俺はしばらく、なぜ、お前自らが俺のもとに嫁とついできたのだろうと考えてきた。しかも最初は身代わりを立てておきながら、だ」

　ほら、やっぱり。

　シレイネは目を細めた。予想通りだ。のらりくらりとかわせばいい。
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「……なんのお話かと思えば。言いましたでしょう？　わたくし、名前と自由を取り戻しに来たのだって。もう、お忘れなの？」

「そういう建前の話じゃない。本当の目的についてだ。よほど俺を殺したいのかと思ったが、それならば身代わりの娘に命じるなり、もっと確実な刺し客かくをよこすなりするだろう。だが、なぜ自みずから、死に急ぐようにここに来た？　と」

　茶ちや々ちやに構かまわず、クロウは続けた。

「──お前自身に、俺のもとに来る目的があったわけじゃない。身代わりのほうをユナイアに帰す必要があったんじゃないかと」

「……」

「その件に絡からめて、面おも白しろいことを耳にした。……お前が、通りすがりに孤こ児じを助けた話だ」

　クロウが急に出した話題に、シレイネはぴくりと肩を揺らした。

「なんの、お話？」

「孤児の娘には、毎年鈴すず蘭らんを贈ってやったり。ずいぶん、仲がいいらしいな？」

　どこでそれを。

　唇を嚙みたい衝しよう動どうを抑おさえ、シレイネはクロウを見つめた。彼はこちらに目もくれず、どうでもいい世間話でもするように続ける。

「ユナイアの毒どく花ばながご執しゆう心しんとは。ただの身代わりにしては似すぎていると思っていたら、どうも、俺は、予想外に面白いものを手に入れていたらしい」

「……果たして、面おも白しろいかしらね。そもそもまったく顔が同じ身代わりなんてもの、常識的に考えて、荒こう唐とう無む稽けいだと笑って済まされそうな話だけれど」

　口に出してから気づく。話題を逸らそうと焦あせり、下へ手たを打ったかもしれない。

　そして案の定、クロウは、シレイネの手落ちを見み逃のがしてはくれなかった。

「へーえ？　ついさっき、名前を取り戻すと宣せん言げんしたのをもう忘れたのか。第一、お前が、自分でこの間出した話だが。少なくとも五年前に、俺の口に肉を突っ込んでくれた『シレイネ』は存在するはずだからな。しかしお前は、そんなこと『記き憶おくにない』んだろう？」

　先ほどの茶々どころか、先日皮ひ肉にくに利用してやった件まで使ってやり返された。まったく、イイ性しよう根ねをお持ちだ。

　シレイネはじっと表情を消して彼の話に耳を傾けていたが、髪を搔かき上げて、ゆっくりと長椅子の手すりから身をもたげる。

「よろしい。……たとえば。百歩譲って、あなたがおっしゃる、わたくしそっくりな身代わりの娘とやらが、実在したとして。仲がいい？　わたくしと、孤児とが？　勘かん違ちがいしてらっしゃいませんこと。影かげ武む者しやを務める程度の価値なのよ？」

　妄もう想そうもたいがいになさって。

　言い捨てると、シレイネは、手すりに頰ほお杖づえをつく。

「ご執心なのはあなたでしょう？　でも、残念ね。身分も血ち筋すじも後うしろ盾だても何もない、ただ顔ばかりがわたくしによく似た娘を、どうやってそばに置くおつもりかしら」

　シレイネは、ふうっと吐と息いきをこぼす。艶つやめいた声で、「わたくし、嫉しつ妬と深い女なの」と続けた。

「わたくし以外に目移りをされては嫌よ。最愛の旦那さまが、わたくしの偽にせ者もののような愛あい妾しようを囲うなんて耐たえられない。何かの弾みで、その娘の顔を焼き潰つぶして目を抉えぐり出してしまいそう」

「お前の偽者の孤児……ね」

　クロウは嗤い返す。彼女と同じ笑みで。

「俺は、その影武者と孤児が同じ娘だなんて、ひと言も言っていないが？」

「……っ！」

「先ほどから、やたら話を混ぜっ返すと思えば。よほど、身代わりの娘には興味がないと言い張りたいようだな。ここには銀など埋まっていないと看板を立てて墓ぼ穴けつを掘る、東方の昔話に出てくる愚ぐ者しやのようだ」

　シレイネは、爪を嚙かみたい衝しよう動どうに耐たえた。

（おかしいわ。フェルの行方を知っているわたくしのほうが、有ゆう利りなはずなのに）

　先ほどまでは、ただの虚きよ勢せいにしか見えなかったクロウの笑みが、急に、得え体たいのしれない不ぶ気き味みさを帯びて見えてくる。

　白い手が震ふるえ、紅茶の表面にさざ波を立てる。それでもシレイネは笑顔を貫いた。




　一方。

（動いた）

　クロウは、じっとシレイネの様子を観かん察さつしていた。

（この女は、俺が、フェルの居場所を摑みようがないのだと侮あなどっている。だから、この見舞いの目的も、フェルに関する情報を引き出すためと考えるはず）

　だが、一番の目的は、その油ゆ断だんに切りこんで、彼女を揺さぶり、不安を覚えさせること。

──そうやって追い詰めた先に、この状況を崩す足がかりがある。

（……さあ、狐きつね狩がりだ）

　しかし、一瞬怯ひるんだものの、シレイネはすぐに態勢を立て直した。

「あら、お話の流れから察さつしただけですのに。けれど、わたくしの揚げ足をとったところで、何も解決しなくってよ。だって、わたくしと交流があったとしても、孤児は孤児ですもの。あなたが手に入れようがないところは、変わりない」

「ああ。たしかに、ただの孤児ならそうだろう。だが……最近、こんな噂うわさも聞いた」

　クロウはそこで、ふと話題を変えてみた。

「ユナイア王室には、時たま夕暮れ色の子供が生まれるらしいな。女性にばかり顕あらわれる、その性質を持った娘は、ほとんどが、幼くして必ず神かみ隠かくしに遭あってしまう、とか」

「……わたくしは、現にこうしておりますけれど」

「ああ。最新の記き録ろくでは、お前の曾そう祖そ母ぼに当たる女性が行方不明だそうだな。なにせ、珍しい容よう色しよくだ。そして、ユナイア王室は麗うるわしい見目の血けつ統とうとしても名高い。……姿を消した姫君が、殺されるのではなく、どこか王室の外で子を産んでいてもおかしくはない、と思わないか？」

　クロウは目を細めた。

「おかしな旦那さま。うふふ、なんの証しよう拠こがあってそんなことをおっしゃるの？　聡そう明めいで名高い黒龍公ともあろうかたが。言うに事欠いて、根も葉もないでっち上げで、ユナイア王家の系けい譜ふにけちをつけるおつもり？」

　クロウは、じっとシレイネを見る。優ゆう雅がな笑顔を浮かべた薄皮一枚の下に、どんな真意を隠しているのか、全てを見み透すかそうとするつもりで。

「ふうん？　ユナイアの系譜にけち、ねえ……これはまた、妙みようなところに食いついてくれる」

「……妙？」

「俺はてっきり、そんな話があるのか、とでも適てき当とうにあしらってくるかと思っていたんだが」

　たとえ攫さらわれた曾祖母が、本当に市し井せいで子供を産んでいても、生まれた子は正せい統とうな血筋と認められない。無理やり攫さらわれたのならユナイア王家は被ひ害がい者しやであり、瑕か疵しもない。

「だから証拠が出ようが、痛くも痒かゆくも無いはずだ。……そう、〝普通〟ならな」

「……あら。そう」

　シレイネ姫は、一瞬だけ、きゅっと唇を強く引きしめた。

　それは、すぐに先ほどのような孤こを描いたが。──触れてほしくないことに話が向いたとき、無意識に出やすい行為のひとつだ。

（ユナイアは執しつ拗ように夕暮れを身に宿す姫君たちの存在を隠してきた。ここで、こいつが俺に知られたくないことがあるとすれば）

　姫君たちの失しつ踪そうについて、ユナイア王家には探られたくない秘密がある。

　もしくは、本当に攫われたとして、攫って子を生なした〝事実〟を探られるとまずい。

　そしてシレイネは、おそらく、それらの詳細を知っている。

（系譜に傷がつく、となると……フェルも、殺してしまうわけにはいかないくらい、ユナイア王家にとって重要な存在なのか？）

　だが、それならばなぜ、セタンタ王は彼女を身代わりになど出してきたのだろう。

（と、いうよりは……この秘密を巡って、おそらくセタンタ王とシレイネ姫には、意見の相そう違いが生じたんだ）

　セタンタ王は、フェルに背せ負おわせたシレイネ姫の名は惜おしんだだろうが、本人のことは捨すて駒ごまにしても仕方ないと考えていたはずだ。一度身代わりに出すからには、当然、最悪の結果も織り込み済みのはず。

（途と中ちゆうでセタンタ王が『戦争になってでも、花嫁を返せ』と主しゆ張ちようを変えてきたのは、シレイネの不満を酌くんだからなのだろうが……直接打ってきた手は、ガウェイン殿どのという、王家とも国とも直接関わりのない聖せい職しよく者しやを、それもたった一人きりで、冬至ユールの行事にかこつけて派は遣けんすること）

　セタンタには、積極的にフェルを取り戻すことに迷いがあった。だから、お茶を濁にごした。

　だとすれば、シレイネは自分で行動するしかなかったのだ。

　兄王が動かないなら、ユナイアを動かすことはできないから。

「あなたのお話は、仮定ばかりね。くだらない」

　しばらく黙っていたシレイネは、やがて、苛いら立だちを隠しもせずに目を眇すがめる。

「わたくしの揚げ足を取って、些さ細さいなつまずきを、さも重要そうに誇張して。孤児に過ぎない身代わりが、わたくしにとって『重要かもしれない』、ユナイア王統に『瑕か疵しがあるかもしれない』……だから？　絵え空そら事ごとを並べて、何をおっしゃりたいの？」

「お前は、身代わりだ、偽者だとその娘を言う。だが、ここでは。……お前こそが、偽者にだってなり得るという話さ」

　ここはクロウの居城だ。

　その気になれば、シレイネを偽者に仕立て上げて殺し、フェルと取り替えてしまうこともできる。

「市井で子を産んだ、お前の曾祖母の話をしただろう？　作り話も、料理次第で、現実味を帯びてくると思わないか」

　その先はあえて口にしない。傍ぼう系けいだろうと、ユナイア王家の血をフェルも継いでいるならば娶めとるに問題はないと、はったりをかけるために。

「さて。どっちが本物のシレイネだろうな？」

　仕上げに目を覗のぞき込む。

（……？）

　そこで、違和感に気づく。

　彼女が、次第に余裕を失い始めていたのは分かっていた。

　けれど、今のシレイネは、凍こおりついたような、殺さつ意いすらくゆらせる真剣な視線で、クロウの青い瞳を射い貫ぬいていた。

「毒どく龍りゆう。答えて」

　淡たん々たんと、シレイネは呟つぶやいた。

　ぞっとする。

　目の前にいるのは、小さな姫君に過ぎないのに。

　どこか人間離れして見えるほど、感情のすべてを取り払った、静せい謐ひつな声だった。

「どちらが本物か、と言いましたわね。どういう意味かしら。あなたは──何を。どこまで知っているの？」

（何を、どこまで……？）

　その言葉は、やはり、彼女たちの関係には何かあるのだということの裏返しでもある。

　掘り下げて問い質ただしたくはあるが、今回の目的は、彼女に不安と焦りを与えること。だからクロウは、敢あえて深追いせず、わざと話を切りあげた。

「お前の考えているとおりのことだ」

「……答えていないわ」

「答える気がない」

　シレイネはしばらくクロウの顔を睨にらみつけていたが、やがて呪のろうように低く呟つぶやいた。

「邪じや推すいも好きにするがいいわ、毒龍。結局のところ、あなたが、欲しいものにたどり着けないことは、変わりはしないのだから」

「へえ。……たどり着けない、か？」

　クロウは唇の端を吊つり上げた。

「分かった。先ほどの話の続きは、せいぜい身代わりのほうを取り調べて、好きに尋ねておくとしよう」

「!?」

　この言葉に、シレイネはわずかに息を吞む。

「まさか。あの子を捕とらえているの……？」

　クロウは質問に答えず、立ちあがって話の終わりを示す。

　とたんに、シレイネの表情が変わった。色を失い、場を辞じそうとするクロウの袖そでを摑んで引き留める。

「毒龍公！」

「直接答える代わりに、香こう炉ろを見た、と言っておく。先日、お前の侍じ医いの報告で見せられたんだが、なかなか面白いものが入っていた。近いうち、それについても、詳しく聞かせてもらわなければならないな？」

「……香炉？」

　袖にかけられた白い指を外し、クロウは彼女に背を向けた。

「なんだ、知らなかったのか？　……では、気が向いたら見てみるといい。それを放り込んだと思おぼしき人物なら、そうだな。こちらの手のうちにある」

　それを聞くや否いなや、クロウの脇わきをすり抜けるように、彼女は続き間の浄じよう室しつへと駆ける。身体のつらさも忘れてしまったかのような俊しゆん敏びんさで。

　やがて浄室から、小さな悲鳴と、ごとりと何か重い物を落としたような音が響いた。おそらくは香炉だろう。しかし、クロウは構わず、妻の部屋を後にした。
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「ちょっぴり元気になったんじゃないですか、我わが君きみ」

　シレイネを訪問したのち。執しつ務む室しつで待ち構えていたケイに、「何が？」とクロウはそっけなく返した。

　ケイは肩を竦すくめ、軽かる口くちで応じてくる。

「相変わらず、寝てないのか隈くまとかひっどい有あり様さまですけど、なんか死んだ魚の目状態からやや脱出したというか。目だけらんらんと光る歩く屍しかばねに進化したみたいです！　あれ？　結局死んでる？」

「ケイ、寝不足のあるじのためにちょっと黙る気はないか。ほんのいっとき、男性の一般的な寿じゆ命みようが尽つきるくらいの間でいいんだが」

「要は死ぬまで黙ってろってことですね分かりやすいですねありがとうございます！　残念ながら自分め、死んで骨になっても舌だけは残してしゃべり続ける所しよ存ぞんでございますハイ、……って」

　そこでケイはふと表情を改め、声をひそめた。

「どうでした？　奥方さま」

「薄気味悪いくらい回復していた。多少のはったりも織り交ぜた甲か斐いあって不安を煽あおることには成功したようだが、どうも反応が妙だったことが気がかりだな……っと。わざわざ訊かずとも、お前、どうせ盗ぬすみ聞きしてたんだろう？　気配を消す芸当はさすがのものだな、隙すき間ま愛あい好こう者しゃの家か令れい殿どの」

「さて、なんのことでしょう」

　探りを入れるならもう少しまともな言い訳を考えて来い、とひっそり思ったが、敢あえて口には出さなかった。

「では、我が君。先日の問いにお答えは頂ちよう戴だいできますか」

　そこでふと、ケイはじっとクロウを見る。

　──〝奥方さまをどうしたいのですか〟

　投げかけられた問いのことを思い出し、クロウは「ああ」と頷いた。

「俺の妻はフェルだ」

　驚くほど無む造ぞう作さに返された答えに、ケイはあからさまに顔をしかめた。

「では、本物のシレイネ姫を殺して入れ替えるのですね。僭せん越えつながらお諫いさめしますと、それではセタンタ王の怒りを買い、ユナイアとの国交をめちゃくちゃにしかねないと……」

「いや？」

「え。違うので？」

「本物のシレイネは殺さない。生かしてユナイアに送り返す道を探る」

　クロウの声音は、内容にそぐわないくらい淡たん々たんとしていた。

「そんな方法あるんですか？　無理でしょう！　諦あきらめて生しよう涯がいを共にするか、殺すかの二択だと思ってましたけど!?」

「可能か不可能かは問題じゃない。俺にとっては性格破は綻たん者しやの毒女でも、あいつにとっては大だい恩おんのある聖せい女じよだという話だから」

　ケイは、しばらくそんなクロウの顔を探るように眺ながめていたが、やがて長く重いため息をついた。

「なんか、変わりましたねぇ、我が君」

「変わった？」

「ついこの前まで、こういうときは、どんだけ残ざん酷こくだろうと、確実な手段をお選びだったじゃないですか」

　クルヴァッハという箱はこ庭にわを守る龍。クロウはそう評される。

　ひるがえせば、大切な箱庭を脅おびやかす者があれば、必ず排はい除じよするということ。

「けど、そうですかぁ。彼女のために、ねえ……。あはは、そうか。思い返せば、急に変わったわけじゃなかったですね」

「は？」

　妙な反応が返ってきたので、クロウは思わずケイの顔を凝ぎよう視しした。

　いつもどおり、読めない笑みを浮かべたまま、ケイは、「いえいえ、つまらない感想でございますが」と手を振る。

「立サウ冬インからこちら、あなたが少しずつ変化しているようには感じていたんです。きっかけは、いつだって例の『奥方さま』だった。それを再確認して、……どこかほっとしている自身が、ちょっとばかし、おかしかっただけで」

　眉まゆをひそめるクロウに、ケイはしばらく愉しそうに咽喉の奥を鳴らしていた。

　しかし、次の瞬間には、常の笑みすら引っ込んでいる。

「……あ、でも。個人的には、満足のお答えなんですが。自分めも、そりゃいいね！　と素直に頷うなずけない事情もございまして」

　ケイの意向は予よ測そくしていたものだ。

　クロウは、樫かしの大机に背を預け、ゆっくりと腕を組む。

　孤この形に唇を歪ゆがめ、ケイは俯うつむいた。

「ユナイアとエルラントの関係を安定させながら偽物……いいえ、フェルディア嬢を正式に娶めとるための道を探すってのは、あまりにも至し難なんの道です。ようは『ユナイアへの切り札を失おうと、自分の望みを優先する』、そういう意味に取ってもよろしいので？　クロヴィス殿下」

　それはちょっと、自分め、承しよう服ふくいたしかねますねぇ。

『我が君』ではなく、『クロヴィス殿下』とあえて呼びかけるケイに、クロウは「お前、クローゼットの中で何を聞いていたんだ」と半はん眼がんになる。

「誰がそんなことを言った。ユナイアと外交を断だん絶ぜつするつもりはない」

「フェルディア嬢が、『王家の血を引く可か能のう性せいが高い』からですか？　そんな不確かな理由で、ユナイアを黙らせるなど……」

「見ろ」

　クロウは、机の上から羽根ペンを一本取り、反ほ故ごにした書類の裏に、何かを無造作に書きつけていく。

「おや。これは……ユナイアの裏系譜？」

　目を瞠みはるケイの前で、以前暖だん炉ろに放り込んで処分したはずのユナイアの裏系譜を、詳細まであっという間に完全に復元したクロウは、消えた姫君たちの名の上にある空白に、何かの数字を書き込んでいく。読みながら、ケイは眉まゆをひそめる。

「ダーナ帝暦三年、ウーベル帝暦二八年……ああ。これ、ユナイアとの戦争が起こった年ですね？」

「お前は気づかなかったか？　妙なことに、エルラントとユナイアとの大きな戦いくさはほとんど、消えた姫君たちの生まれた時期、または消えた時期にほぼ前後して起こっているんだ」

「！」

　最近では、フェルやシレイネが生まれた頃。例外がフェルがこちらに嫁いでくる直前だ。

「……戦は、ユナイアからではなく、エルラントから仕掛けたものがほとんどでしたね」

「この一いつ致ちに加えて、先ほどのシレイネの過か剰じよう反応……単に、花嫁が偽物か本物かだの、ユナイア王家の謎だのだけじゃない。エルラントとユナイアの不安定な関係の、根こん幹かんに絡からんでいるかもしれない。……もう少し詳しく調べてみたいと思わないか？」

「そーですねえ……。ええ。たまに、思うのですが」

　ケイは裏系譜と数字をじっと見下ろしながら、しばらく黙っていたが、やがてぼそりと呟いた。

「あなた様って気色悪いです。おもに頭が」

「おい。ハゲろだの頭おかしいだの気色悪いだの、俺の頭の言われようはさんざんだな」

「頭おかしいとハゲろは存じ上げませんが、気色悪いは褒ほめ言葉ですよ。きゃあ我が君きしょくわるーい、自分め、あなた様についていきますよ！」

　その台詞せりふに、クロウは軽く息をつく。

（我が君、な）

　手間のかかることだが、しばらく毒花に加え毒虫までは増えずに済みそうだ。

「んで。もと身代わり娘のフェルディア嬢ですが、どうも五日ほど前から、お城の使用人棟とうの侍女のとこに身を寄せたみたいですねぇ。よかったですねぇ留とどまってくれて。帰っちゃわないかヒヤヒヤしましたけど、女中の部屋なら敷地内だから目も届きますし、呼び出したり保ほ護ごすることだって……」

「呼び出す？　なぜ」

「それ、逆に自分めが訊きたいです」

　ケイはなぜか顎あごを落としている。

「今まで、あんなに嫌われても避さけられても罵ののしられても頰ほお張られても顎あごに掌しよう底てい食らっても元気に構いにかかってたじゃないですか。また、てっきり偶然を装よそおって何かするものだと」

「くだらないことまでよく覚えているな……。だが、それは妻にだろう。召めし使つかいにやってどうする。シレイネがいる限り、替え玉のあいつに会う手段はない」

　召使のまま、まさかあちらから訪ねてくることもないはずだ。

　現に、五日前に忍しのび込んできたときは、クロウは完全に逃げられたのだ。大嫌い、は脱だつしたとしても。

「クルヴァッハにいまだあいつが残っているのは、シレイネの体調を案じてのことだろう。……俺が出しゃばる道理もない。あいつも進んで俺に会いたくはないだろう」

「はあ。なあるほどねー……あくまでそう言い張りますか。その顔色で。はあ」

　目を逸そらしたクロウに、ケイはどこか、皮ひ肉にくげに片眉を上げてみせた。
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「ちょっとフェルあんた、芋いも袋ぶくろ用の麻あさ縄なわで髪くくらないでって言ったじゃない!?」

　明け方、空が藍あい色いろから紫むらさき色いろに染まる頃。

　起床してすぐ、冷たい水で顔を洗っていたフェルは、ラナの絶ぜつ叫きように振り向いた。

「へ、なんで？　ちょうどいい長さと細さなんだって。どうせこのあとすぐにカツラに押し込んじゃうし……」

「無理！　その奥方さま顔で芋臭い紐ひもよ!?　たとえ天とクロヴィス殿下が許してもあたしの美的感覚が許せない！」

　あっという間に紐を引ったくられ、代わりに簡単な刺し繡しゆうのある赤いリボンを結ばれる。

「これがビーズつきのヴェロアだったら……」などとラナは不吉なことを呟いていたが、フェルは聞かなかったことにした。

　同居を始めてはや五日。

　どうも、あり合わせのものでフェルを磨みがき上げることが最近ラナの中で流は行やっているらしく、毎晩顔に化け粧しよう水すいを塗ぬられ、髪に香こう草そう油あぶらをすり込まれている。

「あと、顔洗ったあと『ずへぇー冷たっ』とかって低い声で呻うめかないの」

（なんか、孤児院でもガウェイン先生に似たようなこと注意されてた気が……）

　この二人、話してみたら意外に馬が合うのかもしれない、とフェルはうっすら思う。

「カツラってことは、あんた今日も城下に出るの？」

「うん。今日は市場で賄まかないの下ごしらえと、小麦商の帳付けと、お針はり子こ。……さすがに黒龍城内で召使業に精を出すのはちょっとなあって」

「もう。食費は気にしなくていいのに」

　ラナのもとにかくまわれるとすぐ、例によってフェルは働き出した。

　タダ飯食らいが主しゆ義ぎに反するのもあるが、とりあえず、手足を経済的に動かしていないと落ち着かない。病気のようなものである。

　栗毛のカツラおさげとメガネの変へん装そうも続行中だ。何があるか分からないからだ。

「ほら、顔洗ったらこっち来るのよ。冬場の肌はガサガサになりやすいんだから」

「顔がバリバリでも、別に死ぬわけじゃなし……」

「駄だ目めよ、その奥方さま顔以下省しよう略りやくで、肌荒れされた日にはあたしが耐たえ切れないのよ！　うふふー、今日は何着せようかしらー、髪も結い直すからしばらくじっとしててよね」

　すとんとフェルを椅子に座らせて、鼻歌交じりに顔にぺたぺたと冷たい化粧水を塗っていくラナに、フェルはなんとなくくすぐったい気持ちになる。

　女中部屋での潜せん伏ぷく生活は、予想以上に楽しい。

　何はなくとも、気の合う女の子二人が揃そろえばとにかく話題が尽きない。夜がとっぷり更ふけるまでおしゃべりして、ラナに肌を磨かれて朝ばたばたと働きに出る。

　しかし、純じゆん粋すいに『楽しい』とだけ思うには、心の奥に引っかかり続けることがある。

（シレイネさまの様子を見守って、それから……クロヴィス殿下にお別れを言ったら、この生活もおしまい）

　ベルファスティスへ発たつまでの、期限は十日と決めていた。

　おもな懸け念ねん材料であるシレイネさまの体調は、少しずつよくなっていると聞いている。急な快かい復ふくのきざしに、侍じ医いはむしろ首を傾かしげているようだが、フェルとしては万ばん々ばん歳ざいだ。

　問題は、──クロウに、いつ別れを告げに行くか……。

（ずるずる先さき延のばしにしても、いいことない。どのみち覚かく悟ごが早いか遅いかなんだし）

　そう思いつつ、もう五日め。

　いつからこんな情けない性格になったんだろう。

（さよならを言ったら、ほんとに──）

　フェルはため息をつく。

　妻としての、彼との関わりは終わってしまった。

　召使としても別れを告げたら、もう、今度こそ完全に絆きずなは断たれてしまう。

（会いたくない。会いたい……）

　詮せん無ないことをぐじぐじ思い悩むのは、あまり経験がなく。今まで、せいぜい、戸と棚だなの裏っ側に小こ銭ぜにが転がり込んで取れなかったときくらいだったのに。

「フェル、どうしたの？　顔が暗いわよ」

「あー、いや。大したことないんだけど」

「ひょっとして考えてたの、こないだの変な黒龍師団員のこと？」

　全然的外れの話題が飛んできて、フェルはぱちぱち目をしばたたく。

「えーと、うん。あの酔よっ払ぱらい、確かに気持ち悪かったよね。あんな、正体なくすまで吞まなきゃいいのに。その割には酒さけ臭くさくなかった気もするけど……」

「ほんとね。もともとちょっとおかしい人なんじゃないかしら。殿下らしくないわ、どうしてあんなの使うのかしらね。目は虚うつろだったし、首に変なイレズミなんかしちゃって、あからさまに怪あやしいヤツだったじゃない」

　何なに気げないラナのひと言に、フェルは眉をひそめる。

「……いれずみ？」

「やだ。見なかった？　首の横のところに、大きな赤い蝶の模も様ようがあったじゃないの」

　その瞬しゆん間かん、フェルは、ざあっと顔から血の気が引いていくのを感じた。

（『眠らずの蝶』……！）

　そうだ。あの兵は、『奥方さま』ではなく、『シレイネ姫』と呼んでいた。

　まさか、あの呪毒がまた城内に入り込むなんて。

（気づかなかった。酔っ払いなんかじゃなかったんだ。あの人、操あやつられて……おまけに、また『シレイネさま』を狙ねらっている──？）

　あの兵は、引っ立てられたにしても、フェルが一度昏こん倒とうさせたことで、蝶の痣あざは消えたはず。彼が呪毒に操られていた事実など、クロウは知りようがない。

（でも、どこから入り込んだの？　……待ってよ。そうだ、よく考えたら。最初に街道で襲おそってきた狼おおかみや、私を連れ出した黒龍兵も、様子がおかしかったよね。あの時は気づかなかったけど）

　旅路は、居城にいるよりも、外部の人間が兵に近づきやすい。ひょっとすると、帰り道からずっと、〝シレイネ姫〟や黒龍城は狙われていたのかもしれない──

　顔を強こわ張ばらせ、急に黙り込むフェルの肩を、ラナが慌てたように揺さぶってくる。

「ちょっと……いきなりどうしたのよ？　真っ青じゃないの」

「ラナ、どうしよう。わたし、すぐに殿下のところに行かないと」

　さっきまでの迷いなんて、あっという間に彼方かなたに吹き飛んでしまった。

「殿下もシレイネさまもご無事よね!?　あの兵のこと、とにかく一刻も早く知らせないと、ああでも仕事どうしよう、朝イチで帳付け！」

　混乱するフェルを、ラナが冷静に諭さとしてくれる。

「事情は分からないけど、あれから、城内で妙な事件が起こってるなんて話は聞かないから安心してもいいわ。でも、急ぐんでしょ。分かった、とりあえず、あんたの仕事先には、あたしが連絡入れといてあげるから！　早く行きなさい」

「ありがとう！　殿下、今はお部屋かな？」

　召使のお仕着せに手早く身を包んで用意を整えるフェルに、ラナが声をかけてくれる。

「部屋でもないけど、執務室……でもないかも。そしてごめん、会うのはちょっと骨かもしれないわ」

「え？」

「そうね。あんた知らないんだったわ……殿下、最近は聖堂のベンチで寝泊まりしてるのよ」

「はあぁ!?　なんで!?」

「うーん、そっちにいたほうが落ち着くからだ、って話だけど……いや、問題ないのよ？　……お仕事はきちんとされるし、全然出てこないわけじゃなくて、ケイさまがご一緒なら執務室使うし。だけど食事は前に話したとおりだし、だからみんな心配してて」

（ほんとだよ、何やってるのだん……じゃなくて殿下！　いくら温室に改かい造ぞうしてあるっていっても、聖堂のベンチで寝るなんて、風か邪ぜでも引いたらバカみたいじゃない！）

「じゃあ、聖堂に……！」

「待って」

　目当ての場所に足を向けるフェルを、ラナが再び引き留める。

「無理よ。殿下、お一人のときは、聖堂に人を近づけないの。入り口は師団員が警けい護ごしてるし」

（あんの、大だい規き模ぼな引きこもりめが！）

　フェルは心中で吠ほえた。彼がお城や領地規模で箱はこ庭にわ主しゆ義ぎなのは、今に始まった話ではない。ラナは続ける。

「フェルが真っ向から面会求めるんじゃ駄だ目めなわけ？　ご報告があります、って」

「うーん……言いにくいんだけど、ちょっと避けたいとこ。お城の中にいる人が、みんな信しん頼らいできるか分からない事態になっちゃったから」

「えっ、そこまで大変な話なの!?　何か手はないかしら……」

　しばらく、二人で頭を悩ませる。

「あっ」

　やがて、ラナは小さな声を上げた。

「今、思いついたんだけど。一カ所だけあったわ！　黒龍兵が守りようのない入り口！」

「！　どこ!?」

「ふふふ……それはね」

　どことなく、城主の底意地の悪さが感う染つってきたんじゃないかと疑いたくなるような不ふ穏おんな笑みを浮かべ、ラナはぴっと指を立てる。

　告げられた『裏口』の所在に、フェルは片頰を引きつらせた。

「ラナ……それ、入り口じゃなくない？」
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　黄色い花を咲かせるシュア・ノーツァ。薄うす紅べに色いろのヘレボルス。そして、彼が特別に手をかけているという、季節外れの鈴すず蘭らん。

　一見、普通の聖堂と見せかけて、中に広がるのは、美しくも季節感に欠け、穏やかで禍まが々まがしい、不ふ可か思し議ぎな毒草園だ。

　床をはがして木々を地じ植うえしたこの室内庭園も、なんだか不思議と懐なつかしい。

『ご主人さま』の彼と、何度もここで語らった。『夫』の彼には指輪を貰もらった。

（旦那さま……ううん、殿下。どこにいるのかな）

　朝日の射し込む聖堂の中を、お仕着せに身を包んだフェルは急いでいた。

　真っ黒になったエプロンドレスをはたきつつ、フェルは友人の顔を思い浮かべる。

（ラナありがとう、無事に入れたよ！　おかげで、ものすごい目に遭ったけどね!?）

　カツラの栗毛おさげに絡まったクモの巣を払うと、埃ほこりや塵ちりに混じって大きなクモ本体さままで転がり落ち、フェルは悲鳴を上げかける。

（殿下、ほんとにいるかな？　これで入れ違いだったらどうしよう……あっ）

　いた。

　一いち抹まつの不安を覚えたものの、捜している人物は、間もなく見つけることができた。

　つぼみの気配すらない夾きよう竹ちく桃とうの木こ陰かげ。

　聖堂の中央に据すえられたベンチに、馴な染じみの深い黒い頭があるのが窺うかがえる。こちらから見えるのは後ろ姿の一部なので、表情は、分からない。

（良かった！）

　見つけたとたんに思い出す。

　久しぶりに彼に会えるという高こう揚ようと、報告したい諸もろ々もろの重大さと。

（……元気に、してたのかな。やっぱり、シレイネさまと、仲いいのかな……）

　これから、ただの、一人の『フェル』として彼に会う。

『好き』でいるのは自由だと気づかされたばかりなのに。

（うまく笑えるかな。どんな顔して会おう。最初に、なんて言おう）

　そんな場合じゃないのだと分かっていても、さまざまな想いが交こう錯さくして。

　切ない、苦い、ぐちゃぐちゃの心と、割れそうなくらいの緊張を胸に抱きながら、フェルは自然と早足になる。

　やがて、夾竹桃の茂みを抜けて、彼の正面に出た瞬間。




「何やってんですか!?」




　フェルは叫んでいた。

（この男、本気で聖堂で寝泊まりしてやがった……！）

　久々に見るクロウに、フェルの頭に浮かんだ第一声がそれだ。

　聖堂のベンチにかけられた毛もう布ふや、床に転がったクッション、何より彼の生活の大半を占める『仕事』の一式が積み上がっているのを見て、フェルは確信した。

（半分くらいラナが話を盛もってるだけかと思ったら、ええほんとにもうね!?）

　よく見ると、なんとなく顔色も悪い。

　硬いアイアンレースのベンチで、不自然に寝て、かつこんな暖だん炉ろもないところで、日がな書類仕事をやって、と。

「そりゃ顔色も悪くなります!!　正気の沙さ汰たじゃないですよ!?」

　驚いたまま、次ついで押し寄せた怒りのままに叱しかりつけたフェルを、最初クロウは、どこか気だるそうな、冷めたまなざしで見ていたが──

　やがてその目が、大きく見開かれる。

「フェル……？」

「はい」

「なんだ、幻覚か」

「誰が幻覚です!?」

「……本物か？」

「偽物がいてたまりますか。……って。殿下、ほんとに大丈夫ですか？」

　フェルはふと不安になる。

（こんなに表情が素の彼、見たことない。よっぽど疲れてるんだ）

　仰ぎよう天てんしてぽかんとしたクロウというのを見るのは、間違いなくこれで三度目だが、今回ほどの規き模ぼのは初めてかもしれない。

　凜り々りしい眉は開き、「状況が読めていません」と顔に書いてある。らしくもないことこの上ないが、珍めずらしいのは確かなのでちょっと得した気分にはなった。なんだかんだ口半開きでも見栄えがするのがずるい。

「ラナから聞きました。食事もろくに取られていないとか！　まさか毒草食べて生活されてたわけじゃないですよね？」

　まくしたてるフェルは、急に腕を引かれてつんのめる。

「わあ!?」

　驚いて叫んだフェルを、クロウが肩に抱き留めた。

　そのまま完全に動きを止めた彼に、フェルは焦る。

「ちょっと、殿下っ!?」

　フェルが暴れても、彼はびくともしない。

　めげずにじたばたもがいていると、彼は何かを確かめるように大きく息を吸うと、吐と息いきとともに「……すまない」と呟つぶやいた。

「少し、目まいがしただけだ」

「？　はあ……って、それは体調崩す前ぜん兆ちようですって！」

　目がくらんだだけだという割になかなか手をどけようとしない彼から、フェルは無理やり身体をもぎ離す。

「ああ、悪い……いや、なんでここにいるんだ、お前は。おまけに、妙に服をドロドロにして……そんなことはどうでもいい。何を訊いているんだ俺は」

　クロウはまだ、どこかぼうっとしているようだった。

　寝不足って怖いな、とフェルはなんとなく思う。こんなにしっかりしたはずの人でも、人間、寝ていないとこうなるのか。

「そうですね、入り口に立っている見張りのかたを説得するのが面めん倒どうそうだったんで」

「だったんで？」

　フェルは、上を指さした。

「通風口から入ったら、穴の周囲が予想外に汚れてて、こうなりました。お仕着せの洗せん濯たくは大変ですが、掃そう除じの手間は省はぶけたと思います」

「そうか……」

　クロウは無言で眉み間けんを揉んだ。

「……今ので、だいぶ現実に戻ってきた。感謝する」

「？　どういたしまして」

「で、お前はなぜこんな所にいるんだ」

「それがですね」

　口を開こうとした瞬間、不意に、ぐう、と間ま抜ぬけな音がした。

　フェルは別に空くう腹ふくではない。──ということは。

「……えーと。今のって、殿下ですか？」

「……」

　クロウは黙っている。

「本当に、何も召し上がってないんです、ね……？」

　今度は目を逸そらされた。

　その瞬間、フェルの頭の中で、何かいけないものがぶつんとキレる音がする。

　──ここに来るまで。

　急にやってきた、分ぶん不ふ相そう応おうな、慣れない『彼のことが好き』に戸と惑まどって、どう接したらいいか分からなくて。

　辛くて切なくて痛くて。別れを告げるために彼に会いにいくことを、あんなにもためらっていたのに。

　そうしたあれやこれは、この惨さん状じようを見たら、一気に消し飛んだ。

（あ、なんか悟さとった）

　すこん、とフェルは落ち着いた。

　もう、好きだの好きになってはいけないだのなんだの、あんなに振り回されて苦しかったことが、全てどうでもよくなった。

　結局のところ、自分の間ま尺しやくでしか人間は生きられない。その都つ度ど迷って悩んで探して選んで、きっと、自分はそうするしかできないから。

「だーもう!!　うわあもう！　領りよう主しゆなんて身体が資本みたいな職でしっかり栄養摂とらないなんて、なに自殺行為やってらっしゃるんですか!?」

「それに答える以前に、お前が俺の質問に答えていないが」

「ああ、なんでここにいるかってお尋ねですね、大事な用がありました。ありましたが、たった今、優先順位が変わりました。目もつ下か、遂すい行こうしなければいけない火か急きゆうの件として」

　フェルは大きく息を吸い、かっと目を見開いて宣言した。




「殿下に、ごはんを作るためです!!」




　──聖堂に、嫌な沈黙が落ちた。

「そんなことのために？　……わざわざ？」

　フェルを、クロウはまだどこか茫ぼう然ぜんとしたまなざしで見つめていたが。

「ふ、……」

　彼は、不意に、片手で顔を覆おおってしまう。

　不意に、力が抜けたように、彼は噴き出した。

「ふ、そうか。……はは、なるほど」

「？　あの……殿下？　フォークでも転がりましたか」

　しばらく、肩を揺らして笑いっぱなしになるクロウに、フェルは戸惑う。

（これは……どんなツボに入ったの？）

　首を傾げるフェルに、クロウは、「いや」とかぶりを振った。

「お前という奴は。いつも予想外なことばかりだ。毒どく牙がの無いクサリヘビより、わけが分からない」

「それは、殿下の目が節ふし穴あななのでは」

「この減らず口、ああ。本当にお前なんだな」

　よっぽど何かはまったのか、まだおかしそうに笑い続けるクロウを、フェルはしばらく途と方ほうに暮れて見つめていたが。

「……どうされたんですか？　さっきから」

「いや」

　クロウはふと笑いを引っ込め、目を細める。

「よくない夢を見ていただけだ」

「え？」

　それから、ぽつりと彼は呟いた。

「……やっぱり、お前は最強の目ざましだよ」
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「とにかく、何か用意してまいりますから」

　そう言って、いったん場を辞じそうとしたフェルだが、なぜか旦那さまは無言でフェルの後ろに続いた。

（なんで!?）

　結局、厨ちゆう房ぼうまで、毒龍公がついてきた。しかも、おなかを空すかせた毒龍公である。悪あく魔まの申し子と第三皇子を怖がっている、故こ郷きようのみんなに言いふらしてやりたい。

（あ、でも。この時間なら、厨房の人に頼んだほうが美お味いしいものができ……）

　ひっそりと考えたフェルだが、クロウはなぜか、厨房から人払いしてしまった。意味が分からない。

　仕方なく、誰もいない厨房で、材料を物色する。新しん鮮せんな仔こ羊ひつじのあばら肉を見つけた。あとは、じゃが芋と玉ねぎとひよこ豆。ミルクとバターと米。

　切り込みを入れたあばら肉に、ハーブ塩とローズマリーをたっぷりとまぶす。肉をオーブンに放り込んだら、同じ火を使って、上でミルクリゾットを作り始めた。何度も味を確かめ、ようやく納なつ得とくできるまでに調節する。

　毒好きの彼のために毒物を入れてあげるべきか迷ったが、あまりものを口にしていないところに、そんなものを食べさせたが最後、普通に胃を痛めそうなのでやめておいた。仕上げに、釜かまの残り熱でパンもあたためる。

　てきぱきと料理をするフェルの背を、クロウは後ろでじっと見つめていたが、やがてぽそっと呟いた。

「……相変わらず手際がいいな」

　その言葉で思い出す。最初に召使に変へん装そうしたときも、彼とこうして厨房で会話した。奇き妙みような既き視し感かんに、フェルは苦笑する。

（これでよし、と。できた！）

　コンソメスープで丁てい寧ねいに炊き上げたミルクリゾットは、刻きざんだバジルや黄色いひよこ豆で彩ってみた。

　子羊の香草焼きに、包丁を入れる。かりっと焼き上がった外側に比べて、中にはきれいに赤みが残っているようだ。焦がしたローズマリーやタイムの香りが、ほわんと鼻をくすぐった。

「あり合わせだし家庭の味付けだしで、色気も素そっ気けもないですが。お口に合いませんでしたらわたしのごはんにしますんで、ちゃんとしたもの、あとで厨房の皆さんに作ってもらってください……って」

　みなまで言い終えないうちに、クロウはすがすがしいほどよく食べた。

　本当に空腹だったらしい。

「あ、お食事中失礼ですが、お耳に入れたいことが」

　クロウの食べっぷりに啞あ然ぜんとしていたフェルだが、そもそも彼に会いに来た目的を思い出し、手短に説明する。ガウェインが操られていたものと同じ呪毒を身に受けた黒龍兵が、ラナを襲おそったこと。

「兵が錯さく乱らんして暴れた件は聞いていたが、まさか原因はあの毒だった、か。呪毒を量りよう産さんしていた人物は押さえたが、もう作られてしまった呪毒がまだ残っているのは厄やつ介かいだな。だが、シレイネを狙っている……？」

　フェルの報告を聞いたクロウは、しばらく難しい顔をしていたが、やがて「ご苦労だった」と微笑んだ。

「詳しく調べてみよう。助かった、フェル」

　知らず、ほっと安あん堵どの息をつく。そこで、ふと思い出した。

（そうだよ。せっかく殿下に会ったんだ……）

　お別れを告げる、絶ぜつ好こうの機き会かいじゃないか。

（呪毒については、このかたに任せておけばきっと心配ない。あとは、シレイネさまの体調を見届けて。……あと五日もしたら、ユナイアに帰れる）

　ずっと夢みてきた瞬間がある。

　お役目が終わって、故郷に帰る。

　いちばん困っていたときに助けてくれた、シレイネさまにも恩返しして。

　大好きなガウェイン先生と仲間たちに迎えられて。身代わりの報ほう酬しゆうを貰もらったら、すぐにおんぼろの孤児院を改かい修しゆうして──

「もうひとつ、大事なご用がありました」

　フェルは大きく息を吸い込むと、にっこりと笑ってみせた。

「お暇ひまを頂ちよう戴だいしに来たんです」

「……暇？」

「故郷が心配なので。ずっと留る守すにしっぱなしで……あんまり、先生を心配させたくないんです。いろいろお世話になりました」

　ぺこりと頭を下げるフェルに、クロウは息を吞む。

「ありがとう、ございました」

　よし。これで、ぜんぶおしまい。

（……この人の顔も、見み納おさめだ）

　せめて、目に焼き付けておこう。

　今から、非日常は日常に還かえる。

　立冬サウインから、誰より近くにいたこの人のことを、今ならまだ思い切れる。

　メガネやカツラの前髪で、よく見えないと分かっていても、精いっぱい、晴れやかな笑顔で別れを告げよう。

（好きな人が、大切な人と、一緒になる。こんないいことはないじゃない）

「奥方さまと、幸せになってくださいね」

　ずきずきと痛む心を無視して。

　にこっと笑ったフェルの前で、クロウは俯うつむいている。

　その目元は、黒髪に隠れてよく見えない。

「……できない」

「はい？」

　ぽつり。

　クロウが呟いた言葉に、フェルは目をしばたたいた。

「……お前がここからいなくなるのに、幸せになることなんて、できない」

「えっ……？」

　フェルは息を吞む。

　ただの召使に向ける言葉としては、あまりに過ぎたその言葉は。

（どういう、意味？）

　クロウはすっと顔を上げた。

　その澄すんだ青い瞳が。整った顔が。引き結ばれた薄い唇が。

　常にないほど真剣に見え、フェルの心臓が不ふ整せい脈みやくを訴うつたえ始める。

　どきどきとうるさい鼓こ動どうを鎮しずめるように、ぎゅっと握りしめた拳を胸に押し当て、フェルはおそるおそる尋ねる。

「なんで……ですか？」

「それは──」

　クロウはそこでいったん言葉を切った。

「後味が悪いからだ」

「ほへ？　後味？」

「お前、たしか、勤つとめ始めは立冬サウインあたりからだろう。それじゃあ、今現在、就しゆう労ろう期間は二カ月あまりというところか」

「え？　は、はい。そうですね。そのくらいだと思います」

「正確なところが今は分からないなら、立冬その日から起算としようか。では、少なくとも立春インボルグまではいる必要があるわけだ」

　急にすっ飛んだ話題に、フェルは首を傾げる。

　クロウは指先で軽く眉間を揉むと、どこか戸惑うように切り出した。




「実は──うちの城、勤続三カ月が必ひつ須す条件なんだ」




「……えっ」

　まったく異次元から降ってきた話に、フェルの目が点になる。

「いや、だが知らないはずはないか。募集要項のいちばん上に、目立つように載のせておいたはずだからな」

「あ、あの、ちょっと」

　確かに、雇こ用よう期間をあらかじめ条件に提てい示じしている仕事場は少なくない。

（でもそんなの聞いてないっ!?）

　一いつ拍ぱく置いて、当たり前だと気づく。なにせ正式な手順を踏ふんで勤めだしたわけではないのだから。

（なんかこう、嫌いやな、予感が……）

　だらだらと冷たい汗が背中を伝っていくのを感じながら、フェルは一歩後ずさる。

　その肩に、クロウはねぎらうように手を置いてきた。

「しかし、ここでやめるのか……残念だな……まさか、金の無む駄だ遣づかいにうるさいお前がそんなことを言い出すとは」







[image: ]







　不吉な前置きに、フェルはごくりと唾つばを吞む。

「……ちなみに、勤続の掟おきてを破るとどーなるんでしょうか……」

「立りつ派ぱに契約違反だからな。とりあえず給金全額返へん納のうと、違い約やく金きんが課かせられる。金額はウーベル銀貨二十枚」

「…………ソレ、わたしの去年の年収と同じくらいですね」

「そうなのか。大丈夫か？　払はらえない場合は契けい約やく不ふ履り行こうで地ち下か牢ろう行きだが」

（なんだその悪あく徳とく商法か詐さ欺ぎめいた勤務条件!?）

　聞いてない！　いや、だから聞く機会なんてなかったのだが、それにしたって！

「お前は、たいへんよく働いてくれた。まさかこんなことになるとは……俺としても残念極まりない」

「…………」

　乗っているだけだったクロウの手が、そのままがっしりとフェルの肩を摑む。

　クロウはそこで、ふと訝いぶかしげな表情をしてみせる。

「まさか規約に覚えがない？　そんなはずはないな。なんなら契約時の書類を捜して確認してみようか。不正にもぐり込んだ密みつ偵ていでもない限り、絶対にサインがあるは」

「やっだーやめるなんて冗じよう談だんに決まってるじゃないですかあ殿下！　それでは引き続きお勤めを果たさせていただきます」

　直ちよつ角かくのお辞じ儀ぎでもって前言を翻ひるがえしたフェルに、「そうか」とクロウは白い歯を見せて微笑んだ。

「安心した。引き続き励んでくれ」

　たいそうイイ笑顔だった。

　向けられたフェルは、ふっと意識が遠のきそうになる。

　どこか弱っているように見えたのは、やはり気のせいだったのか。返せ、わたしの心配と良心。

（やっぱり、どっからどう見ても元気にド鬼畜じゃないの──!!）

　花嫁代行は、いちおうの区切りがついたはずだけれど。

「うっそ……」

　どうやら、まだ。

　立春インボルクまでは、確実に──『召使業』のほうは、続くらしい。
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『呪われた子。ぜんぶ、お前を苦しめるために用意したの』

　古い古い記き憶おくだ。

　あれは、パールが五つになった頃か。

　膝ひざの上で眠る弟の、亜あ麻ま色いろの髪を、繊せん細さいな指先でそっと梳すきながら。実母リグレインは彼に告げた。二人目の我が子を見下ろすまなざしは、まさに、慈じ愛あいに満ちた母そのものだ。

『見て。金の髪と、青い瞳。見事なこと。あの男と、そっくりな色を持つ小こ者ものを選んだのだもの。ああ、いい気味。きっとあの男は、裏切りに気づかない……』

　弟は目を覚まさない。優しい声となって滴したたり落ちる彼女の毒など、知らないまま眠り続ける。彼には、そのことが、唯一の救いに思われた。

『永遠に満たされない三ク日ロ月ウを名に持つ子。お前は一生、誰にも殺されずに死んでいくのだわ』

　日々囁ささやかれる呪じゆ詛そのとおり、彼はやがて、最愛の弟を失うことになる。

　あんな思いは二度とごめんだと思ったのに。

　彼は今──同じ過あやまちを繰り返すところだった。




（──身分違いのフェルを、『シレイネ』という偽にせの身分に閉じ込めたまま、妻として手に入れる。それでいいと思っていた）

　たとえ彼女自身の名も心も踏みにじることになったとしても、彼の中で、それは変わらないはずのことだった。

　──そのはずだったのだが。

　彼女を本当はどうしたいのか。

　ずっと曖あい昧まいなままだったその答えを、彼は自らに確認する。

　今日、彼女は、自らの意思で会いに来たのだ。

　それが彼にとってどれだけ大きなことなのか。きっと彼女は分からないだろう。

　お蔭かげで、ふんぎりがついた。

　つまりは、筋を通す覚かく悟ごが。

（〝シレイネ〟の偽者としてじゃない。彼女自身が欲しい）

　本物が来たからこそ分かった。たとえ同じように美しかろうと、器だけでは意味がない。中身が彼女でなければ。

『兄上は変わらない』

　夢の中で、弟の亡ぼう霊れいは彼に告げた。

『秘密を抱えたままで、おれたちは本当の家族になれたのかな？』

　まったくだ。

『手に入ればそれでいい』だなんて、噓だ。ずっと自分を欺あざむいてきた。

（フェルは物じゃない。たとえ、自分と同じだけの思いなど、永遠に得られなくても。それでも可能な限り、彼女には、ひとりの人間として、そばに居てほしいから──）

　今は、安全を確保することが最優先だ。しばらくは、シレイネの名に閉じ込めることになるかもしれない。

　けれど──。

　肩を落として、召使姿の『彼女』が去っていくのを、苦笑交じりに見送りながら。声にはせず、自らに誓ちかう。

（期限はワルプルギス。……必ず、『フェル』を、その名で妻にする）

　厳しい戦いにはなる。彼女の素す性じようはまだ謎だらけだし、呪じゆ毒どくも絡からめ、いろいろと雲行きが怪あやしくなってきた。そもそも身分も違う。壁はいくつも立ちはだかる。

　だからといって、みすみす失ってたまるものか。

　変わるべきは今。

　失いたくないからこそ、見ないふりをするのではなく。正面から向き合って、なりふり構わず手を伸ばしてやる。

　彼女を留とどめられる時間を、敢あえて立春インボルクまでだと区切ったのは、そう長く、ただの『召めし使つかい』でいさせる気はないからだ。そのための手段は選ばない。

（だから）

　彼は、そっと口こう角かくを持ち上げた。

　逃がさないって、言っただろう？




　──きっと、お前を捕つかまえる。
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「どぉもー、美女の夜よ這ばいでぇっす」

　ユナイア王国現国王、セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアの居室にて。

　草木も眠る深夜、若き王の憂ゆう鬱うつで浅い眠りは、突然の襲しゆう撃げき者しやによって妨さまたげられた。

「なっ!?　……ぐ」

　冬の冷たい夜風が吹き込んできて、窓を開けさせた覚えなどなかったのに、と目を覚ました矢先だった。

　狼ろう藉ぜき者ものだ、と人を呼ぼうとした瞬しゆん間かん、口元をごつい手で乱らん雑ざつにふさがれる。そのまま、柔やわらかな枕に頭部を押しつけられた。

（何者だ!?　……いや、見張りの兵は何をしていた!?）

　王宮の近この衛え兵へいは優ゆう秀しゆうだ。こんな最さい奥おうになど、今まで賊ぞくの侵しん入にゆうを許したことはない。王の疑問に答えるように、闇やみが動く。

　真夜中の襲撃者が、うっすらと口元を歪ゆがめる気配がした。

「おおっと、大声を出さないでくださいねん。まあ、ここに来るまでに、相当数の護ご衛えいは物もの陰かげに引きずり込んで撫でて差し上げて参りましたけれどぉ、それでも、数呼ばれると、か弱い乙おと女めのアタシ困っちゃうんでぇ」

　冬至ユールの試練には遅いけど、そういうことにしといてくださいな、と。

（アタシ？　冬至の〝試練〟……？）

　そこでセタンタは、この狼藉者の正体を知った。野太い声で放たれるオネエ言葉の破は壊かい力りよくには覚えがある。

　月光に浮かぶ、灼しやく熱ねつの権ごん化げのような真しん紅くの髪。

　緋ひ色いろの肩掛けと、獅し子しのような堂々たる体たい軀くを包む黒い祭さい服ふくは、侵しん入にゆう者しやが、よりによって聖せい職しよく者しや──吟遊詩人バルドであることを告つげている。人の多い王宮の門を突とつ破ぱできたのは、基本は化け物じみた腕前のせいだろうが、その身分ゆえもあるだろう。

　ぎしぎしとこめかみを締しめつける指の力は、それでも加か減げんされているのだと分かる。そうでなくては、きっとセタンタの頭ず蓋がいは、まるで卵の殻からでも割るように砕くだけ散ちっていたことだろう。

（赤あか髪がみの悪あつ鬼きガウェイン……！）

　かつては、東西を震しん撼かんさせた伝説の傭よう兵へい隊たい長ちよう。それが現在は、この王都ベルファスティスの片かた隅すみで、なんの因いん果がか下級聖職者として孤こ児じ院いんなどを営いとなんでいる男だ。一本傷の走る年齢不ふ詳しようの美び貌ぼうを、凶きよう悪あくな笑みで彩いろどり、彼は低く告げた。

「さて。──敬けい愛あいする陛へい下か、拝はい謁えつの栄えいに浴よくし恐きよう悦えつ至し極ごくというやつで。前置きはそれくらいにして、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いますぜ。うちの孤児院の周囲を兵に見張らせっぱなしなのは、いい加か減げん、どーいうおつもりで」

　怒りを含んだ問いかけに、セタンタは状況も忘れて目を眇すがめた。

　それは確かに、彼自身が直ちよく属ぞく騎き士し団だんに命めいじたことだ。そして、ガウェインに告げてやった。

　──〝さて、親しん愛あいなるガウェイン＝ヘラルド。余よの妹が、毒どく龍りゆう公こうに嫁とついだことは知っているだろう〟

　──〝冬の空気は乾きやすい。寒さに凍こごえたきみの可か愛わいい子供たちが、誤あやまって家ごと薪まきにするようなことがないといいのだが。余が言いたいことは、分かるね？〟

「……娘を勝手に花嫁の身代わりにしやがったのみならず、王室と政治的な関わりを持たないはずの聖職者であるおれを使者に立てるために、うちのちびどもの安全を質しちに取ってくださるとは。最近の王族ってなあ、ずいぶんお品がよろしいことで」

　底冷えのする琥こ珀はく色いろの眼がん光こうは、普通の人間なら、見み据すえられただけで泡を吹いて倒れるほどの恐ろしさだ。

　しかし、セタンタは、そこでふっと冷静になった。

　ここで自分を殺せば、ガウェインには確実に足がつく。傭兵をやっていた頃ならいざ知らず、孤児院に子供たちを大おお勢ぜい抱える今の彼では、王殺しの罪つみを背せ負おえない。

　むしろ、こうして決死の潜入をしてきたからには、自分で墓ぼ穴けつを掘ったのはガウェインのほうである。脳のう筋きんぶりは娘といい勝負だな、とセタンタは思った。

（まあ。……それだけ、怒りが深いのだろうがね）

　セタンタは、抵てい抗こうしない意思を示すため両手を軽く挙げ、それから、丸太のような腕を軽く叩たたいた。口をふさがれていては話せない。

「……久ひさ方かたぶりに死ぬかと思ったよ。ずいぶんな時間に、ずいぶんな美女の夜這いがあったものだ」

　やっと解放されたセタンタは、ゆっくりと寝台から身を起こした。

　乱みだれた蜂はち蜜みつ色いろの髪を搔かき上げ、深いため息をつく。金きん髪ぱつに碧へき眼がん、白い肌という、まるで絵物語に見る王子様のような容よう姿しを持つ彼は、寝ね間ま着き姿でもきっちりさまになった。

（まったく。ただでさえ、こちらがごたついているときに）

　最愛の妹シレイネが、忽こつ然ぜんと姿を消したのは、つい先日のことだ。

　全力を尽つくして行方ゆくえを追わせてはいる。ただ、公的には毒龍公に嫁いだことになっていることもあり、捜そう索さくは困こん難なんを極めていた。まだ、なんの手がかりも摑めていない。

　気が狂くるいそうな心配と焦しよう燥そうを抑おさえ、眠れない夜を、強めの酒で無理やりやり過すごそうとしたら、この始末だ。要は寝るなということらしい。

「こんなところまでご足労さまだ、ガウェイン＝ヘラルド。むさくるしい男が予告もなく極めて私的な空間に入ってくることが、こんなに気色悪……精神を削るものとは知らなかった。次は是ぜ非ひ、然しかるべき手続きを経へて謁えつ見けんにきてほしい」

「あら心しん外がい。まあ、素直に会わせていただけるんでしたら、それでよろしかったのですけどん。あ、これクルヴァッハ土産みやげ。天てん蚕さんの道を牛ぎゆう耳じる、某ぼう大手東方商会エルネットさりたの新作、『眠れぬあなたに愛の手を』。不ふ眠みん症しようの人間を、殴なぐり倒たおして眠らせる用のクッション付き棍こん棒ぼうだそうで」

「それ、まさか余に使うつもりじゃなかろうね……って、ああ。あの得え体たいの知れない商会は、代表が毒龍の右腕をやってるんだったか」

　そんなものを持ってきた、ということは。この男はまさか、毒龍公に籠ろう絡らくされたとでもいうのだろうか？

「……孤児院の周りからの、兵の立ち退のきが用件、と言っていたかな。だがお前は、娘を奪だつ還かんする任に、失敗しただろう。……撤てつ収しゆうは断ると言えば、どうする？」

「さて。お答えする前に、ですね」

　顔をしかめるセタンタに、ガウェインはふと笑みを引っ込めた。

「こうして無事に侵入できたからには、訊ききたいことがごまんとあるんですよ。この間は娘が毒龍公なんてヤバい奴やつのもとに行かされたなんて聞いたもんだから、焦ってろくに確かめもしなかったけど、一体どういうおつもり？　この身代わり話、おかしな点が多すぎるわ」

　訊かれると思った。セタンタは冷静に思う。

　そもそも、ガウェインの目には、たかが庶しよ民みんの小娘に「隣りん国ごくの皇おう子じのもとに、身代わりに嫁いでから離り婚こんして来い」だなんて依い頼らいをすること自体、さぞ常じよう軌きを逸いつして見えただろう。逆の立場だったら、セタンタも正気を疑っている。

（──だが、あの娘は、本当は）

　その続きは言えるはずもない。たとえここで殴り殺されたとしても、口を割れない話である。

「当然失敗も織り込み済みよね？　なのにどうして急に、アタシを脅してまで派は遣けんしたのかしらん？」

　あえて答えることはせず黙るセタンタに、ガウェインは顔をしかめた。

「お答えいただけませんかぁ……なんだか、無理やり締め上げても、吐かせる前に殺しちゃうだけで終わりそうな目をされておいでですわねえ、仕方ない。それじゃあ別の質問をさせてくださいな。もっともこっちは、ついでのように気になり始めたら止まらなくなったことなのですけどん」

「別の質問？」

「最初に妙だと感じたのは、前にお召めしを頂いたときですかしらん。昼間だったもので、余計にそう思ったんですがねぇ」

　外がい観かんの壮そう麗れいさに引き比べ、室内は、まるで陽光を採とり入れるのを嫌うかのようだった、とガウェインは続けた。

　樫樹の賢人ドルイドが読み上げる聖せい詩し篇へんには、太陽神ルーを崇あがめる文もん言ごんもある。国教を率そつ先せんして掲かかげるはずの王宮で、奥に行くほど光を疎うとむとは奇き妙みようなことだ、と。

「王宮だってのに、どうにも、らしくないというか。奇妙で、落ち着かない、とか思ったんですのよねぇ」

「……気のせいか、季節や時間の問題じゃないか？」

「それだけじゃありませんぜ」

　いつの間にか素すの口調に戻り、ガウェインは寝台のそばを離れると、つかつかと部屋の奥に歩いていく。

「待て、そちらは」

　どの国でも、同じ信仰を崇すう拝はいする場合、王の居室の最奥には、聖詩篇の文言を王家の紋もん章しようとともに図案化した飾かざり盾たてを据すえるしきたりだ。

　ガウェインは、飾り盾を隠す、紗しやの幕まくを剝はぐように取りのける。

　──本来そこには、王宮の常として、ユナイアの紋章である、紅べに薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しを刻きざんだ盾が。そして、聖詩篇の一節を綴つづった飾り布がかかっているはずである。

　盾に王家の紋は確かに刻まれている。

　だが、その下にある布の聖詩篇は、全て焼かれていた。

　一度は縫ぬい取ったはずの文言に、ひとつひとつ鏝こてを押し当てていったのだろうか。職人が心を込めて記したであろうそれは、不ぶ気き味みなほどの執しつ拗ようさで、一文字たりとも残さず、茶色の焦こげ痕あとに変わってしまっていた。

　黙り込むセタンタに、ガウェインは眉まゆをひそめつつ、息を押し出すように問いかけた。

「そう……それだけじゃない。この王宮、奥に行けばいくほど──」

　ガウェインはふと、周囲を見渡す。

　建物のどこよりも王宮らしい、最奥部。

　壁。天てん井じよう画が。彫ちよう像ぞう、燭しよく台だい、タペストリ。

　部屋に存在する、およそ、すべての調度から、同じものが徹底的に取り除のぞかれている。

　神像や絵画は顔を潰つぶされ、天井画は意い図と的てきに塗ぬり込まれ、燭台は一部が焼き融とかされて。

　病的なまでに、ここには。




「信仰の頂点にある国王の部屋。いや、奥宮そのものから、聖詩篇が排はい除じよされてる。……これ。どういうことでしょうね、陛下」

　なるほど。

　危険を冒おかしてまで実力行こう使しに出たのは、この王宮に隠された謎を暴あばいてやろうという、それなりの腹があってのことか。

　毒龍を後ろ盾にしていることをちらつかせつつ、取引を持ちかける気だとすれば、存外に、彼は馬ば鹿かではないらしい。

（だが……）

　セタンタは、自らを睨むガウェインの目を、無言のまま見据え返した。











Ｆｉｎ．
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　この度は、「（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～離り婚こんの前まえに身み代がわり解かい消しよう!?～」をお手にとって頂き、誠にありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうです。

　当作品は、お仕事大好きド庶しよ民みん（仮）花嫁と、最近は凹へこんだあまり鬼き畜ちく成分ひかえめな毒どく旦だん那なによる、離り婚こんラブコメです。

　四冊目にして、各巻でジワジワ距離を詰めてきていた本物姫を、ようやく登場させることができました。「うふふ、来ちゃった」状態です。そのせいで、ただでさえヒーローが根暗な引きこもりのところに、もっと根暗な引きこもりが加わって、いささかシリアス要素も出て参りました。コメどこいった!?　と、ご不安でしたら申し訳ございません。次は、いつものくだらないノリ（※作者比）に戻ります。

　思えば、シリーズが始まってから、もう一年が経たつのですね。ありがたいことです。物語は立りつ冬とうから始まって、まだ立りつ春しゆんにもなっていないのにと思うと、不思議な気もします。

　シリーズ執しつ筆ぴつ中ちゆうであった大きな変化といえば、一いち念ねん発ほつ起きしてノートパソコンを購こう入にゆうしたことでしょうか。見た目が真っ赤なので、シャ●と愛あい称しようをつけましたが、たまに妙みような空気の読み方をしてくれるかわゆい奴やつでございます。とりあえず、「同じところ」を「おあなじところ」と打ち間違えたのは謝るから、変へん換かん一発目で「御お穴あな痔じ所ところ」と出すのはやめなされ。あと、「明かしたい」を最初に「赤死体」に変えてくるのは、どういう需じゆ要ようがあると思っての所しよ業ぎようだね。彼とは一度じっくり話し合う必要がありそうです。

　それでは恒こう例れい、お世話になった皆様にお礼を申し上げたく。山やま下したナナオ様！　巻を増すごとにますます麗うるわしくなっていくイラストの数々を、本当にありがとうございます！　そして、またまたカバー裏に素敵なひとコマを頂きました！　四巻の内なるクロウ、マグカップに入れて愛めでたくなる悩のう殺さつ毒どく龍りゆうです。本物は可か愛わいくないけど、この子は飼いたい！　それから、今回なんと販促で漫画まんがを描いて頂いたのですが、可愛らしすぎて悶もだえました。

　担当Ｉ様。またも、ありとあらゆる面でお世話になりました。いつも、冷静で的確なご指導に救われております。「時間止まってほしい」と泣なき言ごとを漏もらした時の、「今すぐ顔に濡ぬれタオルを載せておけば止まるよ？」というアドバイスは、的てき確かくすぎて震ふるえがきました。

　その他、この本に関わってくださったすべての皆様。そして、今、読んでくださっているあなた様へ最大級の感謝を込めまして。どうぞ、お楽しみいただけますように。

　とはいえ、このシレイネ様襲しゆう来らいターン（またの名を旦那いじめの巻）、うっかり前後編風になってしまいました。も、申し訳ございません。次回は、そのぶんすかっと爽そう快かいにカッ飛ばせる話を、きもち早めにお届けする予定です。

それでは、またお会いできることを願いつつ。


夕鷺かのう　拝　　　　










著者

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




仮花嫁シリーズも気付けば一周年を迎えておりました。

ひとえに応援してくださるみなさまのおかげです。

ところで、今巻執筆中に、生まれて初めて「走行中の宅配便のトラックを走って追いかける」という経験をしました。

今、怒涛の筋肉痛です。そんな貴重な体験ができたのも作品のおかげです。

HP：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




夏生まれなので気温が上がってくると気分もギュンギュン上がってきますが

基本引きこもり生活という矛盾をかかえています。
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（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう




～離り婚こんの前まえに身み代がわり解かい消しよう!?～
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